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株
主
名
簿
制
度
の
法
理
（
三
・
完
）

来　

住　

野　
　
　

究

一　

は
じ
め
に

二　

株
主
名
簿
制
度
の
沿
革

　

1　

ロ
ェ
ス
レ
ル
商
法
草
案
・
明
治
二
三
年
旧
商
法

　

2　

明
治
三
二
年
新
商
法

　

3　

昭
和
一
三
年
改
正

　

4　

昭
和
二
五
年
・
四
一
年
改
正

　

5　

昭
和
五
九
年
株
券
保
管
振
替
法

　

6　

平
成
一
一
年
・
一
三
年
・
一
四
年
改
正

　

7　

平
成
一
六
年
改
正

　

8　

平
成
一
七
年
会
社
法

三　

株
券
発
行
会
社
に
お
け
る
株
主
名
簿
制
度

　

1　

�

株
式
譲
渡
に
お
け
る
有
価
証
券
法
理
と
株
主
権
行
使
に
お
け
る
社

団
法
理

　

2　

�

会
社
は
名
義
書
換
未
了
の
株
主
の
権
利
行
使
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
か

　

3　

無
権
利
者
へ
の
名
義
書
換
と
名
義
書
換
の
不
当
拒
絶

�

（
以
上
、
九
十
四
巻
七
号
）

四　

株
券
不
発
行
会
社
に
お
け
る
株
主
名
簿
制
度

　

1　

株
主
名
簿
記
載
（
名
義
書
換
）
の
効
力

　

2　

名
義
書
換
の
懈
怠

五　

株
式
振
替
制
度
利
用
会
社
に
お
け
る
株
主
名
簿
制
度

　

1　

株
式
振
替
制
度
に
お
け
る
株
式
譲
渡
と
株
主
の
権
利
行
使

　

2　

個
別
株
主
通
知
の
問
題
点

　

3　

株
式
振
替
制
度
に
お
い
て
株
主
名
簿
は
必
要
か

六　

名
義
書
換
制
限
の
あ
り
方

�

（
以
上
、
九
十
四
巻
八
号
）

七　

株
主
名
簿
制
度
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　

1　

株
式
の
相
続
と
名
義
書
換
の
要
否

　

2　

株
式
共
有
に
お
け
る
権
利
行
使

　

3　

基
準
日
後
の
株
式
取
得
者
に
対
す
る
議
決
権
行
使
の
許
容
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七　

株
主
名
簿
制
度
を
め
ぐ
る
諸
問
題

1　

株
式
の
相
続
と
名
義
書
換
の
要
否

　

従
来
は
、
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
は
広
く
株
式
移
転
の
場
合
を
対
象
と
し
て
、
株
式
譲
渡
の
場
合
の
み
な
ら
ず
相
続
等
の
場
合
も

含
ま
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
会
社
法
一
三
〇
条
は
株
式
譲
渡
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る（（19
（

。
こ
の
点
に
つ
き
、
立
案
担
当
者
は
、
相

続
に
よ
る
株
式
移
転
は
株
式
譲
渡
に
は
該
当
し
な
い
た
め
、
相
続
人
が
株
式
取
得
を
対
抗
す
る
に
は
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
を
要
せ

ず
、
相
続
の
事
実
を
証
明
す
る
だ
け
で
会
社
に
対
し
て
権
利
行
使
で
き
る
と
解
し
て
い
る（（19
（

。
学
説
上
は
、
こ
れ
を
支
持
す
る
見
解
も

わ
ず
か
に
存
在
す
る
が
、
一
般
に
は
、
譲
渡
の
場
合
の
み
な
ら
ず
相
続
・
合
併
等
の
一
般
承
継
（
包
括
承
継
）
の
場
合
に
も
、
取
得

者
が
株
主
権
を
行
使
す
る
に
は
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
を
要
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る（（19
（

。

　

不
要
説
は
次
の
点
を
理
由
と
す
る
。
①
相
続
人
は
被
相
続
人
の
法
的
地
位
を
一
般
的
に
承
継
す
る
た
め
、
株
主
名
簿
の
名
義
株
主

の
地
位
も
承
継
す
る
。
②
相
続
の
場
合
も
名
義
書
換
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
と
、
基
準
日
後
に
相
続
が
開
始
し
た
と
き
、
相
続
人
は

基
準
日
株
主
が
行
使
で
き
る
権
利
を
行
使
で
き
な
い
。
基
準
日
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
相
続
後
、
名
義
書
換
前
に
行
わ

れ
た
配
当
や
株
式
分
割
に
相
続
人
が
与
れ
な
い
。
③
相
続
の
場
合
に
は
、
名
義
株
主
（
被
相
続
人
）
は
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
の
で
、

譲
渡
の
場
合
と
異
な
り
、
名
義
株
主
と
承
継
株
主
と
の
間
で
権
利
行
使
の
重
複
が
生
ず
る
お
そ
れ
は
な
い
。
株
主
へ
の
通
知
や
配
当

金
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
会
社
は
株
主
名
簿
上
の
住
所
に
対
し
て
行
え
ば
免
責
さ
れ
る
し
（
会
一
二
六
条
一
項
・
四
五
七
条
一
項
）、

株
主
総
会
へ
の
出
席
・
議
決
権
の
行
使
の
よ
う
な
会
社
法
に
免
責
規
定
が
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
、
相
続
人
が
株
主
総
会
に
出
席
し

　

4　

株
券
失
効
制
度
に
お
け
る
名
義
書
換
の
禁
止
・
議
決
権
の
停
止

　

5　

株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求

八　

お
わ
り
に

�

（
以
上
、
本
号
）
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て
議
決
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
自
己
の
権
利
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
名
義
書
換
を
不
要
と
す
る
こ
と
に
不
都
合
は

な
い
。
④
非
公
開
会
社
で
は
、
誰
が
相
続
人
で
あ
る
か
は
会
社
に
と
っ
て
も
明
白
で
あ
っ
て
、
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
の
欠
缺
は
、

会
社
が
反
対
派
株
主
の
権
利
行
使
を
制
約
す
る
た
め
の
口
実
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
⑤
明
治
四
四
年
商
法
改
正
に

よ
り
二
〇
六
条
一
項
の
文
言
が
「
譲
渡
」
か
ら
「
移
転
」
に
改
め
ら
れ
た
の
は
、
会
社
は
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
被
相
続
人
を
株

主
と
し
て
取
り
扱
え
ば
免
責
さ
れ
る
と
の
結
論
を
導
く
た
め
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
同
年
改
正
に
よ
り
現
会
社
法
一
二
六
条
一
項
に
相

当
す
る
商
法
二
二
四
条
一
項
が
新
設
さ
れ
、
株
主
が
死
亡
し
て
そ
の
株
式
が
相
続
人
に
移
転
し
た
場
合
で
も
、
被
相
続
人
に
宛
て
て

な
し
た
通
知
・
催
告
は
相
続
人
と
の
間
で
効
力
を
生
ず
る
と
い
う
判
例
理
論
が
確
立
し
た
た
め
、
二
〇
六
条
一
項
の
文
言
変
更
の
前

記
意
義
が
失
わ
れ
た
。
⑥
実
務
上
、
相
続
の
開
始
が
基
準
日
の
前
か
後
か
を
問
わ
ず
、
権
利
行
使
の
空
白
を
避
け
る
た
め
、
会
社
は

名
義
書
換
前
の
相
続
人
を
株
主
と
し
て
取
り
扱
っ
て
お
り
、
我
が
国
で
は
株
主
総
会
決
議
に
原
則
と
し
て
定
足
数
が
要
求
さ
れ
、
基

準
日
か
ら
株
主
総
会
の
日
ま
で
の
期
日
が
比
較
的
長
期
に
及
ぶ
た
め
、
相
続
人
に
よ
る
権
利
行
使
の
必
要
性
は
高
い（（19
（

。

　

一
方
、
必
要
説
は
次
の
点
を
理
由
と
す
る
。
①
株
主
名
簿
の
機
能
は
、
多
数
の
株
主
が
絶
え
ず
変
動
し
う
る
株
式
会
社
に
お
い
て
、

継
続
的
・
反
復
的
な
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
集
団
的
・
画
一
的
か
つ
迅
速
な
処
理
を
可
能
に
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
と
こ
ろ
、
相
続

の
場
合
に
名
義
書
換
を
不
要
と
す
れ
ば
、
相
続
人
と
主
張
・
証
明
す
る
者
に
よ
る
権
利
行
使
に
対
し
て
、
会
社
は
正
当
な
相
続
人
で

あ
る
こ
と
の
証
明
が
な
さ
れ
た
か
を
遅
滞
な
く
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
容
易
で
は
な
い
し
、
そ
の
議
決
権
行
使
を

認
め
て
も
拒
ん
で
も
、
会
社
の
判
断
が
誤
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
総
会
決
議
の
瑕
疵
と
し
て
取
消
事
由
に
該
当
し
う
る（（19
（

。
②
基
準
日

が
経
過
し
た
後
に
相
続
が
開
始
し
た
と
き
に
は
、
相
続
人
は
、
基
準
日
株
主
の
地
位
を
相
続
に
よ
っ
て
承
継
し
た
こ
と
を
会
社
に
通

知
し
て
証
明
す
れ
ば
、
会
社
は
当
該
相
続
人
を
基
準
日
株
主
と
し
て
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（19
（

。
配
当
金
や
株
式
分
割
に
よ
る

株
式
に
つ
い
て
の
権
利
も
相
続
人
に
帰
属
す
る（（19
（

。
③
会
社
法
一
二
六
条
・
四
五
七
条
は
、
本
来
会
社
が
株
主
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き

真
の
権
利
者
と
株
主
名
簿
上
の
株
主
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
は
会
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社
は
免
責
さ
れ
な
い
た
め
、
不
要
説
で
は
会
社
に
酷
な
結
果
と
な
る（（19
（

。
④
名
義
書
換
請
求
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

会
社
が
相
続
の
開
始
や
株
式
を
承
継
し
た
相
続
人
が
誰
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
会
社
が
相
続
人
に
対
し
て
害
意
を

有
し
て
い
る
な
ど
信
義
に
背
い
て
い
る
と
評
価
で
き
る
と
き
に
は
、
当
該
会
社
は
相
続
人
を
株
主
と
し
て
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
不
要
説
の
理
由
④
が
指
摘
す
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る（（20
（

。

　

そ
も
そ
も
、
明
治
四
四
年
改
正
に
よ
り
名
義
書
換
の
対
象
が
株
式
の
相
続
等
の
場
合
に
も
拡
大
さ
れ
た
の
は
、
相
続
に
よ
る
不
動

産
の
移
転
に
も
民
法
一
七
七
条
所
定
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
第
三
者
に
対
抗
で
き
な
い
と
し
た
大
判
明
治
四
一
年
一
二
月
一
五
日
民

録
一
四
輯
一
三
〇
一
頁
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が（（20
（

、
こ
の
判
例
は
隠
居
に
よ
る
家
督
相
続
の
事
例
で
あ
り
、
改
正
法
も
生
前
相

続
の
可
能
性
を
想
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
死
後
相
続
し
か
認
め
ら
れ
な
い
現
行
法
の
下
で
は
、
相
続
に
よ
る
株
式
取
得
を
第
三

者
に
主
張
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
名
義
書
換
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新
会
社
法
に
お
け
る
株
券
不
発
行
会
社
で
は
、
名

義
書
換
は
株
式
譲
渡
の
第
三
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
で
も
あ
る
か
ら
、
新
会
社
法
が
株
式
の
相
続
等
の
場
合
を
除
外
し
た
こ
と
は
そ

の
限
り
に
お
い
て
合
理
性
が
あ
る
。
新
会
社
法
の
立
法
趣
旨
は
、
少
な
く
と
も
株
券
不
発
行
会
社
に
お
い
て
は
、
株
主
名
簿
の
名
義

書
換
を
株
式
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
純
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
株
式
相
続
の
場
合
に
は
会
社
に

対
す
る
関
係
で
も
名
義
書
換
を
不
要
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
か
。

　

思
う
に
、
相
続
に
よ
る
財
産
の
取
得
に
対
抗
要
件
は
な
く
、
そ
の
事
実
を
も
っ
て
第
三
者
に
対
抗
で
き
る
が
、
株
式
譲
渡
の
場
合

で
も
、
株
券
の
交
付
を
受
け
た
譲
受
人
は
そ
れ
を
も
っ
て
会
社
そ
の
他
の
第
三
者
に
対
抗
で
き
る
は
ず
な
の
に
、
会
社
に
対
し
て
権

利
を
行
使
す
る
た
め
に
は
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
を
要
す
る
。
ま
た
、
多
数
の
株
主
に
よ
る
反
復
継
続
的
・
大
量
集
団
的
な
権
利
行

使
を
株
主
名
簿
の
記
載
を
基
準
と
し
て
処
理
す
べ
き
必
要
性
は
、
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得
と
相
続
等
の
一
般
承
継
に
よ
る
株
式
の

取
得
と
で
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
名
義
書
換
が
不
要
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
株
式
の
相
続
人
は
権
利
行
使
の
都
度
自
ら
が
株
式
を
相

続
し
た
こ
と
を
立
証
し
て
株
主
と
し
て
の
権
利
を
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
株
券
の
提
示
に
よ
る
こ
と
な
く
株
主
名
簿
の
記
載
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に
基
づ
い
て
画
一
的
に
株
主
の
権
利
行
使
を
処
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
株
式
の
相
続
の
場
合
に
は
逐
一
相
続
の
証
明
に
よ
っ

て
権
利
行
使
で
き
る
と
い
う
の
は
、
明
ら
か
に
制
度
と
し
て
の
整
合
性
を
欠
く
。
誰
が
株
式
の
相
続
人
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

遺
言
の
有
無
・
法
定
相
続
人
の
数
・
遺
産
分
割
の
成
否
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
、
そ
の
判
定
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
が
、
相
続

の
事
実
の
立
証
は
相
続
人
に
負
担
さ
せ
る
と
し
て
も（（20
（

、
相
続
人
を
株
主
と
し
て
取
り
扱
う
に
は
会
社
に
も
相
応
の
注
意
が
要
求
さ
れ

る
と
こ
ろ
、
名
義
書
換
を
要
す
る
場
合
に
は
、
会
社
は
名
義
書
換
請
求
の
際
に
請
求
者
が
真
の
株
主
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

リ
ス
ク
を
負
担
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
名
義
書
換
を
不
要
と
す
れ
ば
、
権
利
行
使
の
都
度
会
社
は
そ
の
リ
ス
ク
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
相
続
開
始
後
に
共
同
相
続
人
の
一
人
が
勝
手
に
ま
た
は
株
券
の
盗
取
者
が
株
券
を
提
示
し
て
名
義
書
換
を

受
け
た
場
合
、
他
方
で
真
の
相
続
人
が
名
義
書
換
を
経
ず
に
株
主
と
し
て
の
権
利
行
使
を
求
め
て
く
れ
ば
、
会
社
は
株
主
の
取
扱
に

つ
き
混
乱
を
来
す
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
リ
ス
ク
を
会
社
に
負
担
さ
せ
な
い
こ
と
こ
そ
が
株
主
名
簿
制
度
の
趣
旨
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
相
続
に
よ
り
株
式
を
取
得
し
た
場
合
に
も
、
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
を
し
な
け
れ
ば
会
社
に
対
し
て
権
利
行
使
で
き
な
い

と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
合
併
・
会
社
分
割
に
よ
る
一
般
承
継
や
競
売
に
よ
る
取
得
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

　

株
券
不
発
行
会
社
に
お
い
て
は
、
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
は
債
権
譲
渡
の
対
抗
要
件
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、

相
続
人
は
相
続
の
事
実
を
も
っ
て
株
主
と
し
て
の
権
利
を
行
使
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
権
利
が
一
回
限
り
の
行
使
に

よ
っ
て
消
滅
す
る
か
ら
こ
そ
妥
当
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
株
主
の
権
利
行
使
は
反
復
継
続
的
に
行
わ
れ
る
以
上
、
権
利
行
使
で
き
る

株
主
と
し
て
の
資
格
は
株
主
名
簿
に
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
相
続
人
が
い
っ
た
ん
名
義
書
換
を
す
れ
ば
、
第
三
者
に

対
す
る
関
係
で
も
そ
の
者
が
株
主
と
し
て
確
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
株
式
共
有
状
態
で
の
権
利
行
使
を
可
能
に
す
る
た

め
に
い
っ
た
ん
共
同
相
続
人
名
義
で
名
義
書
換
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
遺
産
分
割
協
議
が
調
い
特
定
の
相
続
人
が
遡
及
的
に
株
式
を

取
得
す
る
に
至
っ
た
場
合
（
民
九
〇
九
条
）
に
は
、
改
め
て
名
義
書
換
を
し
な
け
れ
ば
、
株
式
の
単
独
相
続
を
第
三
者
に
対
抗
で
き

な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
名
義
書
換
の
有
す
る
株
式
譲
渡
の
第
三
者
対
抗
要
件
性
を
株
式
相
続
の
場
合
に
ま
で



62

法学研究 94 巻 9 号（2021：9）

及
ぼ
す
実
益
が
あ
る
。

　

一
方
、
基
準
日
を
も
っ
て
権
利
行
使
者
の
確
定
し
た
権
利
の
帰
趨
に
つ
い
て
は
、
相
続
の
開
始
が
基
準
日
の
前
後
で
あ
る
か
を
問

わ
ず
、
失
念
株
を
め
ぐ
る
法
律
関
係
に
準
じ
て
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
対
象
と
な
る
権
利
を
行
使
で
き
る
株
主
は

基
準
日
株
主
た
る
被
相
続
人
に
確
定
す
る
が
、
被
相
続
人
が
死
亡
し
た
以
上
、
そ
の
権
利
行
使
に
よ
っ
て
生
ず
る
経
済
的
効
果
は
実

質
上
の
株
主
で
あ
る
相
続
人
に
帰
属
す
る
。
投
下
資
本
の
運
用
益
と
し
て
の
配
当
財
産
は
、
投
下
資
本
の
利
用
の
対
価
で
は
な
く
、

出
資
と
し
て
の
本
来
の
用
法
に
従
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
株
式
か
ら
生
ず
る
天
然
果
実
（
民
八
八
条
一
項
）
に
相
当
す
る

と
い
う
べ
き
で
あ
り（（20
（

、
配
当
財
産
交
付
請
求
権
（
配
当
金
支
払
請
求
権
）
発
生
時
に
お
け
る
実
質
上
の
株
主
（
相
続
人
）
が
取
得
す
る

（
民
八
九
条
一
項
）。
配
当
財
産
交
付
請
求
権
は
株
式
と
は
別
個
独
立
し
た
具
体
的
な
権
利
で
あ
る
か
ら
、
配
当
財
産
が
ま
だ
交
付
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
実
質
上
の
株
主
た
る
相
続
人
は
相
続
し
た
株
式
に
つ
い
て
会
社
に
対
抗
で
き
な
く
て
も
、
配
当
財
産
の
交
付
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
基
準
日
株
主
に
付
与
さ
れ
る
募
集
株
式
の
割
当
を
受
け
る
権
利
（
会
二
〇
二
条
）・
新
株
予
約
権
の
割
当

を
受
け
る
権
利
（
会
二
四
一
条
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
株
式
分
割
の
よ
う
に
す
べ
て
の
株
式
に
つ
い
て
一
律
に
効
力
を
生
ず

る
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
力
発
生
時
に
お
け
る
実
質
上
の
株
主
（
相
続
人
）
の
下
で
効
力
を
生
ず
る（（20
（

。
議
決
権
に
つ
い
て
は
、

相
続
人
は
基
準
日
株
主
の
地
位
を
承
継
し
、
相
続
の
事
実
を
証
明
し
て
行
使
で
き
る
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
が（（20
（

、
こ
れ
を
認
め
れ
ば
、

相
続
人
は
名
義
書
換
を
し
な
く
て
も
、
株
主
総
会
の
都
度
自
己
の
相
続
人
た
る
地
位
を
主
張
・
立
証
し
て
議
決
権
を
行
使
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
株
主
名
簿
制
度
の
趣
旨
が
没
却
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
議
決
権
は
株
式
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
か
ら
、
相
続
し
た

株
式
に
つ
い
て
会
社
に
対
抗
で
き
な
い
以
上
、
相
続
人
は
議
決
権
を
行
使
で
き
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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2　

株
式
共
有
に
お
け
る
権
利
行
使

（
1
）
会
社
法
一
〇
六
条
と
株
主
名
簿
の
記
載

　

株
式
の
共
同
引
受
・
共
同
相
続
等
に
よ
り
株
式
を
共
有
す
る
場
合
（
厳
密
に
い
え
ば
、
株
式
は
所
有
権
以
外
の
財
産
権
で
あ
る
た
め
、

準
共
有
と
な
る
。
民
二
六
四
条
）、
共
有
者
全
員
に
よ
る
権
利
の
共
同
行
使
を
認
め
る
と
処
理
が
煩
雑
と
な
る
た
め
、
共
有
者
は
、
株

主
の
権
利
を
行
使
す
べ
き
者
一
人
を
定
め
て
会
社
に
そ
の
者
の
氏
名
（
名
称
）
を
通
知
し
な
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
株
主
と
し
て
の

権
利
を
行
使
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
会
一
〇
六
条
本
文
）。
こ
れ
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
〇
三
条
二
項
を
踏
襲
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
明
治
三
二
年
新
商
法
一
四
六
条
一
項
「
株
式
カ
数
人
ノ
共
有
ニ
属
ス
ル
ト
キ
ハ
共
有
者
ハ
株
主
ノ
権
利
ヲ
行

フ
ヘ
キ
者
一
人
ヲ
定
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
に
遡
る
が
、
そ
の
立
法
理
由
と
し
て
は
、「
株
式
ノ
數
人
共
有
ヲ
許
ス
モ
ノ
ト
セ
ハ
株
主

總
會
ニ
於
ケ
ル
議
決
權
ノ
數
ヲ
計
算
シ
利
益
ヲ
配
當
シ
又
解
散
ノ
際
殘
餘
財
産
ヲ
分
配
ス
ル
ニ
當
リ
テ
錯
雜
ヲ
來
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其

他
各
般
ノ
場
合
ニ
於
テ
種
々
ノ
不
都
合
ヲ
生
ス
ル
ヲ
免
レ
ス
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（（20
（

。

　

会
社
法
一
〇
六
条
本
文
の
文
言
上
は
、
会
社
に
権
利
行
使
者
を
通
知
す
れ
ば
足
り
、
株
主
名
簿
に
権
利
行
使
者
を
記
載
す
る
必
要

は
な
い
よ
う
に
読
め
る
た
め
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
見
解
も
あ
る（（20
（

。
し
か
し
、
会
社
に
対
す
る
権
利
行
使
要
件
と
し
て
の
名
義
書
換

に
お
い
て
、
権
利
行
使
で
き
な
い
共
有
株
主
の
み
を
記
載
し
た
と
こ
ろ
で
意
味
は
乏
し
い（（20
（

。
同
条
は
権
利
行
使
の
都
度
そ
の
行
使
者

を
指
定
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
が（（20
（

、
予
め
権
利
行
使
者
を
指
定
・
通
知
す
る
こ
と
に
実
益
が
あ
る
の
は

議
決
権
（
株
主
総
会
へ
の
出
席
）
ぐ
ら
い
で
あ
り（（21
（

、
権
利
行
使
と
同
時
に
そ
の
行
使
者
を
通
知
す
る
の
で
は
意
味
が
な
い
し
、
前
記

の
立
法
理
由
か
ら
も
株
主
の
権
利
行
使
全
般
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
株
主
名
簿
は
反
復
継
続
的
に
行
使
さ
れ
る

株
主
の
権
利
に
つ
い
て
株
主
名
簿
の
記
載
を
基
準
と
し
て
そ
の
行
使
者
を
確
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
株
式
共
有
に
お
け
る
権
利
行
使

者
の
指
定
も
継
続
性
を
有
す
る
以
上
、
株
主
名
簿
に
権
利
行
使
者
を
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
会
社
法
一
二
六
条
は
、
会

社
は
株
主
に
対
す
る
通
知
・
催
告
は
、
株
主
名
簿
に
記
載
（
記
録
）
さ
れ
た
住
所
に
宛
て
て
発
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
と
し
（
一
項
）、
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株
式
を
共
有
す
る
場
合
、
共
有
者
は
会
社
か
ら
の
通
知
・
催
告
を
受
領
す
る
者
一
人
を
定
め
て
会
社
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
場
合
に
は
そ
の
者
を
株
主
と
み
な
し
て
通
知
・
催
告
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
と
し
て
い
る
が
（
三
項
）、
会
社
か
ら
の
通
知
・
催

告
を
受
領
す
る
者
は
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
規
定
と
の
対
比
に
お
い
て
も
、
権
利
行
使
者

は
株
主
名
簿
へ
の
記
載
を
要
す
る
と
解
さ
れ
る（（21
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
株
式
共
有
者
と
権
利
行
使
者
が
株
主
名
簿
の
記
載
事
項
で
あ
る
と
す
る
と
、
会
社
法
一
〇
六
条
の
趣
旨
と
解
釈
も

株
主
名
簿
記
載
の
効
力
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
2
）
会
社
法
一
〇
六
条
本
文
の
趣
旨

　

で
は
、
株
式
共
有
者
に
権
利
行
使
者
を
指
定
さ
せ
、
会
社
が
そ
の
者
に
権
利
行
使
さ
せ
る
こ
と
に
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
。

そ
こ
に
会
社
法
一
〇
六
条
の
趣
旨
が
あ
る
。

　

権
利
行
使
者
の
指
定
は
、
株
主
権
行
使
の
包
括
的
な
委
任
（
代
理
権
の
授
与
）
を
意
味
す
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
る（（21
（

。
し
か
し
、

株
式
の
共
有
は
共
同
相
続
の
よ
う
に
遺
産
分
割
ま
で
の
暫
定
的
・
一
時
的
な
状
態
に
と
ど
ま
る
場
合
の
み
な
ら
ず
永
続
的
な
場
合
も

あ
り
う
る
し
、
株
主
の
権
利
の
中
に
は
、
株
主
の
利
害
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
株
主
総
会
の
決
議
事
項
に
関
す
る
議
決
権
や
株
式

の
処
分
自
体
を
目
的
と
す
る
株
式
買
取
請
求
権
な
ど
も
あ
る
か
ら
、
株
主
権
行
使
の
包
括
的
な
委
任
は
必
ず
し
も
共
有
者
の
意
思
に

適
合
し
な
い
。
ま
た
、
議
決
権
の
代
理
行
使
に
お
い
て
は
総
会
ご
と
に
代
理
権
を
授
与
す
る
こ
と
を
要
す
る
こ
と
（
会
三
一
〇
条
二

項
）
に
も
鑑
み
れ
ば
、
権
利
行
使
者
の
指
定
を
も
っ
て
株
主
権
行
使
の
包
括
的
な
委
任
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（（21
（

。
こ
の
点
に
つ

き
、
最
判
昭
和
五
三
年
四
月
一
四
日
民
集
三
二
巻
三
号
六
〇
一
頁
（
有
限
会
社
の
事
例
）
は
、「
共
有
者
間
で
総
会
に
お
け
る
個
々
の

決
議
事
項
に
つ
い
て
逐
一
合
意
を
要
す
る
と
の
取
決
め
が
さ
れ
、
あ
る
事
項
に
つ
き
共
有
者
の
間
に
意
見
の
相
違
が
あ
っ
て
も
、
被

選
定
者
は
、
自
己
の
判
断
に
基
づ
き
議
決
権
を
行
使
し
う
る
」
と
解
し
て
い
る
が
、
共
有
者
間
の
合
意
に
反
す
る
議
決
権
行
使
を
有
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効
と
解
す
る（（21
（

だ
け
で
な
く
、
権
利
行
使
者
に
は
議
決
権
行
使
に
つ
き
包
括
的
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
ま
で
解
す
る
こ
と
は
行

き
過
ぎ
で
あ
る（（21
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
権
利
行
使
者
の
指
定
は
対
会
社
関
係
に
お
け
る
権
利
行
使
者
と
し
て
の
資
格
の
設
定
に
す
ぎ
な
い
。
共
有
者
全
員

の
同
意
に
基
づ
き
権
利
行
使
者
に
対
し
て
一
定
の
範
囲
内
で
権
利
行
使
を
委
任
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
う
で
な
い
限
り
、
権
利

行
使
の
是
非
・
内
容
に
つ
い
て
は
各
権
利
の
性
質
に
応
じ
て
個
別
に
共
有
者
間
で
必
要
な
内
部
手
続
を
経
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
保
存
行
為
に
相
当
す
る
権
利
行
使
で
あ
れ
ば
、
単
独
で
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
（
民
二
五
二
条
但
書
）、
管
理
行
為
に
相
当
す
る

権
利
行
使
で
あ
れ
ば
、
持
分
の
過
半
数
に
よ
る
決
定
を
要
し
（
同
本
文
）、
処
分
行
為
に
相
当
す
る
権
利
行
使
で
あ
れ
ば
、
共
有
者

全
員
の
一
致
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
（
民
二
五
一
条
参
照
）。

　

し
か
し
、
共
有
者
全
員
の
名
を
も
っ
て
権
利
行
使
が
な
さ
れ
る
限
り
、
権
利
行
使
者
が
そ
の
内
部
手
続
に
違
反
す
れ
ば
、
権
利
行

使
は
瑕
疵
を
帯
び
、
そ
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
し
か
も
、
権
利
行
使
者
の
議
決
権
行
使
の
効
力
が
否
定
さ
れ
れ
ば
、

株
主
総
会
決
議
も
瑕
疵
を
帯
び
る
か
ら
、
そ
れ
は
会
社
の
み
な
ら
ず
他
の
株
主
や
第
三
者
の
利
害
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
議
決
権
行

使
に
つ
い
て
は
、
剰
余
金
の
配
当
・
取
締
役
の
選
任
な
ど
の
議
題
に
つ
い
て
は
、
株
式
自
体
に
変
更
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
た

め
、
管
理
行
為
に
属
す
る
と
い
え
る
の
に
対
し
て
、
合
併
・
解
散
・
株
式
併
合
な
ど
、
株
式
自
体
に
変
更
を
も
た
ら
す
議
題
に
つ
い

て
は
、
処
分
行
為
に
属
す
る
と
解
さ
れ
る（（21
（2
（21
（

と
こ
ろ
、
両
者
の
区
別
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
し（（21
（

、
会
社
は
共
有
者
間
の
持
分
比
率

を
知
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
、
適
法
な
内
部
手
続
が
な
さ
れ
た
か
の
確
認
に
は
困
難
を
伴
う（（21
（

。
議
決
権
以
外
の
権
利
に
つ
い

て
も
、
そ
の
性
質
に
応
じ
て
共
有
者
間
の
同
意
要
件
が
異
な
る
以
上
、
会
社
は
そ
れ
に
応
じ
た
確
認
が
要
求
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

会
社
と
し
て
は
、
そ
の
リ
ス
ク
が
あ
る
限
り
、
権
利
行
使
者
を
指
定
さ
せ
る
実
益
は
乏
し
い
。
そ
こ
で
、
権
利
行
使
者
は
自
己
の
名

を
も
っ
て
権
利
行
使
す
る
こ
と
が
で
き（（22
（

、
そ
れ
が
共
有
者
間
の
内
部
手
続
に
違
反
し
て
い
た
と
し
て
も
、
共
有
者
間
で
損
害
賠
償
責

任
が
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
ず
、
会
社
は
免
責
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
法
的
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る（（22
（

。
こ
の
よ
う
に
、
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会
社
法
一
〇
六
条
本
文
の
趣
旨
は
、
単
な
る
会
社
の
事
務
処
理
上
の
便
宜
に
と
ど
ま
ら
ず
、
株
主
の
権
利
行
使
を
め
ぐ
る
法
的
安
定

性
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る（（22
（

。

（
3
）
会
社
法
一
〇
六
条
但
書
の
問
題
点

　

会
社
法
一
〇
六
条
本
文
の
趣
旨
は
一
般
に
会
社
の
事
務
処
理
上
の
便
宜
に
求
め
ら
れ
る
た
め
、
権
利
行
使
者
の
指
定
・
通
知
が
な

く
て
も
、
会
社
が
同
意
す
れ
ば
権
利
行
使
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
同
但
書
）。
こ
の
但
書
は
新
会
社
法
制
定
に
よ
り
新
設
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
旧
商
法
二
〇
三
条
二
項
に
関
す
る
判
例
と
し
て
、
権
利
行
使
者
の
指
定
・
通
知
が
な
く
て
も
、
会
社
の
側
か

ら
共
有
者
全
員
に
よ
る
議
決
権
の
共
同
行
使
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
と
し
た
も
の
は
あ
っ
た
（
最
判
平
成
一
一
年
一
二
月
一
四
日
判

時
一
六
九
九
号
一
五
六
頁（
（22
（2
（22
（

）。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
新
会
社
法
の
立
案
担
当
者
は
、
会
社
法
一
〇
六
条
但
書
は
、
会
社
が
自
ら
の
リ
ス
ク
に
お
い
て
共
有
者
の
一
人

に
権
利
行
使
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
他
の
共
有
者
が
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
は
会
社
は
損

害
賠
償
責
任
を
負
う
が
、
会
社
が
共
有
者
間
の
協
議
内
容
の
確
認
を
怠
っ
て
、
協
議
内
容
と
は
異
な
る
議
決
権
の
行
使
を
許
し
た
と

し
て
も
、
共
有
者
の
議
決
権
行
使
自
体
に
は
瑕
疵
が
な
い
の
で
、
決
議
取
消
事
由
に
は
該
当
し
な
い
と
説
明
し
て
い
る（（22
（

。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
会
社
が
恣
意
的
に
権
利
行
使
で
き
る
共
有
者
を
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
し（（22
（

、
協
議
内
容
に
違

反
し
た
議
決
権
行
使
は
な
ぜ
有
効
と
い
え
る
の
か
も
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
共
有
者
全
員
に
よ
る
権
利
行
使
を
会
社
が
認
め
る

こ
と
は
差
し
支
え
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
以
上
に
会
社
が
勝
手
に
共
有
者
一
人
を
代
表
と
し
て
権
利
行
使
を
認
め
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
と
解
す
る
見
解
も
主
張
さ
れ
て
き
た（（22
（

。
他
方
で
、
共
有
者
の
適
法
な
決
定
に
基
づ
い
て
い
れ
ば
、
共
有
者
全
員
に
よ
る
共
同
行

使
の
必
要
は
な
く
、
会
社
は
共
有
者
一
人
に
よ
る
権
利
行
使
を
認
め
て
も
よ
い
と
す
る
見
解
も
あ
っ
た（（22
（

。
な
お
、
各
共
有
者
が
共
有

持
分
に
応
じ
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
も
会
社
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
見
解（（22
（

も
あ
る
が
、
前
掲
最
判
平
成
一
一
年
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一
二
月
一
四
日
は
こ
れ
を
否
定
し
た
。

　

か
か
る
学
説
の
状
況
に
お
い
て
、
最
判
平
成
二
七
年
二
月
一
九
日
民
集
六
九
巻
一
号
二
五
頁
は
、「
会
社
法
一
〇
六
条
本
文
は
、

…
…
共
有
に
属
す
る
株
式
の
権
利
の
行
使
の
方
法
に
つ
い
て
、
民
法
の
共
有
に
関
す
る
規
定
に
対
す
る
『
特
別
の
定
め
』（
同
法
二

六
四
条
た
だ
し
書
）
を
設
け
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
会
社
法
一
〇
六
条
た
だ
し
書
は
、
…
…
そ
の
文
言
に
照
ら
す
と
、

株
式
会
社
が
当
該
同
意
を
し
た
場
合
に
は
、
共
有
に
属
す
る
株
式
に
つ
い
て
の
権
利
の
行
使
の
方
法
に
関
す
る
特
別
の
定
め
で
あ
る

同
条
本
文
の
規
定
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
共
有
に
属
す
る
株
式
に
つ
い
て
会
社

法
一
〇
六
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
及
び
通
知
を
欠
い
た
ま
ま
当
該
株
式
に
つ
い
て
の
権
利
が
行
使
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
権
利
の
行
使
が
民
法
の
共
有
に
関
す
る
規
定
に
従
っ
た
も
の
で
な
い
と
き
は
、
株
式
会
社
が
同
条
た
だ
し
書
の
同
意
を
し
て
も
、

当
該
権
利
の
行
使
は
、
適
法
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」「
そ
し
て
、
共
有
に
属
す
る
株
式
に
つ
い
て
の

議
決
権
の
行
使
は
、
当
該
議
決
権
の
行
使
を
も
っ
て
直
ち
に
株
式
を
処
分
し
、
又
は
株
式
の
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
特

段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
株
式
の
管
理
に
関
す
る
行
為
と
し
て
、
民
法
二
五
二
条
本
文
に
よ
り
、
各
共
有
者
の
持
分
の
価
格
に
従
い
、

そ
の
過
半
数
で
決
せ
ら
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

　

こ
の
判
例
は
、
会
社
法
一
〇
六
条
本
文
を
も
っ
て
民
法
の
共
有
に
関
す
る
規
定
に
対
す
る
「
特
別
の
定
め
」（
民
二
六
四
条
但
書
）

と
位
置
づ
け
て
い
る（（23
（

点
に
問
題
が
あ
る
。
民
法
の
共
有
に
関
す
る
規
定
は
共
有
者
間
の
法
律
関
係
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
会
社

法
一
〇
六
条
は
会
社
と
の
法
律
関
係
（
会
社
に
対
す
る
権
利
行
使
の
要
件
）
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
判
例
は
、
権
利
行
使
者
の

指
定
は
株
主
と
し
て
の
権
利
行
使
に
関
す
る
包
括
的
な
委
任
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が（（23
（

、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
権
利
行
使
者
を
指
定
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
共
有
者
間
に
お
い
て
は
、
行
使
す
る
権

利
の
性
質
に
応
じ
て
民
法
所
定
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い（（23
（

。

　

一
方
、
こ
の
判
例
は
、
株
式
共
有
者
の
一
人
に
よ
る
権
利
行
使
が
事
後
的
に
有
効
と
な
る
た
め
の
要
件
と
し
て
は
妥
当
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
会
社
が
共
有
者
の
一
人
に
議
決
権
を
行
使
さ
せ
て
も
、
そ
の
者
が
決
議
事
項
に
応
じ
て
共
有
者
間
で
要
求
さ
れ
る
同
意

を
得
て
い
れ
ば
、
そ
の
株
主
総
会
決
議
は
瑕
疵
を
帯
び
な
い
。
こ
の
判
例
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
評
釈
が
あ
る
が
、
細
部
に
つ
い
て

は
検
討
の
余
地
を
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、
判
旨
の
結
論
に
反
対
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、

会
社
が
共
有
者
の
一
人
に
よ
る
権
利
行
使
を
認
め
る
た
め
の
事
前
の
判
断
基
準
で
あ
る
。
確
か
に
、
行
使
す
る
権
利
に
つ
い
て
共
有

者
間
に
要
求
さ
れ
る
同
意
要
件
が
明
ら
か
で
あ
り
、
共
有
者
間
で
そ
の
同
意
が
と
れ
て
い
る
こ
と
が
確
実
な
場
合
に
は
、
会
社
が
権

利
行
使
を
認
め
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
会
社
法
一
〇
六
条
本
文
が
危
惧
す
る
の
は
、
会
社
が
そ

の
判
断
を
誤
っ
た
場
合
で
あ
る
。「
特
段
の
事
情
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
場
合
が
あ
た
る
か
に
つ
い
て
は
学
説
上
議
論
が
あ
り
、

決
議
事
項
に
応
じ
た
共
有
者
間
の
同
意
要
件
は
明
確
で
は
な
い
。
持
分
の
過
半
数
の
同
意
を
要
す
る
権
利
行
使
に
お
い
て
共
有
者
間

で
協
議
を
要
す
る
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
な
る
が（（23
（

、
協
議
を
要
す
る
と
解
し
た
場
合
、
実
質
的
に
協
議
さ
れ
た
と
い
え
る
か
（
少

な
く
と
も
協
議
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
と
い
え
る
か
）
の
判
断
は
容
易
で
は
な
い
。
株
主
の
取
扱
に
関
す
る
会
社
の
行
為
規
範
の
問
題

で
あ
る
以
上
、
客
観
的
に
明
確
な
基
準
が
要
求
さ
れ
る
の
に
、
具
体
的
な
基
準
に
つ
い
て
は
今
後
の
事
例
の
集
積
を
待
つ（（23
（

な
ど
と
い

う
の
で
は
、
無
責
任
な
解
釈
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
共
有
者
の
一
人
が
共
有
者
間
で
の
必
要
な
同
意
を
得
ず
に
株
主
総
会
で
議
決

権
を
行
使
し
た
場
合
、
そ
の
株
主
総
会
決
議
の
効
力
は
否
定
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
の
株
主
や
第
三
者
の
法
律
関
係

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
決
し
て
会
社
の
危
険
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
会
社
が
名
義
書
換
未
了
の
株
主
の
権
利
行
使

を
認
め
る
場
合
と
同
様
の
利
害
状
況
で
あ
る（（23
（

。
特
に
共
同
相
続
に
伴
う
株
式
の
共
有
に
お
い
て
は
、
遺
産
分
割
・
会
社
支
配
を
め

ぐ
っ
て
共
同
相
続
人
間
に
骨
肉
の
争
い
が
生
ず
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
か
ら
、
会
社
法
一
〇
六
条
本
文
に
よ
ら
な
い
権
利
行
使
を
認

め
る
こ
と
は
、
株
主
の
相
続
争
い
に
会
社
が
巻
き
込
ま
れ
、
ま
た
は
そ
こ
に
介
入
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
共
有
株
式
の
権
利

行
使
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
と
な
る
の
は
、
共
有
者
（
共
同
相
続
人
）
全
員
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
場

合
に
会
社
が
火
中
の
栗
を
拾
う
よ
う
な
対
応
を
許
容
す
べ
き
で
は
な
い
。
共
有
者
の
一
人
が
共
有
者
間
で
の
必
要
な
同
意
を
得
て
権
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利
行
使
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
認
め
る
か
は
会
社
の
任
意
で
あ
る
か
ら
、
会
社
が
恣
意
的
に
権
利
行
使
を
認
め
た
り
認
め

な
か
っ
た
り
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
会
社
法
一
〇
六
条
本
文
が
権
利
行
使
者
を
通
じ
て
権
利
行
使
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
共
有
者
間
の

ト
ラ
ブ
ル
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
回
避
し
て
い
る（（23
（

の
に
、
会
社
が
自
ら
そ
の
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
こ
と
を
許
容
す
る
の
は
自
己

矛
盾
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
会
社
法
一
〇
六
条
但
書
が
権
利
行
使
者
の
指
定
が
な
い
場
合
に
お
け
る
権
利
行
使
を
許
容
し

て
い
る
以
上
、
会
社
の
恣
意
的
な
取
扱
に
よ
る
弊
害
を
回
避
し
つ
つ
、
そ
の
趣
旨
を
尊
重
す
る
解
釈
を
展
開
す
る
こ
と
は
理
解
で
き

る
が
、
そ
れ
を
許
容
す
る
と
し
て
も
、
共
有
者
全
員
に
よ
る
共
同
行
使
に
限
定
す
る
の
が
限
度
で
あ
り
、
新
会
社
法
が
同
条
に
但
書

を
設
け
た
こ
と
自
体
が
立
法
論
的
に
は
失
当
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（23
（

。

3　

基
準
日
後
の
株
式
取
得
者
に
対
す
る
議
決
権
行
使
の
許
容

（
1
）
基
準
日
制
度

　

株
主
と
し
て
の
権
利
を
行
使
で
き
る
者
は
、
権
利
行
使
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
の
は
ず
で
あ
る
が
、
議
決
権
や
剰
余
金
配

当
請
求
権
の
よ
う
に
株
主
に
と
っ
て
主
要
な
権
利
の
行
使
は
、
多
く
の
株
主
に
よ
り
集
団
的
・
同
時
的
に
な
さ
れ
る
た
め
、
権
利
行

使
の
時
ま
で
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
に
よ
る
株
主
の
変
更
を
認
め
て
い
た
の
で
は
、
権
利
行
使
で
き
る
株
主
を
確
定
す
る
こ
と
は
技

術
的
に
困
難
で
あ
る
。
特
に
議
決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
に
は
株
主
総
会
の
招
集
通
知
を
送
付
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
議
決
権
を

行
使
で
き
る
株
主
を
予
め
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
一
定
の
時
点
に
お
い
て
権
利
行
使
で
き
る
株
主
を
確
定
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
が
基
準
日
で
あ
る
。

　

会
社
は
、
一
定
の
日
を
定
め
て
、
そ
の
日
に
お
い
て
株
主
名
簿
に
記
載
（
記
録
）
さ
れ
て
い
る
株
主
（
ま
た
は
登
録
株
式
質
権
者
）

を
も
っ
て
権
利
行
使
で
き
る
者
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
一
二
四
条
一
項
）。
そ
の
場
合
、
基
準
日
株
主
が
行
使
す
る
こ
と
の
で
き

る
権
利
の
内
容
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
基
準
日
と
権
利
行
使
の
日
と
の
間
は
三
ヵ
月
以
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
二
項
）（
（23
（

。
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抜
き
打
ち
的
な
基
準
日
の
設
定
を
防
止
し
、
名
義
書
換
未
了
の
株
主
に
名
義
書
換
の
猶
予
期
間
を
与
え
る
た
め
、
定
款
で
基
準
日
が

定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
会
社
は
基
準
日
を
二
週
間
前
に
公
告
す
る
こ
と
を
要
す
る
（
同
三
項
）（
（23
（

。

　

三
月
末
日
を
決
算
期
と
す
る
会
社
で
は
、
三
月
末
日
を
定
時
株
主
総
会
の
議
決
権
と
剰
余
金
配
当
請
求
権
の
基
準
日
と
し
、
決
算

と
監
査
に
相
当
の
期
間
を
要
し
た
上
で
、
六
月
下
旬
に
定
時
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
か
か
る
実
務
の
理
由
と
し
て

は
、
各
事
業
年
度
の
決
算
に
対
応
し
た
剰
余
金
配
当
は
決
算
期
現
在
の
株
主
に
対
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
株
主
総
会
の

剰
余
金
配
当
決
議
に
お
い
て
も
決
算
期
現
在
の
株
主
が
議
決
権
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
き
た（（24
（

。

　

し
か
し
、
か
か
る
実
務
慣
行
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
、
法
的
に
も
合
理
性
は
な
い
と
し
て
、
そ
の
見
直
し
が
提

言
さ
れ
て
い
る
。
①
決
算
期
を
基
準
日
と
す
る
実
務
慣
行
は
諸
外
国
に
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い（（24
（

。
②
基
準
日
か
ら
総
会
ま
で
の
間
に

株
式
を
譲
渡
し
た
者
も
株
主
総
会
で
議
決
権
を
行
使
し
う
る
（
い
わ
ゆ
るem

pty voting

の
弊
害
）
一
方
、
そ
の
間
に
新
た
に
株
主

と
な
っ
た
者
は
議
決
権
を
行
使
で
き
な
い
が
、
そ
の
期
間
が
三
ヵ
月
近
く
に
及
ぶ
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い（（24
（

。
株
主
総
会
で
は
、
剰
余

金
の
配
当
以
外
に
も
、
役
員
の
選
任
・
解
任
、
定
款
の
変
更
、
組
織
再
編
の
承
認
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
が
決
議
さ
れ
る
が
、
こ

う
し
た
事
項
は
会
社
の
将
来
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
総
会
日
よ
り
も
約
三
ヵ
月
も
前
の
株
主
に
判
断
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い（（24
（

。
③
ほ
と
ん
ど
の
上
場
会
社
の
定
時
株
主
総
会
は
六
月
下
旬
の
短
期
間
に
集
中
す
る
た
め
、
株
主
の
出
席
の
機
会
が
妨
げ
ら

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
株
主
が
議
案
を
十
分
に
精
査
し
た
上
で
議
決
権
を
行
使
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
。
後
者
の
問
題
は
、
特
に

多
数
の
上
場
会
社
に
分
散
投
資
し
て
い
る
機
関
投
資
家
に
と
っ
て
は
深
刻
で
あ
る（（24
（

。
④
実
際
の
株
式
取
引
に
お
い
て
、
基
準
日
の
株

式
の
譲
渡
価
格
は
基
準
日
直
前
の
株
価
か
ら
配
当
金
額
を
差
し
引
い
た
額
と
な
る
た
め
（
配
当
落
ち
）、
基
準
日
を
決
算
期
後
に
設

定
し
て
も
、
決
算
期
時
点
の
株
主
は
配
当
に
よ
る
利
益
を
譲
渡
価
格
の
一
部
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
格
別
に
不
利
益
を
被

る
こ
と
は
な
い（（24
（

。
む
し
ろ
、
配
当
額
決
定
後
に
配
当
基
準
日
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
配
当
落
ち
の
額
を
配
当
予
想
額
か
ら
確
定

額
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い（（24
（

。
ま
た
、
基
準
日
株
主
で
は
あ
る
が
総
会
日
に
は
株
主
で
な
い
者
に
と
っ
て
は
、
過
剰
な
配
当
が
会
社
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（
総
会
日
時
点
の
株
主
）
の
不
利
益
に
な
ろ
う
と
も
、
多
く
の
配
当
を
求
め
る
動
機
が
あ
る
た
め
、
非
効
率
な
剰
余
金
配
当
の
決
定
が

な
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る（（24
（

。
⑤
決
算
期
を
基
準
日
と
す
る
慣
行
は
、「
株
式
は
債
権
に
似
た
も
の
で
あ
り
、
配
当
は
利
息
に
似
た
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
明
治
初
期
の
誤
っ
た
株
式
観
に
由
来
し
て
い
る（（24
（

。
新
会
社
法
で
は
、
剰
余
金
配
当
の
原
資
の
範
囲
を
画
す
る
分

配
可
能
額
は
、
決
算
期
で
は
な
く
剰
余
金
配
当
の
効
力
発
生
日
に
お
け
る
剰
余
金
を
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
る
た
め
（
会
四
六
一

条
・
四
四
六
条
）、
剰
余
金
配
当
は
決
算
期
の
株
主
に
帰
属
す
る
と
い
う
根
拠
は
失
わ
れ
た（（24
（

。

　

こ
れ
は
説
得
力
に
富
む
卓
見
で
あ
る
。
剰
余
金
の
配
当
を
受
け
る
べ
き
株
主
に
つ
い
て
も
、
剰
余
金
の
配
当
を
株
式
の
天
然
果
実

（
民
八
八
条
一
項
）
に
近
い
も
の
と
解
す
れ
ば
、
配
当
の
効
力
発
生
日
現
在
の
株
主
に
こ
れ
を
収
取
す
る
権
利
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

（
民
八
九
条
一
項
）。
い
わ
ゆ
る
日
割
配
当
（
事
業
年
度
の
途
中
で
発
行
さ
れ
た
新
株
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
発
生
日
か
ら
決
算
期
ま
で
の
経

過
日
数
に
応
じ
て
配
当
金
額
を
日
割
計
算
す
る
方
法
）
の
適
法
性
に
つ
い
て
は
、
株
主
平
等
の
原
則
と
も
関
連
し
て
従
来
議
論
の
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が（（25
（

、
新
会
社
法
の
下
で
は
、
剰
余
金
の
配
当
は
、
特
定
の
事
業
年
度
に
生
じ
た
剰
余
金
だ
け
を
配
当
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
以
前
の
事
業
年
度
に
生
じ
た
剰
余
金
の
う
ち
配
当
し
て
い
な
い
も
の
な
ど
を
含
め
た
剰
余
金
を
配
当
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
日
割
配
当
に
合
理
性
は
な
い
と
し
て
否
定
さ
れ
る
が（（25
（

、
こ
れ
は
剰
余
金
の
配
当
を
株
式
の
天
然
果
実
に
近
い
も
の
で
あ
る
と

解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
論
的
に
裏
づ
け
ら
れ
る
。

（
2
）
会
社
法
一
二
四
条
四
項
の
新
設
と
問
題
点

　

新
会
社
法
は
基
準
日
に
よ
る
株
主
の
確
定
に
例
外
を
設
け
た
。
す
な
わ
ち
、
基
準
日
に
議
決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
が
確
定
し
た

と
し
て
も
、
会
社
は
そ
の
判
断
に
よ
り
基
準
日
後
に
株
式
を
取
得
し
た
者
（
例
え
ば
、
新
株
発
行
や
合
併
に
よ
り
株
式
を
取
得
し
た
者
）

の
全
部
ま
た
は
一
部
に
対
し
て
議
決
権
行
使
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
一
二
四
条
四
項
本
文
）。

　

基
準
日
後
に
発
行
さ
れ
た
株
式
の
議
決
権
に
関
す
る
従
来
の
取
扱
は
錯
綜
し
て
い
た（（25
（

。
平
成
一
三
年
商
法
改
正
前
に
は
、
基
準
日
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後
に
転
換
社
債
の
転
換
請
求
・
新
株
引
受
権
付
社
債
の
新
株
引
受
権
の
行
使
・
新
株
引
受
権
方
式
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
行
使

に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
新
株
に
つ
い
て
は
議
決
権
を
有
し
な
い
旨
が
明
文
で
定
め
ら
れ
て
い
た
（
三
四
一
条
ノ
六
第
二
項
・
三
四
一
条

ノ
一
八
・
二
八
〇
条
ノ
二
二
第
四
項
）。
平
成
一
三
年
改
正
法
は
、
株
式
転
換
制
度
の
見
直
し
（
強
制
転
換
条
項
付
株
式
の
創
設
・
転
換

株
式
か
ら
転
換
予
約
権
付
株
式
へ
の
改
称
）
と
新
株
予
約
権
制
度
の
創
設
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
削
除
し
た
が
、
基
準
日
後
に
新

株
予
約
権
を
行
使
し
て
新
株
を
取
得
し
て
も
議
決
権
を
有
し
な
い
こ
と
は
、
基
準
日
に
関
す
る
二
二
四
条
ノ
三
第
一
項
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
た（（25
（

。
一
方
、
基
準
日
後
の
新
株
発
行
に
つ
い
て
は
新
株
主
に
議
決
権
行
使
を
認
め
て
も
よ
い
と
解
さ
れ
、

そ
の
よ
う
な
実
務
が
通
用
し
て
い
た
が（（25
（

、
新
株
発
行
の
場
合
の
み
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
に
理
由
は
な
く
、
適
当
で
は
な
い
と
い
う

の
が
平
成
一
三
年
改
正
法
の
立
案
担
当
者
の
見
解
で
あ
っ
た（（25
（

。

　

会
社
法
一
二
四
条
四
項
は
、
組
織
再
編
行
為
等
に
よ
っ
て
新
た
に
株
主
と
な
っ
た
者
に
も
、
取
締
役
の
選
任
な
ど
会
社
の
将
来
に

と
っ
て
重
要
な
事
項
の
決
定
に
つ
い
て
議
決
権
を
行
使
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
実
務
上
の
要
請
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り（（25
（

、
基
準

日
後
に
発
行
さ
れ
た
新
株
の
株
主
に
議
決
権
行
使
を
認
め
て
も
よ
い
と
い
う
か
つ
て
の
解
釈
と
そ
の
よ
う
な
実
務
上
の
取
扱
へ
の
回

帰
が
明
文
上
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
結
果
、
会
社
は
基
準
日
の
設
定
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
株
主
総
会
で
議
決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
を
確
定
し
て
お
き
な
が
ら
、

後
日
そ
れ
を
一
方
的
に
変
更
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
基
準
日
株
主
の
議
決
権
比
率
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

も
あ
り
え
、
会
社
に
よ
る
恣
意
的
な
運
用
の
お
そ
れ
を
伴
う
。
そ
こ
で
、
会
社
法
一
二
四
条
四
項
但
書
は
基
準
日
株
主
の
権
利
を
害

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
歯
止
め
を
設
け
て
い
る
。
基
準
日
株
主
を
害
す
る
場
合
の
例
と
し
て
、
立
案
担
当
者
は
、
基
準
日
株

主
の
有
す
る
株
式
が
基
準
日
後
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
会
社
が
そ
の
譲
受
人
に
議
決
権
を
行
使
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
基

準
日
株
主
が
議
決
権
を
行
使
で
き
な
く
な
る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
が（（25
（

、
基
準
日
制
度
の
趣
旨
に
鑑
み
れ
ば
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で

あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
但
書
と
し
て
規
定
す
る
ま
で
も
な
い（（25
（

。
株
式
譲
渡
に
よ
り
株
主
が
頻
繁
に
交
代
す
る
こ
と
に
鑑
み
、
一
定
の
日
に
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お
い
て
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
株
主
を
議
決
権
行
使
で
き
る
株
主
と
し
て
確
定
す
る
以
上
、
基
準
日
後
の
株
式
譲
受
人
に
議

決
権
行
使
を
認
め
る
こ
と
は
、
会
社
と
し
て
矛
盾
し
た
行
動
で
あ
る
。
た
だ
し
、
基
準
日
後
の
株
式
譲
受
人
が
議
決
権
を
行
使
す
る

こ
と
に
つ
き
譲
渡
人
た
る
基
準
日
株
主
が
同
意
し
た
場
合
に
は
、
基
準
日
株
主
は
自
ら
そ
の
権
利
を
放
棄
し
て
い
る
た
め
、
会
社
が

譲
受
人
の
議
決
権
行
使
を
認
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し（（25
（

、
基
準
日
後
に
基
準
日
株
主
の
有
す
る
株
式
を
相
続
し
た
場
合

に
は
、
基
準
日
株
主
が
死
亡
し
て
い
る
以
上
、
相
続
人
に
議
決
権
行
使
を
認
め
て
も
、
基
準
日
株
主
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
に
は
な

ら
な
い（（26
（

。
こ
れ
は
、
株
主
名
簿
の
記
載
に
よ
ら
な
い
株
主
の
取
扱
が
可
能
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
基
準
日
前
に
株
式
を
取
得
し
た

名
義
書
換
未
了
の
株
主
の
権
利
行
使
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
様
、
か
か
る
場
合
の
議
決
権
行
使
も
認
め
ら
れ
な
い
と
解

す
べ
き
で
あ
る
。

　

会
社
法
一
二
四
条
四
項
本
文
の
例
外
と
し
て
は
、
解
釈
上
株
主
平
等
の
原
則
に
反
す
る
取
扱
も
許
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る（（26
（

。

他
方
で
、
基
準
日
後
に
株
式
を
取
得
し
た
者
の
一
部
に
対
し
て
議
決
権
行
使
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
取
得
原
因
な
ど
に
応

じ
て
議
決
権
行
使
の
可
否
を
判
断
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（（26
（

。

　

ま
た
、
基
準
日
後
に
一
部
の
株
主
の
議
決
権
比
率
を
低
下
さ
せ
る
た
め
に
第
三
者
割
当
の
方
法
に
よ
り
新
株
を
発
行
し
、
新
株
主

に
議
決
権
を
行
使
さ
せ
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
生
ず
る（（26
（

。
し
か
し
、
立
案
担
当
者
は
、
基
準
日
後
に

新
株
を
発
行
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
新
株
に
つ
い
て
基
準
日
株
主
は
存
在
し
な
い
た
め
（
会
社
法
一
二
四
条
四
項
但
書
の
「
当0

該0

株
式
の
基
準
日
株
主
の
…
…
」
と
い
う
文
言
は
、
そ
の
趣
旨
を
含
む
よ
う
で
あ
る
）、
基
準
日
株
主
を
害
す
る
場
合
を
生
ず
る
こ
と
は
な

い
と
解
し
て
い
る（（26
（

。
す
な
わ
ち
、
基
準
日
後
の
新
株
発
行
に
よ
る
議
決
権
比
率
低
下
の
回
避
は
、
基
準
日
株
主
の
利
益
に
は
含
ま
れ

な
い
こ
と
に
な
る
。
新
株
発
行
に
際
し
て
新
株
主
に
議
決
権
行
使
を
認
め
る
こ
と
は
少
な
く
な
く
、
そ
れ
が
支
配
権
維
持
目
的
を
伺

わ
せ
る
事
情
と
し
て
考
慮
さ
れ
、
著
し
く
不
公
正
な
方
法
に
よ
る
新
株
発
行
と
し
て
差
止
が
認
め
ら
れ
た
事
例
も
あ
る
（
さ
い
た
ま

地
決
平
成
一
九
年
六
月
二
二
日
判
タ
一
二
五
三
号
一
〇
七
頁
：
日
本
精
密
事
件
、
東
京
地
決
平
成
二
〇
年
六
月
二
三
日
金
判
一
二
九
六
号
一
〇
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頁
：
ク
オ
ン
ツ
事
件
）（
（26
（

。
で
は
、
基
準
日
後
に
自
己
株
式
の
処
分
が
行
わ
れ
た
場
合
は
ど
う
か
。
新
会
社
法
の
下
で
は
、
自
己
株
式
の

処
分
は
既
存
株
主
に
対
し
て
新
株
発
行
の
場
合
と
同
様
の
利
害
状
況
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
か
ら
、
募
集
株
式
の
発
行
等
と
し
て
新
株

発
行
と
と
も
に
包
括
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
株
の
引
受
人
に
議
決
権
行
使
を
許
容
で
き
る
以
上
、
自
己
株
式
の
処
分
を
受

け
た
者
に
も
議
決
権
行
使
を
許
容
で
き
る
こ
と
に
な
る（（26
（

。
新
株
発
行
は
株
式
の
創
設
を
目
的
と
す
る
行
為
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
自

己
株
式
の
処
分
は
既
存
の
株
式
の
譲
渡
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
（
会
一
二
八
条
一
項
但
書
）、
基
準
日
後
の
株
式
譲
受
人
に
議
決
権
行

使
を
許
容
で
き
な
い
の
と
同
様
、
自
己
株
式
の
処
分
を
受
け
た
者
に
も
議
決
権
行
使
を
許
容
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
に
は
基
準
日
株
主
は
会
社
で
あ
り
、
会
社
は
自
己
株
式
に
つ
い
て
議
決
権
を
行
使
で
き
な
い
か
ら
（
会
三
〇
八
条
二
項
）、

ま
た
は
会
社
が
自
己
株
式
の
処
分
を
受
け
た
者
の
議
決
権
行
使
に
同
意
し
て
い
る
か
ら
、
基
準
日
株
主
の
権
利
を
害
す
る
場
合
に
は

あ
た
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
会
社
法
一
二
四
条
四
項
の
当
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

そ
も
そ
も
、
基
準
日
株
主
の
権
利
と
は
何
か
。
基
準
日
株
主
は
対
象
と
な
る
権
利
を
付
与
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
後
日
そ
の
権
利

を
奪
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
基
準
日
に
は
原
則
と
し
て
権
利
創
設
的
効
力
は
な
い
。
基
準
日
は
、
対
象
と
な
る
権
利
に
つ
い
て

会
社
が
誰
を
株
主
と
し
て
扱
う
か
を
確
定
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
対
象
と
な
る
権
利
を
有
す
る
の
は
実
質
上
の
株
主
で
あ
る
。
基
準
日

株
主
が
す
で
に
株
主
た
る
地
位
を
失
っ
て
い
れ
ば
、
会
社
の
取
扱
に
よ
っ
て
害
さ
れ
る
べ
き
権
利
は
な
い
。
基
準
日
後
に
配
当
落
ち

で
株
式
を
売
買
し
た
場
合
、
譲
渡
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
っ
て
譲
渡
人
の
配
当
金
享
受
が
許
容
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
基
準
日
株
主
の
権
利
を
害
す
る
か
否
か
と
い
う
基
準
は
適
切
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
基
準
日
制
度
は
、
権
利
行
使
で
き
る
株
主
の
確
定
に
関
す
る
会
社
の
事
務
処
理
上
の
便
宜
を
図
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は

な
い
。
基
準
日
制
度
に
お
け
る
権
利
行
使
で
き
る
株
主
の
確
定
は
会
社
の
意
思
効
果
で
あ
り
、
し
か
も
株
主
が
行
使
で
き
る
議
決
権

の
数
を
も
確
定
す
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
ら（（26
（

、
基
準
日
後
の
株
式
取
得
者
の
議
決
権
行
使
を
認
め
る
こ
と
自
体
が
、
会
社
の
翻
意
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を
容
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
法
律
行
為
論
に
反
す
る
し（（26
（

、
議
決
権
比
率
に
関
す
る
基
準
日
株
主
の
期
待
を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
議
決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
の
会
社
に
よ
る
恣
意
的
な
選
別
に
よ
り
、
株
主
総
会
決
議
が
取
り
消
さ
れ
る
可
能
性
を
回
避
す
る

こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
基
準
日
後
の
株
主
の
議
決
権
行
使
の
可
否
を
会
社
の
裁
量
に
委
ね
る
こ
と
は
法

的
安
定
性
の
点
で
大
い
に
問
題
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
基
準
日
後
に
発
行
さ
れ
た
新
株
の
株
主
に
も
議
決
権
行
使
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
の
は
、
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る

議
決
権
の
基
準
日
を
三
ヵ
月
近
く
前
の
決
算
期
に
設
定
す
る
か
ら
で
あ
り
、
問
題
の
根
源
は
こ
こ
に
あ
る（（26
（

。
か
か
る
基
準
日
設
定
の

実
務
慣
行
に
対
し
て
近
時
有
力
な
批
判
が
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
定
時
株
主
総
会
の
会
日
と
基
準
日
の
間
の
期
間
を
で

き
る
だ
け
短
縮
す
れ
ば
、
基
準
日
後
に
発
行
さ
れ
た
新
株
の
株
主
に
議
決
権
行
使
を
認
め
る
必
要
は
乏
し
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

か
か
る
実
務
慣
行
の
見
直
し
に
よ
っ
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る（（27
（

。
会
社
法
一
二
四
条
四
項
は
有
害
無
用
な
も
の
と
し
て
削
除
し
、
実
務

慣
行
の
変
更
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

4　

株
券
失
効
制
度
に
お
け
る
名
義
書
換
の
禁
止
・
議
決
権
の
停
止

（
1
）
株
券
失
効
制
度
の
概
要

　

株
主
名
簿
記
載
の
効
力
と
の
関
係
に
お
い
て
株
券
失
効
制
度
に
も
理
論
的
に
看
過
で
き
な
い
問
題
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
株
券
失
効

制
度
に
つ
い
て
創
設
の
経
緯
と
概
要
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

有
価
証
券
を
喪
失
し
た
者
の
救
済
を
図
る
一
般
的
な
制
度
と
し
て
は
、
公
示
催
告
・
除
権
決
定
制
度
が
あ
り
（
非
訟
一
一
四
条
以

下
）、
平
成
一
四
年
改
正
前
に
お
い
て
は
、
株
券
に
つ
い
て
も
こ
の
制
度
に
従
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
（
平
成
一
四
年
改
正
前
商

二
三
〇
条
）。
す
な
わ
ち
、
有
価
証
券
を
喪
失
し
た
者
は
裁
判
所
に
公
示
催
告
の
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
裁
判
所
は
そ
の
証
券

に
つ
き
権
利
を
主
張
す
る
者
は
裁
判
所
に
届
け
出
る
よ
う
一
定
期
間
公
告
し
、
届
出
が
な
い
ま
ま
公
示
催
告
期
間
を
経
過
す
れ
ば
、
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裁
判
所
に
よ
り
除
権
決
定
が
下
さ
れ
る
。
こ
の
除
権
決
定
に
よ
り
、
証
券
は
将
来
に
向
か
っ
て
無
効
と
な
り
（
除
権
決
定
の
消
極
的

効
力
：
非
訟
一
一
八
条
一
項
）、
そ
の
後
の
善
意
取
得
が
封
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
申
立
人
は
証
券
を
所
持
し
て
い
る
の
と
同
様
の
資
格

を
回
復
す
る
（
除
権
決
定
の
積
極
的
効
力
：
同
二
項
）。

　

し
か
し
、
喪
失
株
券
の
価
額
如
何
に
よ
っ
て
は
公
示
催
告
の
た
め
の
費
用
が
多
額
に
な
る
ほ
か
、
公
示
催
告
期
間
中
に
喪
失
株
券

が
善
意
取
得
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
せ
っ
か
く
費
用
を
か
け
て
公
示
催
告
手
続
を
と
っ
て
も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
公
示
催
告
手

続
と
名
義
書
換
手
続
と
の
間
に
は
相
互
に
連
携
が
な
い
た
め
、
公
示
催
告
期
間
中
に
喪
失
株
券
に
つ
き
名
義
書
換
請
求
が
な
さ
れ
て

株
券
の
所
在
が
判
明
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
公
示
催
告
は
中
断
せ
ず
、
除
権
決
定
が
下
さ
れ
て
株
券
が
無
効
と
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
の
問
題
が
あ
っ
た（（27
（

。
そ
こ
で
、
平
成
一
四
年
改
正
法
は
、
公
示
催
告
・
除
権
決
定
に
代
わ
る
制
度
と
し
て
新
た
に
株
券
失
効
制
度

を
創
設
し
、
株
券
に
つ
い
て
は
公
示
催
告
・
除
権
決
定
制
度
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
し
た
（
旧
商
二
三
〇
条
ノ
九
ノ
二
、
会
二
三
三

条
）。

　

株
券
発
行
会
社
は
株
券
喪
失
登
録
簿
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
二
二
一
条
）。
会
社
は
株
券
喪
失
登
録
簿
に
関
す
る
事
務

を
株
主
名
簿
管
理
人
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
二
二
二
条
）。

　

株
券
を
喪
失
し
た
者
は
、
会
社
に
対
し
て
株
券
喪
失
登
録
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
二
二
三
条
）。
株
券
喪
失
登
録
を
申

請
す
る
際
、
請
求
者
が
喪
失
し
た
株
券
に
係
る
株
式
の
名
義
人
（
株
主
名
簿
上
の
株
主
ま
た
は
登
録
株
式
質
権
者
）
で
あ
る
場
合
は
、

株
券
喪
失
の
事
実
を
証
明
す
る
資
料
の
み
を
提
出
す
れ
ば
よ
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
株
券
取
得
の
事
実
及
び
株
券
喪
失
の
事

実
を
証
明
す
る
資
料
等
を
会
社
に
提
出
す
る
こ
と
を
要
す
る
（
会
施
規
四
七
条
三
項
）。
請
求
を
受
け
た
会
社
は
、
株
券
喪
失
登
録
簿

に
一
定
の
事
項
を
記
載
し
た
上
で
（
会
二
二
一
条
）、
株
券
喪
失
登
録
者
が
喪
失
株
券
に
係
る
株
式
の
名
義
人
で
な
い
場
合
は
、
名
義

人
に
対
し
て
株
券
喪
失
登
録
が
な
さ
れ
た
旨
等
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
二
二
四
条
一
項
）。
こ
れ
に
よ
り
、
株
主
名
簿
上

の
株
主
が
知
ら
な
い
間
に
、
株
券
喪
失
登
録
に
よ
り
株
券
が
失
効
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
株
券
喪
失
登
録
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簿
は
本
店
（
株
主
名
簿
管
理
人
の
営
業
所
）
に
備
え
置
か
れ
、
一
般
の
閲
覧
に
供
さ
れ
る
（
会
二
三
一
条
）。
ま
た
、
株
券
喪
失
登
録
が

な
さ
れ
た
株
券
が
権
利
行
使
の
た
め
に
会
社
に
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
会
社
は
遅
滞
な
く
株
券
提
出
者
に
対
し
て
、
そ
の
株
券
に
つ

き
株
券
喪
失
登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
二
二
四
条
二
項
）。
株
券
喪
失
登
録
の
な
さ
れ
た
株
券
を

所
持
す
る
者
は
、
会
社
に
そ
の
株
券
を
提
出
し
て
株
券
喪
失
登
録
の
抹
消
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
二
二
五
条
）。
株
券
喪
失

登
録
を
し
た
株
券
が
株
券
喪
失
登
録
者
の
下
で
発
見
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
株
券
喪
失
登
録
者
は
、
会
社
に
対
し
て
株
券
喪
失

登
録
の
抹
消
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
会
二
二
六
条
）。
株
券
喪
失
登
録
の
な
さ
れ
た
株
券
は
、
株
券
喪
失
登
録
が
抹
消
さ
れ
な

け
れ
ば
、
株
券
喪
失
登
録
の
な
さ
れ
た
日
の
翌
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
日
に
無
効
と
な
る
（
会
二
二
八
条
一
項
）。

　

株
券
喪
失
登
録
が
な
さ
れ
た
株
券
に
つ
い
て
は
、
会
社
は
、
株
券
喪
失
登
録
が
抹
消
さ
れ
る
か
株
券
が
無
効
と
な
る
ま
で
は
、
株

主
名
簿
の
名
義
書
換
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
（
会
二
三
〇
条
一
項
）、
株
券
を
再
発
行
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
（
同
二
項
）。
名
義
書
換

禁
止
の
趣
旨
と
し
て
は
、「
株
券
喪
失
登
録
が
さ
れ
て
い
る
状
況
で
株
主
名
簿
の
名
義
を
株
券
所
持
人
に
書
き
換
え
る
と
、
喪
失
登

録
者
が
権
利
を
回
復
す
る
機
会
が
大
幅
に
縮
減
す
る
こ
と
に
な
る
ほ
か
、
株
券
所
持
人
名
義
に
名
義
書
換
を
し
な
が
ら
株
券
喪
失
登

録
を
抹
消
し
な
い
こ
と
を
認
め
る
と
、
株
券
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
年
間
の
喪
失
登
録
期
間

の
経
過
に
よ
っ
て
、
当
該
株
券
が
失
効
し
て
し
ま
い
、
当
該
株
券
の
そ
の
後
の
所
持
人
の
権
利
を
害
す
る
事
態
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
た
め
で
あ
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る（（27
（

。
株
券
喪
失
登
録
の
な
さ
れ
た
株
券
が
提
示
さ
れ
て
名
義
書
換
が
請
求
さ
れ
た
場
合
、

株
券
喪
失
登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
旨
の
通
知
を
通
じ
て
そ
の
者
に
株
券
喪
失
登
録
抹
消
の
申
請
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
株
券
喪
失

登
録
者
と
の
間
で
、
ど
ち
ら
が
真
の
株
主
で
あ
る
か
を
決
着
さ
せ
る
こ
と
を
優
先
し
た
と
い
え
よ
う
。
株
券
喪
失
登
録
が
な
さ
れ
た

株
券
に
係
る
株
式
の
議
決
権
は
、
株
券
喪
失
登
録
者
が
名
義
人
（
株
主
名
簿
上
の
株
主
）
で
な
い
限
り
、
停
止
す
る
（
会
二
三
〇
条
三

項
）。
議
決
権
を
前
提
と
す
る
共
益
権
に
つ
い
て
も
同
様
に
停
止
す
る
と
解
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
株
券
喪
失
登
録
の
通
知
を
受
け

た
名
義
人
と
し
て
は
、
株
券
を
所
持
し
て
い
れ
ば
、
直
ち
に
株
券
喪
失
登
録
の
抹
消
を
請
求
で
き
る
か
ら
、
そ
れ
を
し
な
い
名
義
人
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は
す
で
に
株
主
た
る
地
位
を
失
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る（（27
（

。
ま
た
、
株
券
喪
失
登
録
が
な
さ
れ
た
株
券
に
係
る
株
式
に

つ
い
て
は
、
株
主
名
簿
上
の
株
主
が
所
在
不
明
株
主
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
会
社
法
一
九
七
条
に
基
づ
く
競
売
・
売
却
は
で
き
な

い
（
同
四
項
）。

　

な
お
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
で
は
、
株
券
喪
失
登
録
者
が
名
義
人
で
な
け
れ
ば
、
株
券
が
無
効
と
な
っ
た
日
に
株
主
名
簿
の

名
義
書
換
が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
（
二
三
〇
条
ノ
六
第
二
項
）、
株
券
喪
失
登
録
が
抹
消
さ
れ
る
か
株
券
が
無
効
と
な
る
ま
で

は
、
会
社
は
株
式
の
併
合
・
分
割
・
転
換
に
基
づ
く
株
式
の
交
付
、
利
益
・
利
息
の
配
当
、
新
株
・
新
株
引
受
権
・
新
株
引
受
権
付

社
債
の
引
受
権
の
付
与
等
を
な
す
こ
と
は
で
き
ず
（
二
三
〇
条
ノ
八
第
三
項
）、
こ
れ
ら
の
株
式
、
利
益
・
利
息
等
は
、
株
券
喪
失
登

録
が
抹
消
さ
れ
た
日
ま
た
は
株
券
が
無
効
と
な
っ
た
日
の
名
義
人
が
取
得
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
（
同
四
項
）。
か
か
る
名
義
書

換
の
制
限
、
株
式
交
付
・
利
益
配
当
等
の
制
限
と
そ
の
取
得
者
に
関
す
る
規
定
は
、
組
織
再
編
に
伴
う
名
義
書
換
、
株
式
交
付
・
利

益
配
当
等
に
も
準
用
さ
れ
て
い
た
（
同
六
項
）。
新
会
社
法
に
お
い
て
は
、
株
券
喪
失
登
録
制
度
は
、
実
体
的
な
法
律
関
係
を
調
整

す
る
制
度
で
は
な
く
、
公
示
催
告
手
続
と
同
様
、
株
券
の
占
有
回
復
と
い
う
形
式
的
資
格
の
回
復
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
か
ら
、
株

券
喪
失
登
録
が
さ
れ
て
い
る
間
の
権
利
関
係
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
民
事
の
一
般
法
に
よ
る
当
事
者
間
の
解
決
に
委
ね
る
こ
と
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
削
除
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る（（27
（

。
し
た
が
っ
て
、
株
券
喪
失
登
録
期
間
中
の
剰
余
金
配
当
等
に
つ
い
て
は
、

会
社
は
株
主
名
簿
の
記
載
に
従
っ
て
な
せ
ば
足
り
、
名
義
人
に
剰
余
金
配
当
等
が
な
さ
れ
た
場
合
、
名
義
人
で
な
い
株
券
喪
失
登
録

者
が
真
の
権
利
者
で
あ
れ
ば
、
両
者
間
に
お
い
て
不
当
利
得
等
に
よ
り
利
害
調
整
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（（27
（

。
た
だ
し
、
株
主
総
会
の
議

決
権
を
株
主
名
簿
上
の
株
主
が
行
使
す
る
と
、
事
後
的
に
当
該
株
主
が
権
利
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
決
議
取
消

原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
決
権
の
停
止
は
従
来
通
り
維
持
し
た
の
だ
と
い
う（（27
（

。
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（
2
）
名
義
書
換
の
禁
止
・
議
決
権
の
停
止
の
当
否

　

株
券
喪
失
登
録
期
間
中
の
名
義
書
換
の
禁
止
と
議
決
権
の
停
止
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

名
義
書
換
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
名
義
書
換
請
求
は
、
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
の
喪
失
登
録
者
へ
の
通
知
が
あ
れ
ば
、
喪
失
登
録
者

の
権
利
回
復
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
会
を
減
少
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
た
と
え
名
義
書
換
が
現

実
に
な
さ
れ
て
も
、
喪
失
登
録
者
と
株
券
所
持
人
の
い
ず
れ
が
真
の
株
主
か
の
争
い
に
は
、
株
主
名
簿
の
名
義
は
関
係
が
な
い
し
、

名
義
書
換
と
同
時
に
喪
失
登
録
を
抹
消
す
れ
ば
問
題
は
生
じ
な
い
と
し
て
、
禁
止
の
理
由
に
疑
問
も
提
起
さ
れ
て
い
る（（27
（

。
私
見
と
し

て
も
、
名
義
書
換
を
禁
止
す
る
に
足
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
名
義
書
換
禁
止
の
背
景
に
は
、
公
示
催
告
手
続
の
下

で
名
義
書
換
後
に
返
却
さ
れ
た
株
券
が
除
権
決
定
に
よ
り
無
効
と
な
る
か
に
つ
い
て
学
説
上
争
い
が
あ
り（（27
（

、
か
か
る
問
題
を
回
避
す

る
と
い
う
趣
旨
も
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が（（27
（

、
株
券
失
効
制
度
の
下
で
は
、
名
義
書
換
請
求
の
際
に
提
出
さ
れ
た
株
券
と
名
義
書
換

後
に
返
却
さ
れ
た
株
券
に
同
一
性
が
な
け
れ
ば
、
株
券
再
発
行
禁
止
に
反
す
る
か
ら
、
提
出
株
券
と
同
一
性
の
あ
る
返
却
株
券
が
株

券
喪
失
登
録
期
間
の
経
過
に
よ
り
無
効
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
名
義
書
換
禁
止
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
喪
失
登

録
さ
れ
た
株
券
の
所
持
人
が
盗
取
者
・
拾
得
者
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
善
意
取
得
者
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
し
か
も
ま
だ
株
券
が

無
効
と
な
っ
て
い
な
い
以
上
、
そ
の
所
持
人
は
権
利
者
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
は
そ
れ
を
立
証
で
き
な
け
れ
ば
、
名

義
書
換
を
拒
絶
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
名
義
書
換
を
拒
絶
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
株
券
喪
失
登
録
期
間

中
は
株
券
の
資
格
授
与
的
効
力
を
否
定
し
、
ま
た
は
株
券
所
持
人
を
無
権
利
者
と
擬
制
す
る
に
等
し
い
が
、
そ
れ
は
行
き
す
ぎ
で
あ

る
。
株
券
喪
失
登
録
の
抹
消
は
申
請
か
ら
二
週
間
を
要
し
（
会
二
二
五
条
四
項
）、
そ
の
程
度
の
期
間
で
あ
れ
ば
善
意
取
得
者
の
権
利

行
使
を
制
限
し
て
も
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
発
想
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
か
る
善
意
取
得
者
の
不
利
益
を
上
回
る
実
益
が

あ
る
と
い
え
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
名
義
書
換
請
求
の
際
に
株
券
喪
失
登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
株
券
の
所
持
人
が
、

登
録
抹
消
の
申
請
を
せ
ず
に
株
券
を
流
通
に
置
く
可
能
性
も
あ
る
が
、
名
義
書
換
を
拒
絶
す
れ
ば
そ
の
可
能
性
が
確
実
に
低
減
す
る
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と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う（（28
（

。
株
券
喪
失
者
は
株
券
が
無
効
と
な
る
ま
で
に
生
じ
う
る
不
利
益
は
甘
受
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
を
喪
失

株
券
の
善
意
取
得
者
に
転
嫁
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

次
に
、
議
決
権
停
止
の
背
後
に
は
、
株
主
名
簿
上
の
株
主
が
無
権
利
者
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
れ
ば
権
利
行
使
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
価
値
判
断
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
株
主
と
し
て
の
権
利
を
行
使
で
き
る
者
は
、
実
体
的
権
利
の

有
無
を
問
わ
ず
（
真
の
株
主
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
）、
株
主
名
簿
の
記
載
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
、
会
社
と
し
て
も
株
主
名
簿
上
の

株
主
を
株
主
と
し
て
扱
え
ば
免
責
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
株
券
喪
失
登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
関
係
な
い
。

株
主
名
簿
上
の
株
主
で
は
な
い
者
が
株
券
喪
失
登
録
を
請
求
す
る
際
に
は
株
券
取
得
の
事
実
を
証
明
す
る
資
料
を
会
社
に
提
出
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
株
主
名
簿
上
の
株
主
が
す
で
に
株
主
で
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
す
で
に
株
主
で

な
く
な
っ
て
い
る
者
に
権
利
行
使
さ
せ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
不
当
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
例
え
ば
、
株
主
名
簿
上
の
株
主
Ａ
が
知

ら
ぬ
間
に
株
券
を
Ｂ
に
盗
ま
れ
、
そ
の
株
券
を
喪
失
し
た
Ｂ
が
株
券
取
得
の
事
実
を
証
明
す
る
資
料
を
偽
造
し
て
株
券
喪
失
登
録
を

し
た
結
果
、
そ
の
事
実
が
会
社
か
ら
Ａ
に
通
知
さ
れ
て
初
め
て
Ａ
が
株
券
盗
難
の
事
実
に
気
づ
い
た
場
合
、
Ａ
は
す
で
に
株
券
を

失
っ
て
い
る
以
上
、
登
録
抹
消
の
申
請
も
で
き
な
い
が
、
こ
の
場
合
Ａ
が
真
の
株
主
で
あ
り
、
ま
し
て
株
主
名
簿
に
も
記
載
さ
れ
て

い
る
以
上
、
そ
の
権
利
行
使
を
否
定
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
新
会
社
法
に
お
け
る
前
述
の
改
正
理
由
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

株
券
失
効
制
度
が
株
式
の
所
在
（
実
体
的
権
利
の
帰
属
）
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
以
上
、
議
決
権
も
例
外
で
は
な
い
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
会
社
法
二
三
〇
条
一
項
・
三
項
は
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

5　

株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求

（
1
）
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
に
お
け
る
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
と
そ
の
拒
絶
事
由

　

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
に
お
い
て
は
、
株
主
名
簿
は
、
定
款
・
社
債
原
簿
な
ど
と
と
も
に
会
社
の
備
置
義
務
が
定
め
ら
れ
て
お
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り
、
会
社
の
本
店
（
名
義
書
換
代
理
人
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
営
業
所
）
に
備
え
置
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
（
二
六
三
条
一
項
二

号
）。
株
主
及
び
会
社
債
権
者
は
、
営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
、
株
主
名
簿
（
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
表
示
し
た
も
の
）
の
閲
覧
・
謄
写
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
三
項
）。
親
会
社
の
株
主
も
、
そ
の
権

利
を
行
使
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
子
会
社
の
株
主
名
簿
の
閲
覧
・
謄
写
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
同
七
項
）。

　

こ
の
権
利
の
趣
旨
は
、
株
主
等
が
権
利
の
確
保
ま
た
は
行
使
に
関
し
て
調
査
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
、
株
主
等
の
保
護
を
図
る

と
と
も
に
、
間
接
的
に
株
主
等
に
よ
る
株
主
構
成
等
の
監
視
を
通
じ
て
会
社
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る（（28
（

。
株
主
に
よ
る
株
主

名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
の
目
的
と
し
て
は
、
自
己
の
株
式
数
で
は
少
数
株
主
権
を
行
使
で
き
な
い
株
主
が
他
の
株
主
に
共
同
行
使
を
勧

誘
し
た
り
、
株
主
提
案
権
を
行
使
し
た
株
主
が
他
の
株
主
に
委
任
状
を
勧
誘
す
る
こ
と
が
典
型
例
で
あ
る
。
株
主
は
、
名
義
書
換
懈

怠
に
対
す
る
監
視
と
し
て
自
ら
の
記
載
部
分
の
閲
覧
謄
写
を
請
求
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が（（28
（

、
こ
の
場
合
に
は
会
社
は
無
条
件
で
請

求
に
応
ず
る
べ
き
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
実
際
上
の
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
ま
た
会
社
に
よ
る
拒
絶
の
可
否
が
問
題
と
な
る
の
は
、
他
の

株
主
の
記
載
部
分
に
関
す
る
閲
覧
謄
写
請
求
で
あ
る
。

　

会
計
帳
簿
閲
覧
謄
写
請
求
（
旧
商
二
九
三
条
ノ
六
）
と
は
異
な
り
、
理
由
を
付
し
た
書
面
に
よ
り
請
求
す
る
こ
と
は
要
求
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、
古
く
か
ら
、
正
当
な
目
的
が
あ
り
、
営
業
に
支
障
を
来
さ
な
い
こ
と
を
要
し（（28
（

、
会
社
が
請
求
を
拒
絶
す
る
に
は
会

社
側
で
正
当
な
目
的
・
理
由
が
な
い
こ
と
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
た（（28
（

。
そ
の
結
果
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請

求
が
不
当
な
意
図
・
目
的
の
た
め
に
な
さ
れ
る
な
ど
、
権
利
の
濫
用
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
会
社
は
そ
の
請
求
を
拒
絶
す
る
こ

と
が
で
き
る
（
最
判
平
成
二
年
四
月
一
七
日
判
時
一
三
八
〇
号
一
三
六
頁
：
中
央
相
銀
事
件
）。
会
社
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
は
権
利
濫
用

の
典
型
例
で
あ
る
が
、
判
例
で
は
、
元
総
会
屋
が
自
ら
の
発
行
す
る
新
聞
・
雑
誌
の
購
読
料
等
の
名
目
で
の
金
員
の
支
払
を
打
ち
切

ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
報
復
ま
た
は
嫌
が
ら
せ
と
推
認
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、
会
社
の
拒
絶
を
肯
定
し
て
い
る
（
前
掲
最
判
平
成
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二
年
四
月
一
七
日
）。
ま
た
、
判
例
で
は
、
株
主
情
報
を
名
簿
業
者
に
売
る
と
い
う
商
業
的
な
目
的
（
東
京
高
判
昭
和
六
二
年
一
一
月
三

〇
日
判
時
一
二
六
二
号
一
二
七
頁
：
古
河
電
工
事
件
）
や
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
を
め
ぐ
っ
て
未
公
開
株
式
の
入
手
に
つ
き
便
宜
を
図
ら

れ
た
政
治
家
を
調
査
す
る
と
い
う
政
治
的
な
目
的
（
東
京
高
決
平
成
元
年
七
月
一
九
日
判
時
一
三
二
一
号
一
五
六
頁
：
リ
ク
ル
ー
ト
コ
ス

モ
ス
事
件
）
な
ど
、
株
主
た
る
地
位
と
は
関
係
の
な
い
個
人
的
な
利
益
を
図
る
目
的
に
よ
る
場
合
に
つ
き
、
会
社
の
拒
絶
を
正
当
化

し
て
い
る
。
そ
の
他
、
不
正
融
資
に
関
す
る
銀
行
取
締
役
の
責
任
を
追
及
す
る
代
表
訴
訟
を
提
起
し
、
会
社
と
取
締
役
個
人
の
信
用

を
失
墜
さ
せ
る
よ
う
な
相
当
性
を
欠
い
た
方
法
で
そ
の
主
張
の
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
た
株
主
が
銀
行
に
対
し
て
株
主
名
簿
閲
覧
謄

写
請
求
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
会
社
の
拒
絶
を
認
め
た
判
例
が
あ
る
（
長
崎
地
判
昭
和
六
三
年
六
月
二
八
日
判
時
一
二
九
八
号
一
四

五
頁
：
長
崎
相
銀
事
件
）
一
方
、
会
社
の
内
部
主
導
権
争
い
に
よ
り
代
表
取
締
役
等
と
不
仲
に
な
っ
た
株
主
が
、
損
害
賠
償
請
求
等

多
数
の
訴
訟
を
提
起
し
た
も
の
の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
請
求
棄
却
ま
た
は
訴
え
の
取
下
げ
に
終
わ
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
直
ち
に
不

当
な
目
的
を
推
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
判
例
（
東
京
地
判
昭
和
五
五
年
九
月
三
〇
日
判
時
九
九
二
号
一
〇
三
頁
）
や
、
会
社
の

経
営
陣
を
批
判
す
る
立
場
か
ら
、
そ
の
発
言
権
の
強
化
の
た
め
に
株
式
を
買
い
受
け
、
ま
た
は
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
他
の
株
主

に
宣
伝
す
る
と
い
う
目
的
に
つ
い
て
、
不
当
な
目
的
で
は
な
い
と
し
た
判
例
が
あ
る
（
山
形
地
判
昭
和
六
二
年
二
月
三
日
判
時
一
二
三

三
号
一
四
一
頁
：
山
形
交
通
事
件
）。

　

学
説
に
は
、
会
計
帳
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
と
の
対
比
に
お
い
て
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
が
自
益
権
か
共
益
権
か
と
い
う
こ

と
と
関
連
づ
け
て
拒
絶
事
由
を
検
討
す
る
見
解
も
あ
る（（28
（

。
確
か
に
、
自
益
権
で
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
無
制
限
に
そ
の
行
使
が
認
め
ら

れ
、
共
益
権
で
あ
れ
ば
そ
の
行
使
が
制
限
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
同
じ
く
共
益
権
に
属
す
る
会
計
帳
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
に
お
け
る

拒
絶
事
由
（
旧
商
二
九
三
条
ノ
七
）
を
類
推
適
用
す
る
余
地
も
出
て
く
る
が（（28
（

、
自
益
権
と
共
益
権
の
区
別
は
曖
昧
で
あ
る
し
、
株
主

名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
は
株
主
と
し
て
の
利
益
の
実
現
ま
た
は
他
の
権
利
の
行
使
の
た
め
の
手
段
的
権
利
で
あ
る
こ
と
に
も
鑑
み
れ

ば
、
自
益
権
か
共
益
権
か
と
い
う
こ
と
に
は
拘
泥
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う（（28
（

。
会
計
帳
簿
閲
覧
請
求
権
と
の
対
比
で
い
え
ば
、
本
来
広
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く
株
主
に
開
示
さ
れ
る
べ
き
書
類
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
会
計
帳
簿
は
、
そ
の
中
に
取
引
先
・
取
引
価
格
な
ど
業

務
上
・
財
務
上
の
機
密
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
会
社
の
利
益
に
鑑
み
れ
ば
、
む
や
み
に
開
示
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
は
な
い
の
に
対
し
て
、
株
主
名
簿
は
、
株
主
に
と
っ
て
は
会
社
の
実
質
的
共
同
所
有
者
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
直
接
会
社

の
利
益
と
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
会
社
は
株
主
を
把
握
で
き
さ
え
す
れ
ば
必
ず
し
も
名
簿
に
よ
っ
て
管
理
す
る
必
要
は
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
客
観
性
・
一
覧
性
の
あ
る
株
主
名
簿
に
よ
る
株
主
管
理
が
要
求
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
開
示
が
想
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
が
株
主
の
利
益
保
全
・
権
利
行
使
に
関
す
る
株
主
間
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
な
手
段
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
会
社
に
は
株
主
の
個
人
情
報
の
管
理
者
と
し
て
の
責
任
は
伴
う
も
の
の
、

そ
の
範
囲
内
で
株
主
名
簿
の
開
示
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
権
利
濫
用
と
認
め
ら
れ
る
べ
き
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求

の
み
が
拒
絶
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
と
解
さ
れ
る（（28
（

。
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
を
広
く
許
容
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
会
社
の
拒
絶

を
認
め
た
前
掲
諸
判
例
に
対
し
て
は
、
正
当
な
目
的
の
不
存
在
ま
た
は
不
当
な
目
的
の
存
在
の
認
定
が
甘
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う

印
象
も
あ
り（（28
（

、
特
に
会
社
支
配
権
を
め
ぐ
る
争
い
を
背
景
と
し
て
い
る
場
合
に
は
な
お
さ
ら
拒
絶
を
肯
定
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
判
例
で
は
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
に
至
る
過
程
の
請
求
者
た
る
株
主
の
行
状
に
つ
い
て
か
な
り

裁
判
官
の
心
証
が
悪
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

な
お
、
平
成
一
五
年
に
個
人
情
報
保
護
法
が
成
立
し
、
平
成
一
七
年
四
月
か
ら
民
間
事
業
者
に
も
適
用
が
開
始
さ
れ
た
が
、
株
主

名
簿
の
閲
覧
謄
写
は
、
個
人
情
報
保
護
法
が
例
外
的
に
認
め
る
「
法
令
に
基
づ
く
場
合
」
の
第
三
者
提
供
に
あ
た
る
た
め
（
個
人
情

報
保
護
二
三
条
一
項
一
号
）、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
開
示
さ
れ
る
株
主
本
人
の
同
意
が
な
く
て
も
、
会
社

は
従
来
通
り
こ
れ
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
拒
絶
事
由
の
有
無
の
判
断
に
つ
い
て
は
善
管
注
意
義
務
が
要
求
さ
れ
る（（29
（

。
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（
2
）
新
会
社
法
に
お
け
る
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
と
そ
の
拒
絶
事
由

　

新
会
社
法
で
は
、
会
社
の
作
成
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
各
別
に
備
置
義
務
・
閲
覧
謄
写
請
求
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
株
主
名
簿
の
備
置
・
閲
覧
等
に
関
す
る
規
定
も
独
立
し
た
が
、
会
社
の
本
店
（
株
主
名
簿
管
理
人
が
あ
る

場
合
に
は
そ
の
営
業
所
）
に
備
え
置
か
れ
（
会
一
二
五
条
一
項
）、
株
主
と
会
社
債
権
者
は
（
親
会
社
の
社
員
は
裁
判
所
の
許
可
を
得
た
上

で
）
株
主
名
簿
（
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
し
た
も
の
）
の
閲
覧
・
謄
写
を
請
求
で

き
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
（
同
二
項
・
四
項
）。
た
だ
し
、
閲
覧
謄
写
請
求
に
あ
た
っ
て
請
求
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
。
請
求
者
が
必
ず
し
も
真
の
理
由
・
目
的
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
が
、
請
求
理
由
の
明
示
は
、
不
当

な
目
的
に
よ
る
請
求
に
対
す
る
牽
制
と
し
て
の
意
味
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
新
会
社
法
は
会
社
が
拒
絶
で
き
る
場
合
を
明
文
化
し
た
（
会
一
二
五
条
三
項
）。
拒
絶
事
由
は
次
の
五
つ
で
あ
る
。
①
請

求
者
が
そ
の
権
利
の
確
保
ま
た
は
行
使
に
関
す
る
調
査
以
外
の
目
的
で
請
求
を
行
っ
た
と
き
（
一
号
）、
②
請
求
者
が
会
社
の
業
務

の
遂
行
を
妨
げ
、
ま
た
は
株
主
の
共
同
の
利
益
を
害
す
る
目
的
で
請
求
を
行
っ
た
と
き
（
二
号
）、
③
請
求
者
が
会
社
の
業
務
と
実

質
的
に
競
争
関
係
に
あ
る
事
業
を
営
み
、
ま
た
は
こ
れ
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
（
三
号
）、
④
請
求
者
が
株
主
名
簿
の
閲
覧

ま
た
は
謄
写
に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
実
を
利
益
を
得
て
第
三
者
に
通
報
す
る
た
め
請
求
を
行
っ
た
と
き
（
四
号
）、
⑤
請
求
者
が
、

過
去
二
年
以
内
に
お
い
て
、
株
主
名
簿
の
閲
覧
ま
た
は
謄
写
に
よ
っ
て
知
り
得
た
事
実
を
利
益
を
得
て
第
三
者
に
通
報
し
た
こ
と
が

あ
る
も
の
で
あ
る
と
き
（
五
号
）。
こ
れ
ら
の
拒
絶
事
由
は
、
会
計
帳
簿
閲
覧
謄
写
請
求
の
拒
絶
事
由
（
会
四
三
三
条
二
項
）
と
同
様

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
一
号
・
四
号
・
五
号
に
相
当
す
る
拒
絶
事
由
は
要
綱
試
案
の
段
階
で
提
案
さ
れ
て
い
た
が（（29
（

、
二
号
・
三
号

の
拒
絶
事
由
は
国
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
段
階
で
初
め
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。
立
案
担
当
者
は
、
拒
絶
事
由
を
定
め
た
理
由
に

つ
い
て
、
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
は
、
い
わ
ゆ
る
名
簿
屋
が
名
簿
の
入
手
に
よ
り
経
済
的
な
利
益
を
得
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
弊
害
が
あ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
が（（29
（

、
二
号
・
三
号
の
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拒
絶
事
由
追
加
の
理
由
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
三
号
に
つ
い
て
は
、
株
主
名
簿
か
ら
も
会
社
の
資
本
構
成
等
に
係
る
情
報
が
把
握
さ

れ
う
る
点
か
ら
、
会
計
帳
簿
と
の
平
仄
が
考
慮
さ
れ
た
と
の
補
足
説
明
も
な
さ
れ
た
が（（29
（

、
競
業
者
か
ら
の
請
求
を
拒
絶
で
き
る
と
い

う
理
由
の
説
明
と
し
て
は
、
は
な
は
だ
不
明
確
・
不
十
分
で
あ
る
。
改
正
前
商
法
の
下
で
は
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
に
つ
い
て

会
計
帳
簿
閲
覧
謄
写
請
求
の
拒
絶
事
由
を
類
推
適
用
で
き
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
も
鑑
み
れ
ば（（29
（

、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写

請
求
の
拒
絶
事
由
の
立
法
趣
旨
に
つ
い
て
は
相
応
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
拒
絶
事
由
の
う
ち
、
一
号
と
四
号
に
つ
い
て
は
従
来
の

解
釈
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
号
も
業
務
妨
害
を
目
的
と
し
た
請
求
に
対
処
し
う
る
し（（29
（

、
五
号
は
会
社
が
四
号
の
不
当
目
的

を
立
証
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
株
主
の
個
人
情
報
の

適
切
な
管
理
が
求
め
ら
れ
る
会
社
と
し
て
は
、
拒
絶
事
由
の
法
定
に
よ
り
立
証
範
囲
の
明
確
化
が
図
ら
れ
た
点
に
お
い
て
、
実
務
上

有
意
義
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る（（29
（

。
問
題
は
、
三
号
の
当
否
で
あ
る
。

　

会
計
帳
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
に
つ
い
て
は
、
企
業
秘
密
に
も
か
か
わ
る
会
計
帳
簿
の
内
容
が
競
業
者
に
利
用
さ
れ
る
と
会
社
は
重

大
な
損
害
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
請
求
者
が
競
業
者
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
閲
覧
請
求
を
拒
絶
し
て
よ
い
と
し
て
も
、
株
主

名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
に
つ
い
て
は
、
株
主
名
簿
の
情
報
は
一
般
に
競
業
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
し
、
競
業
者
が
株

主
提
案
権
行
使
に
伴
う
委
任
状
勧
誘
・
株
式
公
開
買
付
に
伴
う
株
主
調
査
な
ど
の
た
め
に
真
摯
に
利
用
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

競
業
者
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
閲
覧
請
求
の
拒
絶
を
認
め
る
と
、
株
主
の
正
当
な
権
利
行
使
が
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

三
号
は
隠
れ
た
買
収
防
衛
策
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が（（29
（

、
競
業
者
に
よ
る
買
収
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
被
買
収
会
社

の
支
配
権
を
握
る
手
段
と
し
て
委
任
状
の
勧
誘
や
公
開
買
付
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
企
業
買
収
の
公
正
を
確
保
す
る
意
味

で
も
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
の
保
障
は
重
要
で
あ
る（（29
（

。
む
し
ろ
、
請
求
者
が
競
業
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
を
も
っ
て
株

主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
を
拒
絶
で
き
る
と
す
れ
ば
、
競
業
者
か
ら
の
企
業
買
収
を
恐
れ
る
経
営
者
の
保
身
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
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株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
の
拒
絶
の
可
否
を
め
ぐ
る
判
例
で
は
、
三
号
を
杓
子
定
規
に
適
用
し
て
競
業
者
た
る
株
主
か
ら
の
請
求

の
拒
絶
を
認
め
た
も
の
が
あ
る
（
東
京
地
決
平
成
一
九
年
六
月
一
五
日
資
料
版
商
事
法
務
二
八
〇
号
二
二
〇
頁
：
テ
ー
オ
ー
シ
ー
事
件
）
一

方
、
そ
の
適
用
を
修
正
す
る
も
の
も
現
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
京
地
決
平
成
二
二
年
七
月
二
〇
日
金
判
一
三
四
八
号
一
四
頁
（
大
盛

工
業
事
件
）
は
、「
単
に
請
求
者
が
株
式
会
社
の
業
務
と
形
式
的
に
競
争
関
係
に
あ
る
事
業
を
営
む
な
ど
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で

は
足
り
ず
、
例
え
ば
、
株
式
会
社
が
得
意
先
を
株
主
と
し
て
い
る
た
め
、
競
業
者
に
株
主
名
簿
を
閲
覧
謄
写
さ
れ
る
と
、
顧
客
情
報

を
知
ら
れ
て
競
業
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
の
よ
う
に
、
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
が
競
業
者
に
知
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
よ
う
な
性
質
、
態
様
で
営
ま
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、
請
求
者
が
当
該
株
式
会
社
と
競
業
関
係
に
あ

る
場
合
に
限
ら
れ
る
」
と
解
し（（29
（

、
三
号
の
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
一
方
、
東
京
高
決
平
成
二
〇
年
六
月
一
二
日
金
判
一
二
九
五
号
一

二
頁
（
日
本
ハ
ウ
ズ
イ
ン
グ
事
件
）
は
、
三
号
は
立
証
責
任
の
転
換
を
図
っ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
請
求
者
は
株
主
と
し
て
の
権
利
の

確
保
ま
た
は
行
使
に
関
す
る
調
査
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
れ
ば
、
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
は
認
め
ら
れ
る
と
解
し
た
。

　

学
説
上
も
、
東
京
高
決
平
成
二
〇
年
六
月
一
二
日
を
支
持
す
る
見
解
が
少
な
く
な
か
っ
た（（30
（

。
も
っ
と
も
、
か
か
る
解
釈
は
、
積
極

的
に
そ
の
妥
当
性
が
主
張
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
競
業
者
に
よ
る
正
当
な
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
が
阻
害
さ
れ
な
い
範
囲
内
で
三

号
を
可
及
的
に
尊
重
す
る
と
い
う
い
わ
ば
妥
協
の
産
物
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
競
業
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
不
当
目
的
を
推
定
す

る
こ
と
、
三
号
の
み
立
証
責
任
の
転
換
規
定
と
解
す
る
こ
と
に
は
疑
問
も
提
起
さ
れ（（30
（

、
競
業
者
が
株
主
名
簿
の
情
報
を
競
業
に
利
用

す
る
こ
と
を
会
社
が
立
証
し
た
場
合
に
の
み
会
社
は
閲
覧
謄
写
請
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
見
解
も
有
力
に
主
張
さ

れ
て
い
た（（30
（3
（30
（

。
立
法
論
と
し
て
は
、
三
号
を
削
除
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
学
説
の
大
勢
を
占
め
た（（30
（

。

　

そ
こ
で
、
平
成
二
六
年
改
正
に
よ
り
三
号
は
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
も
そ
も
三
号
が
理
由
不
明
の
追
加
で
あ
っ
た
以
上
、
改

悪
の
是
正
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
一
号
の
拒
絶
事
由
を
め
ぐ
っ
て
、
正
当
な
目
的
と
な
る
の
は
会
社
法
上
の
株
主
の
権
利
の
確
保
・
行
使
に
関
す
る
調
査
に
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限
ら
れ
る
の
か
と
い
う
新
た
な
解
釈
論
上
の
問
題
が
生
じ
た
。
有
価
証
券
報
告
書
等
の
虚
偽
記
載
に
基
づ
く
金
融
商
品
取
引
法
上
の

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
原
告
を
募
る
目
的
が
、
一
号
に
い
う
株
主
の
権
利
の
確
保
・
行
使
に
関
す
る
調
査
と
い
う
目
的
に
該
当
す
る

か
が
争
わ
れ
た
事
例
（
フ
タ
バ
産
業
事
件
）
に
つ
い
て
、
名
古
屋
地
岡
崎
支
決
平
成
二
二
年
三
月
二
九
日
資
料
版
商
事
法
務
三
一
六

号
二
〇
九
頁
は
、
金
商
法
上
の
損
害
賠
償
請
求
権
が
一
号
に
い
う
「
株
主
の
権
利
」
に
あ
た
る
と
解
す
る
余
地
は
留
保
し
つ
つ
、
同

損
害
賠
償
請
求
権
は
株
主
個
人
の
権
利
で
あ
り
単
独
で
行
使
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
原
告
を
募
っ
て
集
団
訴
訟
と
す
る
こ
と
は

必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
賛
同
者
を
募
る
こ
と
が
権
利
実
現
の
た
め
に
不
可
欠
な
場
合
と
は
決
定
的
に
異
な
る
と
判
示
し
て
拒

絶
を
認
め
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
抗
告
審
た
る
名
古
屋
高
決
平
成
二
二
年
六
月
一
七
日
資
料
版
商
事
法
務
三
一
六
号
一
九
八
頁
は
、

「
金
商
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
虚
偽
記
載
の
あ
る
有
価
証
券
報
告
書
等
重
要
書
類
の
記
載
を
信
じ
て
有
価
証

券
を
取
得
し
た
投
資
家
を
保
護
す
る
た
め
、
そ
れ
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
た
権

利
で
あ
っ
て
、
当
該
権
利
を
行
使
す
る
た
め
に
は
現
に
株
主
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
に
対
し
、
株
主
の
株
主
名
簿
閲
覧
等
請
求
権
は
、

株
主
を
保
護
す
る
た
め
に
、
株
主
と
し
て
有
す
る
権
利
を
適
切
に
行
使
す
る
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
権
利
の
行
使
に
は

株
主
で
あ
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
金
商
法
上
の
損
害
賠
償
請
求
と
は
そ
の
制
度
趣
旨
を
異
に
す
る
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
金
商
法
上
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
す
る
た
め
の
調
査
は
、
会
社
法
一
二
五
条
三
項
一
号
の
『
株
主
の
権

利
の
確
保
又
は
行
使
に
関
す
る
調
査
』
に
は
該
当
し
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
拒
絶
を
認
め
た（（30
（

。
こ
の
名
古
屋
高

裁
決
定
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
金
商
法
上
の
制
度
で
あ
る
株
式
公
開
買
付
へ
の
応
募
を
勧
誘
す
る
目
的
も
拒
絶
事
由
に
あ
た
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る（（30
（

。
こ
の
点
が
東
京
地
決
平
成
二
四
年
一
二
月
二
一
日
金
判
一
四
〇
八
号
五
二
頁
（
ア
コ
ー

デ
ィ
ア
・
ゴ
ル
フ
事
件
）
で
争
わ
れ
た
と
こ
ろ（（30
（

、「
株
式
会
社
の
最
高
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
株
主
総
会
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使

す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
の
運
営
・
管
理
上
の
意
思
決
定
に
参
加
し
、
あ
る
い
は
そ
の
経
営
に
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
株
主

の
有
す
る
権
利
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
と
こ
ろ
、
株
主
総
会
に
お
け
る
多
数
決
原
理
が
妥
当
す
る
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
自
己
が



88

法学研究 94 巻 9 号（2021：9）

保
有
す
る
株
式
数
を
増
加
さ
せ
、
株
主
総
会
に
お
け
る
発
言
権
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
上
記
の
よ
う
な
株
主
の
権
利
の
確
保
又
は
行

使
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
の
最
も
有
力
な
方
法
と
い
え
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
す
る
と
、
株
主
が
他
の
株
主
か
ら
株
式
を
譲
り
受

け
る
こ
と
は
、
株
主
の
権
利
の
確
保
又
は
行
使
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
と
い
え
、
こ
の
よ
う
な
株
式
譲
受
け
の
目
的
で
現
在

の
株
主
が
誰
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
『
株
主
の
権
利
の
確
保
又
は
行
使
に
関
す
る
調
査
』
に
該
当
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
理

は
、
本
件
の
よ
う
に
上
場
会
社
を
対
象
会
社
と
す
る
公
開
買
付
け
の
場
合
も
異
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
さ
れ
た
。

　

学
説
上
は
、
フ
タ
バ
産
業
事
件
決
定
に
は
批
判
的
な
見
解
が
多
く（（30
（

、
ア
コ
ー
デ
ィ
ア
・
ゴ
ル
フ
事
件
決
定
は
支
持
さ
れ
て
い
る（（30
（

。

一
号
の
解
釈
と
し
て
は
、「
株
主
の
権
利
」
を
広
く
解
す
る
な
ど（（31
（

、
拒
絶
事
由
を
で
き
る
だ
け
狭
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、「
株
主
の

権
利
」
ま
た
は
「
調
査
」
の
範
囲
を
い
か
な
る
基
準
を
も
っ
て
判
断
す
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

思
う
に
、
会
社
法
一
二
五
条
は
拒
絶
事
由
を
明
文
化
し
た
も
の
の
、
株
主
名
簿
の
開
示
の
あ
り
方
は
従
来
か
ら
変
更
は
な
い
と
す

れ
ば
、
嫌
が
ら
せ
や
株
主
情
報
の
不
正
利
用
さ
え
阻
止
で
き
れ
ば
、
広
く
閲
覧
謄
写
請
求
を
認
め
て
よ
い
は
ず
で
あ
る（（31
（

。
拒
絶
事
由

が
法
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
旧
法
下
で
の
判
例
で
は
、
請
求
目
的
の
不
当
性
が
比
較
的
明
ら
か
で
あ
っ
た
た
め
、
閲
覧
謄
写
を
認
め

る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
結
論
は
導
き
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
新
会
社
法
の
下
で
は
、
二
号
以
下
の
拒
絶
事
由
に
あ
た
ら
な

け
れ
ば
、
請
求
目
的
の
正
当
性
の
有
無
は
一
号
の
拒
絶
事
由
の
解
釈
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
際
に
は
、
請
求
を
認
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
保
護
す
べ
き
株
主
の
利
益
と
請
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
す
べ
き
利
益
と
を
比
較
衡
量
せ
ざ
る
を
え
な
い

が
、
後
者
の
利
益
は
何
か
が
問
題
と
な
る
。
株
主
名
簿
に
は
会
社
の
不
利
益
と
な
る
情
報
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
会
社
の
利
益

は
、
閲
覧
謄
写
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
円
滑
な
業
務
を
妨
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
利
益
や
、
情
報
流
出
に
伴
う
株
主
か
ら
の
苦
情
・
責

任
追
及
を
受
け
な
い
と
い
う
利
益
ぐ
ら
い
し
か
考
え
ら
れ
な
い（（31
（

。
後
者
は
実
質
的
に
は
他
の
株
主
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
利
益

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
利
益
は
二
号
の
拒
絶
事
由
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
し
、
株
主
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
、
不
当
な
請
求
を
会
社
が
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
・
反
射
的
に
保
護
さ
れ
る
利
益
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
よ
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う
に
思
わ
れ
る（（31
（

。
新
会
社
法
で
は
、
株
主
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（
株
主
の
個
人
情
報
）
の
保
護
が
株
主
名
簿
開
示
規
制
の
重
要
な
要
素

と
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
は
可
及
的
に
制
限
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
確
か
に
、
拒
絶
事
由
法
定
の
趣
旨

と
し
て
は
、
株
主
情
報
の
商
業
利
用
の
弊
害
や
株
主
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
新
会

社
法
が
株
主
情
報
の
管
理
を
厳
格
化
し
て
株
主
名
簿
開
示
を
制
限
す
る
方
向
に
舵
を
切
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
平
成

二
六
年
会
社
法
改
正
の
際
に
も
、
法
制
審
議
会
会
社
法
制
部
会
で
は
一
号
・
二
号
の
拒
絶
事
由
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
た
が（（31
（

、
そ
れ

は
拒
絶
事
由
が
不
当
に
広
く
解
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る（（31
（

。
審
議
の
過
程
で
は
、
株
主
の
個

人
情
報
へ
の
配
慮
が
弱
く
、
拒
絶
事
由
が
狭
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
も
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
重
大
な
懸
念
と

し
て
は
、
会
計
帳
簿
閲
覧
謄
写
請
求
の
拒
絶
事
由
の
文
言
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
釈
に
引
き
ず
ら
れ
、
具
体
的
な
会
社

法
上
の
株
主
権
に
裏
づ
け
ら
れ
た
請
求
以
外
は
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
運
用
に
変
わ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（（31
（

。
最
終
的
に
は
、
適
切
な
修
正
文
言
が
見
出
せ
ず
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
も
反
対
意
見
が
多
か
っ
た
た
め
、
文
言
の

見
直
し
は
見
送
ら
れ
た（（31
（

。
か
か
る
立
法
の
経
緯
に
鑑
み
れ
ば
、
株
主
名
簿
開
示
規
制
の
あ
り
方
の
転
換
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

正
当
な
目
的
を
限
定
的
に
解
す
る
（
拒
絶
事
由
を
広
く
認
め
る
）
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
一
号
の
文
言
を
厳
格
に
解
す
べ

き
で
は
な
い
。「
株
主
の
権
利
」
を
厳
格
に
解
す
れ
ば
、
株
式
の
買
い
増
し
は
株
主
の
権
利
と
は
い
え
な
い
し
、
売
り
手
と
な
る
株

主
を
探
す
と
い
う
目
的
は
こ
れ
か
ら
株
主
と
な
ろ
う
と
す
る
者
に
も
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
目
的
に
よ
る
株
主
名
簿

閲
覧
謄
写
請
求
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
実
際
上
ニ
ー
ズ
の
高
い
場
合
に
拒
絶
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、

役
員
等
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
、
同
一
の
原
因
で
損
害
を
被
っ
た
株
主
を
探
す
目
的
で
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
を

し
た
場
合
、
会
社
法
四
二
九
条
に
基
づ
く
場
合
に
は
「
株
主
の
権
利
」
に
あ
た
り
、
金
商
法
や
不
法
行
為
に
基
づ
く
場
合
に
は
「
株

主
の
権
利
」
に
あ
た
ら
な
い
と
形
式
的
に
区
別
す
る
こ
と
も
妥
当
で
は
な
い
。
株
主
の
権
利
の
確
保
・
行
使
に
関
す
る
調
査
目
的
と

い
え
る
場
合
で
も
、
フ
タ
バ
産
業
事
件
地
裁
決
定
の
よ
う
に
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
の
必
要
性
を
厳
格
に
問
う
こ
と
に
も
疑
問
が
残



90

法学研究 94 巻 9 号（2021：9）

る
。
例
え
ば
、
議
決
権
行
使
に
つ
い
て
単
に
他
の
株
主
と
情
報
交
換
や
相
談
を
す
る
と
い
う
場
合
に
も
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
が
認

め
ら
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
の
客
観
的
な
必
要
性
を
要
求
す
れ
ば
、
こ
れ
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
抽
象
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
つ
い
て
も
、
拒
絶
事
由
（
目
的
の
正
当
性
）
の
具
体
的
な
判
断
基
準
に

は
な
り
え
な
い
た
め
、
こ
れ
を
も
っ
て
株
主
名
簿
開
示
の
要
否
の
境
界
を
画
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る（（31
（3
（31
（

。
結
局
の
と
こ
ろ
、
請
求
目

的
の
当
否
は
社
会
通
念
に
よ
っ
て
判
断
す
る
ほ
か
は
な
い
と
い
う
べ
き
か
。

　

な
お
、
フ
タ
バ
産
業
事
件
地
裁
決
定
で
は
、
複
数
の
請
求
目
的
の
一
つ
が
拒
絶
事
由
に
あ
た
る
場
合
の
処
理
も
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
併
存
す
る
正
当
な
目
的
と
そ
う
で
な
い
目
的
の
い
ず
れ
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
決
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
た
。

し
か
し
、
請
求
目
的
に
主
従
の
区
別
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い（（32
（

。
請
求
目
的
の
一
つ
が
一
号
の
拒
絶
事
由
に
あ
た
る
場
合
に
は
、
そ

れ
を
無
視
し
た
上
で
、
他
の
目
的
が
正
当
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
拒
絶
の
可
否
を
判
断
す
れ
ば
よ
い
。
不
当
な
目
的
の
隠
れ
蓑
と
し
て

正
当
な
目
的
を
掲
げ
る
お
そ
れ
も
あ
る
が（（32
（

、
会
社
が
そ
れ
を
立
証
で
き
な
け
れ
ば
拒
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
務
上
は
、
請
求

を
許
諾
す
る
に
あ
た
っ
て
（
正
当
な
目
的
と
い
え
る
）
請
求
目
的
以
外
に
は
株
主
情
報
を
使
用
し
な
い
旨
の
誓
約
書
を
提
出
さ
せ
る

の
が
通
常
で
あ
る
が（（32
（

、
こ
れ
に
よ
り
一
応
目
的
外
使
用
を
牽
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
か
か
る
条
件
の
下
で
閲
覧
謄
写
を
許
容

し
て
よ
か
ろ
う（（32
（

。
た
だ
し
、
二
号
以
下
の
拒
絶
事
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
る
実
害
を
回
避
す
る
必
要
性
が
優
越
す
る
た
め
、

形
式
的
に
は
正
当
な
目
的
が
示
さ
れ
て
い
て
も
、
拒
絶
で
き
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る（（32
（

。

（
3
）
会
社
債
権
者
に
も
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
か

　

会
社
債
権
者
に
も
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
が
認
め
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
株
主
間
接
有
限
責

任
の
原
則
に
よ
り
会
社
債
権
者
が
直
接
株
主
に
対
し
て
会
社
債
務
の
弁
済
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
の
な
い
株
式
会
社
で
は
、
し
か
も

全
額
払
込
制
の
採
用
さ
れ
て
い
る
現
行
法
の
下
で
、
会
社
債
権
者
が
株
主
に
関
す
る
情
報
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
分
配
可
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能
額
を
超
え
て
剰
余
金
の
分
配
を
受
け
た
株
主
に
対
し
て
会
社
債
権
者
が
分
配
額
の
支
払
を
請
求
す
る
場
合
（
会
四
六
二
条
一
項
・

四
六
三
条
二
項
）
や
法
人
格
否
認
の
法
理
に
基
づ
き
株
主
の
個
人
責
任
を
追
及
す
る
場
合
ぐ
ら
い
し
か
考
え
ら
れ
な
い（（32
（

。
会
社
債
権

者
が
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
す
る
正
当
な
目
的
は
、
き
わ
め
て
特
殊
な
場
合
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
限
定
的
な
場
合
の

た
め
に
、
一
般
的
に
会
社
債
権
者
に
対
し
て
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
は
大
い
に
疑
問
で
あ
る（（32
（

。
会
社
債
権
者
に

は
新
株
予
約
権
者
も
含
ま
れ
る
よ
う
で
あ
り（（32
（

、
新
株
予
約
権
行
使
後
の
株
式
保
有
状
況
を
調
査
す
る
ニ
ー
ズ
な
ど
が
あ
り
う
る
た
め
、

新
株
予
約
権
者
に
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
を
認
め
る
需
要
が
あ
る
と
し
て
も
、
会
社
債
権
者
と
新
株
予
約
権
者
と
で
は
利
害
関

係
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
新
株
予
約
権
者
を
会
社
債
権
者
に
含
ま
し
め
る
解
釈
に
は
疑
問
が
あ
る
。

（
4
）
小
括

　

株
主
名
簿
開
示
の
あ
り
方
は
再
検
討
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（（32
（

。
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
か
ら
継
続
し
て
、

株
主
に
と
っ
て
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
は
原
則
と
し
て
許
容
さ
れ
、
権
利
の
濫
用
と
い
え
る
場
合
に
の
み
否
定
さ
れ
る
と
い
う
立
場

が
貫
か
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
株
主
名
簿
開
示
の
望
ま
し
い
あ
り
方
と
し
て
今
後
も
維
持
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
学
説

の
趨
勢
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
新
会
社
法
が
不
当
な
拒
絶
事
由
を
加
え
た
た
め
に
、
そ
の
反
動
と
し
て
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求

権
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
が
、
フ
タ
バ
産
業
事
件
と
ア
コ
ー
デ
ィ
ア
・
ゴ
ル
フ
事
件
は
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
を
認
め
る
べ

き
場
合
と
は
い
か
な
る
場
合
な
の
か
と
い
う
問
題
を
改
め
て
提
起
し
た
。
株
主
が
少
数
で
そ
の
個
性
が
重
視
さ
れ
、
株
主
相
互
の
結

び
つ
き
の
強
い
小
規
模
会
社
で
は
、
単
に
誰
が
株
主
で
あ
る
か
を
知
り
た
い
と
い
う
だ
け
で
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
が
認
め
ら
れ
て

も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
個
人
情
報
の
管
理
が
厳
格
に
要
求
さ
れ
る
今
日
、
上
場
会
社
の
よ
う
な
株
主
数
の
多
い
会
社
で
は
、
株
主

名
簿
の
閲
覧
謄
写
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
む
し
ろ
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
方
向
を
示
唆
し
て
い
る
。
昭
和
六
一
年
の
「
商

法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
で
は
、
経
済
界
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
の
制
限
が
検
討
事
項
と
さ
れ
、
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株
主
数
等
に
応
じ
た
規
制
の
区
別
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
し（（32
（

、
最
近
で
は
株
主
が
自
ら
株
主
名
簿
を
閲
覧
謄
写
せ
ず
に
そ
の
目

的
を
実
現
す
る
た
め
の
立
法
論
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
株
主
が
他
の
株
主
の
情
報
を
収
集
す
る
目
的
は
委
任
状
勧
誘
な
ど
株
主
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
連
絡
し
か
あ
り
え
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
・
他
の
株
主
へ
の
委
任
状
勧
誘
な
ど
を
行
う

業
務
を
、
会
社
が
請
求
株
主
の
費
用
で
第
三
者
（
例
え
ば
、
株
主
名
簿
管
理
人
）
に
委
託
す
る
と
い
う
方
策（（33
（

や
、
株
主
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
の
独
自
の
制
度（（33
（

が
そ
れ
で
あ
る
。
も
は
や
会
社
は
い
か
な
る
場
合
に
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
を
拒
絶

で
き
る
か
と
い
う
議
論
で
は
足
り
な
い
。
株
主
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

八　

お
わ
り
に

　

以
上
、
株
主
名
簿
制
度
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
全
体
的
な
印
象
と
し
て
次
の
二
点
に
気
づ
く
。

　

第
一
に
、「
会
社
の
事
務
処
理
上
の
便
宜
」
と
い
う
趣
旨
が
安
易
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
株

主
名
簿
制
度
も
株
式
共
有
者
に
よ
る
権
利
行
使
者
の
指
定
も
か
か
る
趣
旨
を
含
む
が
、
そ
れ
が
思
考
停
止
に
陥
ら
せ
、
考
察
の
深
化

を
妨
げ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、
検
討
し
て
き
た
諸
問
題
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
新
会
社
法
の
立
案
担
当
者
が
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）

部
会
の
審
議
を
経
ず
に
変
更
し
た
点（（33
（

に
起
因
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
会
社
法
一
〇
六
条
但
書
・
一
二
五
条
三
項
三
号
は
こ

れ
に
あ
た
り
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
蛇
足
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
新
会
社
法
の
立
法
過
程（（33
（

に
つ
い
て
は
か
ね
て
よ
り
批
判

の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が（（33
（

、
単
に
立
案
担
当
者
が
独
断
で
規
定
内
容
を
変
更
し
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
相
応
の

説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
解
釈
の
混
迷
を
招
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
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そ
し
て
、
株
主
名
簿
制
度
は
現
在
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

小
規
模
な
株
券
不
発
行
会
社
で
は
、
株
主
名
簿
を
き
ち
ん
と
整
備
し
て
い
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
株
式
譲
渡

を
め
ぐ
っ
て
株
式
の
帰
属
が
第
三
者
と
の
間
で
争
わ
れ
た
場
合
、
株
主
名
簿
の
不
備
・
名
義
書
換
の
懈
怠
に
よ
り
対
第
三
者
対
抗
要

件
が
具
備
で
き
な
い
こ
と
が
解
決
不
能
な
紛
争
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。
今
ま
で
有
限
会
社
・
株
券
不
発
行
会
社
に
お
い
て
、
か
か

る
深
刻
な
紛
争
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
不
思
議
な
く
ら
い
で
あ
る
。
今
後
も
か
か
る
僥
倖
に
頼
っ
て
い
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

株
主
名
簿
制
度
を
廃
止
し
て
株
式
譲
渡
の
対
抗
要
件
は
民
法
上
の
債
権
譲
渡
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
か
、
公
的
な
機
関
を
通
じ
た
株

主
名
簿
の
管
理
を
模
索
す
る
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

振
替
株
式
発
行
会
社
に
お
い
て
も
、
株
主
名
簿
制
度
と
は
決
別
す
る
か
、
株
主
名
簿
上
の
資
格
の
継
続
性
を
生
か
し
て
個
別
株
主

通
知
の
問
題
点
を
克
服
す
る
か
、
立
法
政
策
上
の
重
要
な
決
断
を
迫
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
192
）　

会
社
法
施
行
規
則
二
二
条
一
項
四
号
は
、
株
式
取
得
者
が
単
独
で
名
義
書
換
請
求
で
き
る
場
合
と
し
て
一
般
承
継
に
よ
り
株
式
を
取

得
し
た
場
合
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
は
相
続
に
よ
る
株
式
取
得
の
場
合
に
も
名
義
書
換
を
要
す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
相
続
等

の
一
般
承
継
に
よ
る
株
式
取
得
者
も
名
義
書
換
を
す
る
こ
と
自
体
は
可
能
で
あ
る
以
上
、
そ
の
た
め
の
手
続
を
定
め
て
お
く
こ
と
は
当
然

で
あ
る
（
伊
藤
靖
史
ほ
か
『
事
例
で
考
え
る
会
社
法
〔
第
二
版
〕』（
平
成
二
七
年
・
有
斐
閣
）
一
二
七
頁
［
田
中
亘
］）。

（
193
）　

相
澤
＝
葉
玉
＝
郡
谷
編
・
前
掲
注（
24
）一
三
九
頁
。

（
194
）　

酒
巻
＝
龍
田
編
・
前
掲
注（
44
）二
五
五
頁
［
北
村
］、
大
隅
＝
今
井
＝
小
林
・
前
掲
注（
82
）一
二
五
頁
、
淺
木
・
前
掲
注（
82
）一
八

二
頁
、
𠮷
本
・
前
掲
注（
182
）『
会
社
法
〔
第
二
版
〕』
九
四
頁
、
奥
島
孝
康
＝
落
合
誠
一
＝
浜
田
道
代
編
『
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
会

社
法
1
〔
第
二
版
〕』（
平
成
二
八
年
・
日
本
評
論
社
）
二
六
八
頁
［
志
谷
匡
史
］、
青
竹
・
前
掲
注（
80
）一
二
八
頁
、
江
頭
・
前
掲
注

（
42
）二
〇
八
頁
。

（
195
）　

①
～
④
の
理
由
に
つ
き
、
伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注（
192
）一
二
七
～
一
二
八
頁
［
田
中
］。
①
⑤
⑥
の
理
由
に
つ
き
、
島
田
志
帆
「
相
続
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と
名
義
書
換
」
立
命
館
法
学
三
八
九
号
（
令
和
二
年
）
三
二
七
～
三
三
七
頁
。

（
196
）　

𠮷
本
健
一
「
株
式
の
共
同
相
続
と
対
抗
要
件
」
岸
田
雅
雄
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
現
代
商
事
法
の
諸
問
題
』（
平
成
二
八
年
・
成

文
堂
）
一
一
二
九
頁
、
黒
田
裕
「
相
続
と
株
主
名
簿
」
商
事
法
務
二
一
九
二
号
（
平
成
三
一
年
）
四
七
頁
。
仲
卓
真
「
株
式
が
相
続
さ
れ

た
場
合
に
お
け
る
株
主
名
簿
の
名
義
書
換
の
要
否
（
2
・
完
）」
民
商
法
雑
誌
一
五
五
巻
二
号
（
令
和
元
年
）
三
三
～
五
一
頁
は
、
基
準

日
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
株
主
主
体
型
の
権
利
行
使
（
各
種
文
書
の
閲
覧
等
請
求
権
・
議
決
権
の
行
使
な
ど
）
の
場
合
に
お
い
て
、
不
要

説
に
よ
れ
ば
、
会
社
は
、
相
続
人
が
権
利
を
行
使
す
る
た
び
に
、
そ
の
者
が
株
式
を
承
継
し
た
真
の
相
続
人
で
あ
る
か
を
確
認
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
集
団
的
に
行
使
さ
れ
る
権
利
を
会
社
が
画
一
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
負
担
を
生
ず
る
し
、
会
社
主
体

型
の
権
利
行
使
（
会
社
が
配
当
財
産
を
交
付
し
た
り
、
株
主
に
対
し
て
通
知
・
催
告
を
す
る
場
合
な
ど
）
の
場
合
に
お
い
て
は
、
不
要
説

に
よ
れ
ば
、
相
続
開
始
の
有
無
や
株
式
を
承
継
し
た
相
続
人
が
誰
で
あ
る
か
を
会
社
が
自
ら
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
、
会

社
の
負
担
は
著
し
く
大
き
い
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
名
義
書
換
前
に
相
続
人
に
よ
る
権
利
行
使
を
認
め
る
必
要
性
は
大
き
く
な
い
と
す
る
。

（
197
）　

仲
・
前
掲
注（
196
）五
一
～
六
三
頁
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
規
律
は
現
行
法
の
解
釈
論
と
し
て
導
出
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
最
終
的

に
は
立
法
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
す
る
。

（
198
）　

𠮷
本
・
前
掲
注（
196
）一
一
三
一
頁
、
仲
・
前
掲
注（
196
）四
六
～
四
七
頁
。

（
199
）　

黒
田
・
前
掲
注（
196
）四
七
～
四
八
頁
、
仲
・
前
掲
注（
196
）四
一
～
四
三
頁
。

（
200
）　

仲
・
前
掲
注（
196
）四
九
頁
。

（
201
）　

松
本
烝
治
『
商
法
改
正
法
評
論
』（
明
治
四
四
年
・
巖
松
堂
書
店
）
六
〇
頁
、
毛
戸
勝
元
『
商
法
改
正
法
評
論
〔
訂
正
増
補
〕』（
明

治
四
四
年
・
有
斐
閣
書
房
）
四
二
頁
。

（
202
）　

相
続
の
事
実
の
立
証
の
際
に
は
必
ず
し
も
株
券
の
提
示
は
必
要
な
い
か
ら
、
相
続
自
体
は
事
実
で
あ
っ
て
も
、
相
続
し
た
株
式
を
株

券
の
交
付
に
よ
っ
て
す
で
に
譲
渡
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
203
）　

拙
稿
「
判
批
」
信
州
大
学
法
学
論
集
一
一
号
（
平
成
二
〇
年
）
二
六
三
頁
。

（
204
）　

拙
稿
・
前
掲
注（
203
）二
六
一
～
二
六
四
頁
。

（
205
）　

大
阪
株
式
懇
談
会
編
『
会
社
法
実
務
問
答
集
Ⅲ
』（
令
和
元
年
・
商
事
法
務
）
六
三
頁
［
北
村
雅
史
］。

（
206
）　
『
商
法
修
正
案
理
由
書
』（
明
治
三
一
年
・
博
文
館
）
一
二
九
～
一
三
〇
頁
。
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（
207
）　

松
田
二
郎
＝
鈴
木
忠
一
『
條
解
株
式
會
社
法
上
』（
昭
和
二
六
年
・
弘
文
堂
）
一
一
三
頁
、
木
内
宜
彦
「
判
批
」
判
例
評
論
三
二
六

号
（
昭
和
六
一
年
）
五
三
頁
（
判
例
時
報
一
一
八
〇
号
二
一
五
頁
）、
青
竹
正
一
「
株
式
・
有
限
会
社
持
分
の
共
同
相
続
と
社
員
権
の
行

使
」『
閉
鎖
会
社
紛
争
の
新
展
開
』（
平
成
一
三
年
・
信
山
社
）
四
六
頁
、
河
内
隆
史
「
株
式
の
共
同
相
続
に
伴
う
株
主
権
の
行
使
」
中
村

一
彦
先
生
古
稀
記
念
『
現
代
企
業
法
の
理
論
と
課
題
』（
平
成
一
四
年
・
信
山
社
）
二
六
三
頁
、
泉
田
栄
一
「
株
式
・
持
分
の
相
続
と
権

利
行
使
者
の
通
知
」『
会
社
法
の
論
点
研
究
』（
平
成
一
七
年
・
信
山
社
）
九
七
頁
、
神
作
裕
之
「
会
社
訴
訟
に
お
け
る
株
式
共
有
者
の
原

告
適
格
」
神
作
ほ
か
編
・
前
掲
注（
106
）二
四
〇
頁
。

（
208
）　

旧
商
法
二
〇
三
条
三
項
は
、
権
利
行
使
者
が
な
い
と
き
は
、
共
有
者
に
対
す
る
会
社
の
通
知
・
催
告
は
そ
の
一
人
に
対
し
て
な
せ
ば

足
り
る
と
し
て
い
た
が
（
新
会
社
法
で
は
一
二
六
条
四
項
が
こ
れ
に
相
当
す
る
）、
こ
れ
は
権
利
行
使
者
を
定
め
な
く
て
も
共
有
者
名
義

で
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、
権
利
行
使
者
は
後
日
指
定
す
る
こ
と
と
し
て
共
有
者
名
義
で
名
義
書

換
を
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。
特
に
株
券
不
発
行
会
社
に
お
い
て
複
数
人
が
共
同
で
株
式
を
譲
り
受
け
た
場
合
に
は
、
第
三

者
に
対
す
る
関
係
で
株
主
た
る
地
位
を
保
全
す
る
た
め
、
さ
し
あ
た
り
名
義
書
換
を
し
て
お
く
実
益
は
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
権
利
行
使

者
を
指
定
し
な
け
れ
ば
共
有
者
名
義
で
の
名
義
書
換
は
で
き
な
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

（
209
）　

木
下
崇
「
共
有
株
式
に
係
る
議
決
権
の
行
使
と
会
社
に
よ
る
同
意
」
法
学
新
報
一
二
二
巻
九
＝
一
〇
号
（
平
成
二
八
年
）
一
一
〇
頁

は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
で
あ
ろ
う
か
。

（
210
）　

ド
イ
ツ
株
式
法
六
九
条
一
項
は
、「
一
個
の
株
式
が
複
数
の
権
利
者
に
帰
属
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
者
は
、
一
人
の
共
同
代
理

人
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
株
式
か
ら
生
ず
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
し
、
対
象
と
な
る
権
利
に
限
定
は
な
い
の
に

対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
二
二
五
―
一
一
〇
条
前
段
は
、「
株
式
共
有
者
は
、
総
会
に
お
い
て
、
共
有
者
の
一
人
ま
た
は
単
独
受
任
者
に

よ
り
代
理
さ
れ
る
。」
と
規
定
し
、
議
決
権
の
み
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

（
211
）　

上
柳
＝
鴻
＝
竹
内
編
・
前
掲
注（
18
）七
頁
［
西
島
梅
治
］、
酒
巻
＝
龍
田
編
・
前
掲
注（
44
）三
七
頁
［
森
淳
二
朗
］、
山
本
・
前
掲
注

（
62
）六
五
頁
、
江
頭
・
前
掲
注（
42
）二
〇
七
頁
、
拙
稿
「
判
批
」
法
学
研
究
（
明
治
学
院
大
学
）
九
七
号
（
平
成
二
六
年
）
一
一
〇
頁
。

大
森
政
輔
「
株
式
の
相
続
に
伴
う
法
律
問
題
（
一
）」
商
事
法
務
九
四
七
号
（
昭
和
五
七
年
）
六
頁
は
、
共
有
名
義
へ
の
書
換
請
求
に
は

権
利
行
使
者
の
指
定
届
の
添
付
を
要
す
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
権
利
行
使
者
が
名
義
書
換
の
際
の
記
載
事
項
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。



96

法学研究 94 巻 9 号（2021：9）

（
212
）　

徳
島
地
判
昭
和
四
六
年
一
月
一
九
日
判
時
六
二
九
号
九
〇
頁
は
、
有
限
会
社
に
お
け
る
持
分
共
有
者
に
よ
る
権
利
行
使
者
選
定
行
為

に
つ
き
、
社
員
権
の
行
使
を
包
括
的
に
委
託
す
る
一
種
の
財
産
管
理
委
託
契
約
で
あ
り
、
共
有
者
全
員
の
合
意
を
も
っ
て
す
る
こ
と
を
要

す
る
と
判
示
す
る
。
同
旨
、
西
島
梅
治
「
判
批
」
判
例
評
論
一
五
二
号
（
昭
和
四
六
年
）
四
一
頁
（
判
例
時
報
六
四
〇
号
一
四
七
頁
）、

久
留
島
隆
「
会
社
持
分
の
共
同
相
続
と
権
利
行
使
者
の
選
任
・
解
任
」
法
学
研
究
（
慶
應
義
塾
大
学
）
四
七
巻
三
号
（
昭
和
四
九
年
）
六

一
頁
、
内
海
健
一
「
判
批
」
商
事
法
務
六
七
七
号
（
昭
和
四
九
年
）
三
七
頁
、
木
内
・
前
掲
注（
207
）五
六
頁
、
畑
肇
「
判
批
」
私
法
判
例

リ
マ
ー
ク
ス
四
号
（
平
成
四
年
）
一
〇
五
頁
、
田
中
（
誠
）・
前
掲
注（
30
）三
〇
五
頁
。
木
下
崇
「
共
有
株
式
に
係
る
議
決
権
の
行
使
と

権
利
行
使
者
の
指
定
に
関
す
る
一
考
察
」
永
井
和
之
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
企
業
法
学
の
論
理
と
体
系
』（
平
成
二
八
年
・
中
央
経
済

社
）
二
六
五
頁
は
、
権
利
行
使
者
の
権
限
は
管
理
行
為
に
限
定
さ
れ
る
と
解
す
る
。

（
213
）　

河
内
隆
史
「
判
批
」
金
融
・
商
事
判
例
一
一
〇
一
号
（
平
成
一
二
年
）
六
五
頁
、
道
野
真
弘
「
判
批
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
二
三

号
（
平
成
一
三
年
）
八
九
頁
。

（
214
）　

龍
田
節
「
判
批
」
民
商
法
雑
誌
八
〇
巻
一
号
（
昭
和
五
四
年
）
一
一
七
頁
、
丸
山
秀
平
「
判
批
」
法
学
新
報
八
六
巻
七
＝
八
号
（
昭

和
五
五
年
）
三
六
四
頁
、
榎
本
恭
博
「
判
解
」
法
曹
時
報
三
三
巻
三
号
（
昭
和
五
六
年
）
二
二
二
頁
、
青
竹
・
前
掲
注（
207
）五
二
頁
、
伊

澤
大
介
「
準
共
有
株
式
の
権
利
行
使
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
四
四
三
号
（
平
成
三
〇
年
）
九
頁
な
ど
。

（
215
）　

最
判
平
成
九
年
一
月
二
八
日
判
時
一
五
九
九
号
一
三
九
頁
は
、
権
利
行
使
者
の
指
定
は
、
共
有
財
産
の
管
理
行
為
と
し
て
、
共
有
者

が
持
分
の
価
格
に
従
い
、
そ
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
し
て
い
る
が
、
権
利
行
使
者
の
指
定
が
株
主
権
行
使
の
包

括
的
代
理
権
の
授
与
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
共
有
者
一
人
の
意
思
も
無
視
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
最
判
昭
和
五
三
年
四
月
一
四
日
は

こ
の
判
例
と
の
整
合
性
も
欠
く
。

（
216
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
青
竹
正
一
「
株
式
・
有
限
会
社
持
分
の
共
同
相
続
と
社
員
権
の
行
使
再
論
」
前
掲
注（
207
）『
閉
鎖
会
社
紛
争
の
新

展
開
』
七
五
頁
は
、
同
族
的
・
閉
鎖
的
会
社
の
株
式
の
過
半
数
が
共
同
相
続
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
取
締
役
の
選
任
は
共
同
相

続
人
間
の
支
配
権
の
帰
趨
を
左
右
し
、
少
数
持
分
権
者
の
持
分
権
の
内
容
に
変
更
・
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
取
締
役
選
任

決
議
に
お
け
る
議
決
権
行
使
は
共
同
相
続
人
全
員
の
同
意
を
要
す
る
と
解
す
る
。
大
杉
謙
一
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
一
四
号
（
平
成

一
三
年
）
八
九
頁
は
、
遺
産
分
割
終
了
前
に
会
社
の
法
律
関
係
が
変
動
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
閉
鎖
会
社
の
内
部
紛
争
と
い
う
観
点
か
ら

も
相
続
人
間
の
遺
産
分
割
と
い
う
観
点
か
ら
も
マ
イ
ナ
ス
と
評
価
さ
れ
る
た
め
、
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の
よ
う
に
、
会
社
の
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法
律
関
係
を
変
動
さ
せ
る
よ
う
な
権
利
行
使
に
は
共
有
者
の
全
員
一
致
を
要
す
る
と
解
し
、
江
頭
憲
治
郎
＝
門
口
正
人
編
『
会
社
法
大
系

3
』（
平
成
二
〇
年
・
青
林
書
院
）
七
三
頁
［
岡
正
晶
］
も
、
議
決
権
行
使
自
体
が
原
則
と
し
て
処
分
行
為
に
あ
た
る
と
す
る
。

（
217
）　

決
議
事
項
に
応
じ
た
検
討
（
後
掲
最
判
平
成
二
七
年
二
月
一
九
日
の
判
旨
に
お
け
る
「
特
段
の
事
情
」
に
あ
た
る
か
否
か
の
検
討
）

に
つ
い
て
は
、
脇
田
将
典
「
判
批
」
法
学
協
会
雑
誌
一
三
三
巻
八
号
（
平
成
二
八
年
）
二
五
九
～
二
六
〇
頁
参
照
。

（
218
）　

区
別
を
明
確
に
す
る
た
め
、
普
通
決
議
事
項
に
関
す
る
議
決
権
行
使
は
管
理
行
為
で
あ
り
、
特
別
決
議
事
項
・
特
殊
決
議
事
項
に
関

す
る
議
決
権
行
使
は
処
分
行
為
で
あ
る
と
解
す
る
余
地
も
あ
ろ
う
。

（
219
）　

木
内
・
前
掲
注（
207
）五
六
頁
は
、
会
社
の
事
務
処
理
を
簡
便
に
す
る
と
い
う
趣
旨
の
意
味
に
つ
き
、「
会
社
は
結
局
株
式
共
有
者
が

ど
の
よ
う
な
決
定
を
し
て
い
る
か
を
そ
の
都
度
確
認
し
な
け
れ
ば
、
安
全
に
た
と
え
ば
議
決
権
を
行
使
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
」
う
と
い
う
点
に
求
め
て
お
り
、
江
頭
・
前
掲
注（
42
）一
二
四
頁
も
、
会
社
法
一
〇
六
条
一
項
本
文
の
趣
旨
に
つ
き
、「
共

有
一
般
の
規
定
（
民
二
五
二
条
・
六
七
〇
条
一
項
等
）
に
従
っ
て
権
利
行
使
が
行
わ
れ
る
と
、
そ
れ
が
適
法
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
会
社

が
個
々
に
確
認
す
る
こ
と
は
、
煩
に
堪
え
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
説
明
す
る
。

（
220
）　

大
隅
＝
今
井
・
前
掲
注（
30
）三
三
四
頁
、
久
留
島
・
前
掲
注（
212
）六
一
頁
。

（
221
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
権
利
行
使
者
が
共
有
者
の
指
示
に
反
し
た
議
決
権
行
使
を
し
た
こ
と
に
つ
き
会
社
が
悪
意
の
場
合
に
は
、
そ
の
議

決
権
行
使
を
無
効
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
が
（
片
木
晴
彦
「
判
批
」
判
例
評
論
四
六
六
号
（
平
成
九
年
）
六
三
頁
（
判
例
時
報
一
六
一
五

号
二
二
五
頁
）、
江
頭
＝
門
口
編
・
前
掲
注（
216
）六
九
頁
・
七
〇
頁
［
岡
］、
神
作
・
前
掲
注（
207
）二
四
四
頁
、
青
竹
正
一
「
判
批
」
商
事

法
務
二
〇
七
三
号
（
平
成
二
七
年
）
二
六
頁
、
伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注（
192
）一
二
六
頁
［
田
中
］、
久
保
田
安
彦
「
共
同
相
続
株
式
に
係
る

判
例
法
理
と
残
さ
れ
た
問
題
」
森
淳
二
朗
先
生
退
職
記
念
論
文
集
『
会
社
法
の
到
達
点
と
展
望
』（
平
成
三
〇
年
・
法
律
文
化
社
）
一
七

九
～
一
八
〇
頁
）、
権
利
行
使
者
は
自
己
の
名
に
お
い
て
議
決
権
を
行
使
で
き
る
と
解
す
れ
ば
、
無
権
代
理
ま
た
は
代
理
権
の
濫
用
と
し

て
そ
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
222
）　

拙
稿
・
前
掲
注（
211
）一
一
一
～
一
一
二
頁
。
神
作
・
前
掲
注（
207
）二
二
六
頁
は
、「
会
社
が
共
有
株
式
に
つ
い
て
株
主
に
権
利
を
行

使
さ
せ
る
際
の
取
扱
い
に
つ
い
て
法
的
不
明
確
性
が
生
じ
、
事
後
的
に
紛
争
を
惹
起
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
安
定
的
な
運
用
を
害
し
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
。
仲
卓
真
『
準
共
有
株
式
に
つ
い
て
の
権
利
の
行
使
に
関
す
る
規
律
』（
平
成
三
一

年
・
商
事
法
務
）
二
〇
六
～
二
二
〇
頁
は
、
会
社
法
一
〇
六
条
の
第
一
の
目
的
は
準
共
有
者
の
一
体
的
な
権
利
行
使
の
確
保
で
あ
り
、
こ
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れ
は
一
株
の
株
式
の
実
質
的
な
分
割
の
防
止
と
会
社
の
負
担
増
加
の
防
止
と
い
う
二
つ
の
側
面
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
第
二
の
副
次
的
な

目
的
は
準
共
有
者
間
の
内
部
関
係
の
不
明
確
性
か
ら
の
会
社
の
保
護
で
あ
る
と
解
す
る
。
準
共
有
者
間
の
内
部
関
係
の
不
明
確
性
か
ら
の

会
社
の
保
護
と
は
、
権
利
行
使
者
に
よ
る
権
利
行
使
が
準
共
有
者
間
の
内
部
関
係
に
照
ら
し
て
有
効
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
会
社

に
と
っ
て
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
権
利
行
使
者
が
準
共
有
者
の
指
図
に
基
づ
か
ず
に
権
利
を
行
使
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
権
利

行
使
は
会
社
と
の
関
係
で
は
有
効
で
あ
る
と
い
う
規
律
が
会
社
法
一
〇
六
条
の
解
釈
に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
は
私
見
と
ほ
ぼ
同
旨
と
思
わ
れ
る
が
、
会
社
法
一
〇
六
条
の
趣
旨
と
し
て
一
般
に
説
明
さ
れ
る
「
会
社
の
事
務
処
理
上
の
便
宜
」
の

具
体
的
な
意
味
の
説
明
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
223
）　

同
旨
、
上
柳
＝
鴻
＝
竹
内
編
・
前
掲
注（
1
）五
二
頁
［
米
津
昭
子
］、
大
隅
＝
今
井
・
前
掲
注（
30
）三
三
四
頁
。

（
224
）　

こ
の
判
例
は
、
会
社
の
株
式
の
八
〇
％
が
共
同
相
続
に
よ
り
兄
妹
数
名
の
共
有
と
な
っ
て
お
り
、
遺
産
分
割
に
つ
い
て
唯
一
争
っ
て

い
る
相
続
人
の
一
人
が
権
利
行
使
者
の
指
定
に
関
す
る
協
議
に
応
じ
ず
、
全
株
主
・
全
相
続
人
が
出
席
し
た
株
主
総
会
に
お
い
て
、
そ
の

者
を
除
く
共
有
者
全
員
の
同
意
に
基
づ
き
議
案
に
賛
成
の
議
決
権
行
使
を
し
た
と
い
う
事
例
に
つ
い
て
、
共
同
相
続
人
間
に
意
思
の
一
致

は
な
く
、
共
同
相
続
人
全
員
が
共
同
し
て
議
決
権
を
行
使
し
た
と
は
い
え
な
い
と
判
示
し
た
。

（
225
）　

相
澤
＝
葉
玉
＝
郡
谷
編
・
前
掲
注（
24
）四
九
二
～
四
九
三
頁
。

（
226
）　

後
掲
最
判
平
成
二
七
年
二
月
一
九
日
の
原
審
で
あ
る
東
京
高
判
平
成
二
四
年
一
一
月
二
八
日
判
タ
一
三
八
九
号
二
五
六
頁
は
、「
準

共
有
者
間
に
お
い
て
議
決
権
の
行
使
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
会
社
が
、
決
議
事
項
に
関
し
て
自
ら
に
と
っ

て
好
都
合
の
意
見
を
有
す
る
準
共
有
者
に
議
決
権
の
行
使
を
認
め
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
結
果
と
な
り
、
会
社
側
に
事
実
上
権
利
行
使
者

の
指
定
の
権
限
を
認
め
る
に
等
し
く
、
相
当
と
は
い
え
な
い
。」
と
判
示
す
る
。
伊
藤
ほ
か
・
前
掲
注（
192
）一
三
一
頁
［
田
中
］
は
、「
立

案
担
当
者
の
見
解
は
一
部
の
共
有
者
に
よ
る
非
合
法
な
ク
ー
デ
タ
ー
を
容
認
す
る
も
の
で
」
あ
る
と
痛
烈
に
批
判
す
る
。

（
227
）　

永
井
和
之
「
株
式
の
共
同
相
続
と
商
法
二
〇
三
条
二
項
」
金
融
法
務
事
情
一
三
〇
七
号
（
平
成
三
年
）
六
頁
、
大
野
正
道
「
非
公
開

会
社
と
準
組
合
法
理
」
江
頭
憲
治
郎
先
生
還
暦
記
念
『
企
業
法
の
理
論
上
巻
』（
平
成
一
九
年
・
商
事
法
務
）
六
四
頁
。

（
228
）　

稲
葉
・
前
掲
注（
123
）三
三
二
頁
、
淺
木
・
前
掲
注（
82
）一
九
四
頁
。

（
229
）　

田
中
啓
一
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
五
四
号
（
昭
和
四
九
年
）
一
〇
九
頁
、
山
田
攝
子
「
株
式
の
共
同
相
続
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
七
八

九
号
（
平
成
四
年
）
九
頁
、
山
田
泰
彦
「
株
式
の
共
同
相
続
と
相
続
株
主
の
株
主
権
」
早
稲
田
法
学
六
九
巻
四
号
（
平
成
六
年
）
一
九
六
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～
一
九
七
頁
（
た
だ
し
、
株
式
の
内
容
を
変
更
す
る
議
題
の
決
議
に
お
け
る
議
決
権
行
使
は
除
く
）、
江
頭
＝
門
口
編
・
前
掲
注（
216
）七

〇
頁
・
七
二
頁
［
岡
］、
𠮷
本
健
一
「
準
共
有
株
式
の
権
利
行
使
と
会
社
法
一
〇
六
条
但
書
」
神
戸
学
院
法
学
四
五
巻
四
号
（
平
成
二
八

年
）
三
八
頁
、
藤
村
知
己
「
会
社
に
よ
る
議
決
権
行
使
者
の
選
択
」
永
井
和
之
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
『
企
業
法
学
の
論
理
と
体
系
』

（
平
成
二
八
年
・
中
央
経
済
社
）
八
五
七
頁
、
山
本
・
前
掲
注（
62
）六
五
頁
（
た
だ
し
、
共
有
株
主
全
員
の
同
意
を
要
す
る
）。

（
230
）　

同
旨
、
我
妻
榮
（
有
泉
亨
補
訂
）『
新
訂
物
権
法
』（
昭
和
五
八
年
・
岩
波
書
店
）
三
三
七
頁
、
田
中
（
誠
）・
前
掲
注（
30
）三
〇
四

頁
、
川
島
武
宜
＝
川
井
健
編
『
新
版
注
釈
民
法
⑺
』（
平
成
一
九
年
・
有
斐
閣
）
五
九
六
頁
［
川
井
］
な
ど
。

（
231
）　

会
社
法
一
〇
六
条
本
文
と
民
法
の
共
有
の
規
定
の
関
係
に
関
す
る
判
旨
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
脇
田
・
前
掲
注（
217
）二
五
七
頁
参

照
。

（
232
）　

𠮷
本
・
前
掲
注（
229
）三
二
～
三
三
頁
。
な
お
、
久
保
田
・
前
掲
注（
221
）一
七
六
頁
は
、
こ
の
判
例
は
、
会
社
法
一
〇
六
条
本
文
が
権

利
行
使
者
の
選
定
・
通
知
と
い
う
民
法
上
の
共
有
規
定
に
は
み
ら
れ
な
い
特
別
な
手
続
を
要
求
し
て
い
る
点
を
指
し
て
、
民
法
上
の
共
有

規
定
に
対
す
る
「
特
別
の
定
め
」
で
あ
る
と
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
権
利
行
使
者
の
選
定
・
通
知
が
あ
る
場
合
に
民
法
上
の
共

有
規
定
の
準
用
を
排
除
す
る
こ
と
ま
で
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
と
理
解
す
る
。
仲
・
前
掲
注（
222
）二
二
二
～
二
二
七
頁
は
、
民
法
の
共

有
に
関
す
る
規
律
は
、
共
有
関
係
内
部
に
お
け
る
意
思
決
定
に
関
わ
る
規
律
と
そ
の
決
定
の
実
行
（
共
有
関
係
の
外
部
）
に
関
わ
る
規
律

と
に
分
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
会
社
法
一
〇
六
条
本
文
は
、
後
者
に
と
っ
て
の
み
民
法
二
六
四
条
但
書
に
い
う
「
特
別
の
定
め
」
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
前
者
に
と
っ
て
の
「
特
別
の
定
め
」
で
は
な
く
、
会
社
法
一
〇
六
条
本
文
が
適
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
準
共
有
関

係
内
部
に
お
け
る
意
思
決
定
に
つ
い
て
は
、
民
法
の
共
有
に
関
す
る
規
律
が
適
用
さ
れ
る
と
解
し
、
最
判
平
成
二
七
年
二
月
一
九
日
に
い

う
「
共
有
に
属
す
る
株
式
の
権
利
の
行
使
の
方
法
」
と
は
、
株
式
の
準
共
有
関
係
内
部
に
お
け
る
意
思
決
定
の
方
法
を
含
む
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
決
定
に
基
づ
く
会
社
に
対
す
る
権
利
行
使
の
実
行
の
方
法
を
指
す
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
233
）　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
に
冨
上
智
子
「
判
解
」
法
曹
時
報
六
九
巻
五
号
（
平
成
二
九
年
）
三
一
～
三
二
頁
、
岩
淵
重
広
「
判

批
」
六
七
巻
七
号
（
平
成
二
八
年
）
一
一
五
～
一
一
九
頁
、
仲
・
前
掲
注（
222
）二
七
〇
～
二
七
四
頁
、
伊
澤
・
前
掲
注（
214
）一
六
～
二
二

頁
以
下
参
照
。
前
掲
東
京
高
判
平
成
二
四
年
一
一
月
二
八
日
は
、「
準
共
有
状
態
に
あ
る
株
式
の
準
共
有
者
間
に
お
い
て
議
決
権
の
行
使

に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ
、
意
思
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
権
利
行
使
者
の
指
定
及
び
通
知
の
手
続
を
欠
い
て
い
て
も
、
会

社
の
同
意
を
要
件
と
し
て
、
権
利
行
使
を
認
め
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
て
い
る
。
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（
234
）　

冨
上
・
前
掲
注（
233
）三
一
頁
。

（
235
）　

そ
の
た
め
、
会
社
が
名
義
書
換
未
了
の
株
主
の
権
利
行
使
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
論
点
と
対
比
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
（
奥
島
＝
落
合
＝
浜
田
編
・
前
掲
注（
194
）二
〇
五
頁
［
鳥
山
恭
一
］、
酒
巻
＝
龍
田
編
・
前
掲
注（
44
）四
二
頁
［
森
］）。

（
236
）　

𠮷
本
・
前
掲
注（
196
）一
一
二
六
頁
は
、
会
社
法
一
〇
六
条
本
文
の
趣
旨
と
し
て
の
会
社
の
便
宜
の
内
容
と
し
て
は
、
会
社
が
相
続
争

い
な
ど
共
有
者
間
の
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
の
防
止
と
い
う
点
も
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
る
。

（
237
）　

山
下
編
・
前
掲
注（
146
）三
八
頁
［
上
村
達
男
］
は
、
株
主
権
が
（
場
合
に
よ
っ
て
は
）
半
分
し
か
な
い
者
に
と
り
あ
え
ず
す
べ
て
の

権
利
行
使
を
認
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
単
な
る
会
社
に
対
す
る
対
抗
問
題
に
解
消
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
情
が
あ

り
、
前
掲
最
判
平
成
一
一
年
一
二
月
一
四
日
を
否
定
す
る
か
の
よ
う
な
規
定
を
わ
ざ
わ
ざ
追
加
し
た
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
す
る
。

（
238
）　

剰
余
金
配
当
請
求
権
（
配
当
財
産
交
付
請
求
権
）
に
つ
い
て
は
、
権
利
行
使
の
日
と
は
い
つ
を
意
味
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
東

京
地
判
平
成
二
六
年
四
月
一
七
日
金
判
一
四
四
四
号
四
四
頁
（
ア
ム
ス
ク
事
件
）
は
、
基
準
日
か
ら
三
ヵ
月
以
内
に
剰
余
金
配
当
決
議
が

な
さ
れ
、
剰
余
金
配
当
請
求
権
が
確
定
す
れ
ば
足
り
る
と
解
す
る
（
同
旨
、
大
隅
＝
今
井
・
前
掲
注（
30
）四
一
三
頁
、
山
下
編
・
前
掲
注

（
146
）二
八
三
頁
［
前
田
雅
弘
］）。
こ
れ
に
対
し
て
、
剰
余
金
配
当
の
効
力
発
生
日
が
基
準
日
か
ら
三
ヵ
月
以
内
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と

解
す
る
余
地
も
あ
る
（
江
頭
・
前
掲
注（
42
）七
一
五
頁
）。
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
決
算
期
を
基
準
日
と
す
る
実
務
に
お
い
て
は
、
剰

余
金
配
当
請
求
権
と
剰
余
金
配
当
決
議
に
お
け
る
議
決
権
は
密
接
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
た
め
、
判
例
の
立
場
が
是
認
さ
れ
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
文
理
解
釈
と
し
て
は
、
配
当
財
産
交
付
請
求
権
を
行
使
で
き
る
日
、
す
な
わ
ち
剰
余
金
配
当
の
効
力
発
生
日
が
基
準
日
か
ら
三
ヵ

月
以
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
（
山
田
和
彦
「
判
批
」
商
事
法
務
二
〇
三
九
号
（
平
成
二
六
年
）
二
二
頁
、
深
澤
泰
弘
「
判

批
」
ア
ル
テ
ス
・
リ
ベ
ラ
レ
ス
（
岩
手
大
学
）
九
六
号
（
平
成
二
七
年
）
八
六
頁
）。

（
239
）　

前
掲
東
京
地
判
平
成
二
六
年
四
月
一
七
日
（
ア
ム
ス
ク
事
件
）
は
、
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
制
度
を
利
用
し
た
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ

ト
を
可
能
に
す
る
た
め
の
株
主
総
会
の
定
款
変
更
決
議
に
よ
り
、
定
時
株
主
総
会
と
同
日
に
開
催
さ
れ
る
種
類
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決

権
の
基
準
日
を
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
の
基
準
日
と
す
る
旨
の
規
定
も
新
設
さ
れ
、
そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
種
類
株
主
総
会
に

当
該
規
定
を
適
用
し
た
と
い
う
事
例
に
お
い
て
、
会
社
法
一
二
四
条
三
項
但
書
に
お
け
る
定
款
の
定
め
は
基
準
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
存

在
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
二
週
間
前
ま
で
に
基
準
日
を
設
定
す
る
旨
の
公
告
を
す
べ
き
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、

当
該
基
準
日
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
た
種
類
株
主
総
会
決
議
に
は
招
集
手
続
の
法
令
違
反
が
あ
る
と
判
示
し
た
。
こ
の
判
例
は
、
会
社
に



101

株主名簿制度の法理（三・完）

と
っ
て
都
合
の
よ
い
株
主
構
成
を
事
後
的
に
選
ぶ
た
め
に
会
社
が
恣
意
的
に
基
準
日
を
設
定
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
限
り
に
お
い
て
支
持

さ
れ
る
（
山
田
・
前
掲
注（
238
）二
五
～
二
六
頁
、
松
井
智
予
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
七
九
号
〔
平
成
二
六
年
度
重
要
判
例
解
説
〕

（
平
成
二
七
年
）
九
八
頁
、
大
久
保
拓
也
「
判
批
」
新
・
判
例
解
説W

atch

一
六
号
（
平
成
二
七
年
）
一
二
五
頁
、
松
中
学
「
判
批
」
私

法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
五
一
号
（
平
成
二
七
年
）
九
一
頁
）。
他
方
で
、
普
通
株
の
み
を
発
行
し
て
い
る
会
社
に
お
い
て
全
部
取
得
条
項
付

種
類
株
式
を
利
用
し
た
ス
ク
イ
ズ
ア
ウ
ト
を
行
う
場
合
、
株
主
総
会
の
議
決
権
の
基
準
日
に
は
ま
だ
種
類
株
式
発
行
会
社
で
な
い
以
上
、

種
類
株
主
総
会
の
議
決
権
の
基
準
日
を
株
主
総
会
の
そ
れ
に
合
わ
せ
る
限
り
、
利
益
を
害
さ
れ
る
種
類
株
主
は
い
な
い
か
ら
、
基
準
日
設

定
公
告
は
必
要
な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
（
𠮷
本
健
一
「
判
批
」
金
融
・
商
事
判
例
一
四
七
八
号
（
平
成
二
七
年
）
六
頁
）。

（
240
）　

前
田
・
前
掲
注（
80
）二
七
一
頁
。

（
241
）　

浜
田
道
代
「
新
会
社
法
の
下
に
お
け
る
基
準
日
の
運
用
問
題
〔
下
〕」
商
事
法
務
一
七
七
三
号
（
平
成
一
八
年
）
一
三
～
一
六
頁
、

田
中
亘
「
定
時
株
主
総
会
は
な
ぜ
六
月
開
催
な
の
か
」
江
頭
憲
治
郎
先
生
還
暦
記
念
『
企
業
法
の
理
論
上
巻
』（
平
成
一
九
年
・
商
事
法

務
）
四
五
三
頁
以
下
、
太
田
洋
＝
松
永
徳
宏
「
定
款
で
総
会
等
基
準
日
を
定
め
る
慣
行
の
『
功
罪
』
と
今
後
の
実
務
展
望
」
商
事
法
務
二

二
四
五
号
（
令
和
二
年
）
九
～
一
三
頁
。

（
242
）　

浜
田
・
前
掲
注（
19
）一
〇
頁
。
弥
永
真
生
「
基
準
日
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
」
金
融
・
商
事
判
例
一
四
六
六
号
（
平
成
二
七
年
）

一
頁
、
太
田
＝
松
永
・
前
掲
注（
241
）一
六
頁
は
、
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
大
株
主
の
議
決
権
比
率
が
基
準
日
の
そ
れ
よ
り
も
大
き
く
低

下
し
た
事
例
の
問
題
を
指
摘
す
る
。

（
243
）　

田
中
・
前
掲
注（
241
）四
四
二
～
四
四
三
頁
、
同
「
基
準
日
制
度
の
意
義
と
問
題
点
」
浜
田
＝
岩
原
編
・
前
掲
注（
76
）五
三
頁
、
奥
島

＝
落
合
＝
浜
田
編
・
前
掲
注（
194
）二
五
二
頁
［
𠮷
本
健
一
］。

（
244
）　

田
中
・
前
掲
注（
241
）四
二
二
～
四
二
六
頁
、
同
・
前
掲
注（
243
）五
三
頁
。

（
245
）　

田
中
・
前
掲
注（
241
）四
三
七
～
四
三
八
頁
、
同
・
前
掲
注（
243
）五
三
頁
。

（
246
）　

浜
田
・
前
掲
注（
19
）一
三
～
一
四
頁
、
田
中
・
前
掲
注（
241
）四
四
二
頁
。
弥
永
・
前
掲
注（
242
）一
頁
は
、
特
別
配
当
金
を
支
払
う
旨

の
議
案
提
出
が
議
決
権
行
使
の
基
準
日
後
に
判
明
し
た
事
例
の
問
題
を
指
摘
す
る
。

（
247
）　

田
中
・
前
掲
注（
241
）四
四
〇
頁
、
同
・
前
掲
注（
243
）五
三
頁
。

（
248
）　

浜
田
・
前
掲
注（
241
）一
六
～
二
一
頁
。
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（
249
）　

奥
島
＝
落
合
＝
浜
田
編
・
前
掲
注（
194
）二
五
二
頁
［
𠮷
本
］。

（
250
）　

日
割
配
当
の
適
法
性
を
め
ぐ
る
議
論
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
上
柳
克
郎
＝
鴻
常
夫
＝
竹
内
昭
夫
編
『
新
版
注
釈
会
社
法
⑼
』（
昭
和

六
三
年
・
有
斐
閣
）
四
四
～
四
六
頁
［
龍
田
節
］
参
照
。
日
割
配
当
の
慣
行
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
浜
田
・
前
掲
注（
241
）一
八
～
二
〇
頁

参
照
。

（
251
）　

相
澤
＝
葉
玉
＝
郡
谷
編
・
前
掲
注（
24
）五
一
四
頁
。

（
252
）　

詳
し
く
は
、
遠
藤
美
光
＝
堀
裕
「
会
社
法
に
お
け
る
基
準
日
後
の
株
主
の
議
決
権
の
帰
趨
」
金
融
法
務
事
情
一
七
八
四
号
（
平
成
一

八
年
）
七
頁
以
下
参
照
。

（
253
）　

原
田
晃
治
＝
郡
谷
大
輔
「
新
株
の
発
行
等
と
基
準
日
の
制
度
」
商
事
法
務
一
六
二
六
号
（
平
成
一
四
年
）
四
四
頁
。

（
254
）　

こ
の
実
務
慣
行
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
浜
田
・
前
掲
注（
19
）一
〇
～
一
二
頁
参
照
。

（
255
）　

原
田
＝
郡
谷
・
前
掲
注（
253
）四
四
～
四
五
頁
。
た
だ
し
、
発
行
さ
れ
た
株
式
に
つ
き
議
決
権
の
行
使
を
認
め
る
た
め
に
基
準
日
を
変

更
し
た
り
、
当
初
の
基
準
日
後
に
新
株
発
行
が
あ
っ
た
場
合
に
そ
の
新
株
に
つ
い
て
の
み
別
個
の
基
準
日
を
定
め
、
議
決
権
行
使
を
認
め

る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。

（
256
）　

法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
補
足
説
明
」
三
三
頁
（
商
事
法
務
一
六
七
八
号
（
平
成
一
五

年
）
七
一
頁
）。

（
257
）　

相
澤
＝
葉
玉
＝
郡
谷
編
・
前
掲
注（
24
）一
三
二
頁
。

（
258
）　

南
隅
基
秀
「
会
社
法
の
諸
問
題
に
関
す
る
一
考
察
」
大
東
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
四
号
（
平
成
三
〇
年
）
二
五
頁
。

（
259
）　

相
澤
＝
葉
玉
＝
郡
谷
編
・
前
掲
注（
24
）一
三
二
頁
。

（
260
）　

大
阪
株
式
懇
談
会
編
・
前
掲
注（
205
）六
三
頁
［
北
村
］、
今
井
克
典
「
演
習
」
法
学
教
室
四
七
四
号
（
令
和
二
年
）
一
一
五
頁
。

（
261
）　

奥
島
＝
落
合
＝
浜
田
編
・
前
掲
注（
194
）二
五
三
頁
［
𠮷
本
］、
江
頭
・
前
掲
注（
42
）二
一
九
頁
。

（
262
）　

基
準
日
後
に
新
株
発
行
が
複
数
回
行
わ
れ
た
場
合
、
必
ず
し
も
全
部
の
新
株
主
に
議
決
権
行
使
を
認
め
る
必
要
は
な
い
が
、
同
一
の

新
株
発
行
に
お
い
て
新
株
主
と
な
っ
た
者
の
う
ち
一
部
の
株
主
だ
け
に
議
決
権
行
使
を
認
め
る
こ
と
は
、
株
主
平
等
の
原
則
に
反
し
て
許

さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
る
（
相
澤
＝
葉
玉
＝
郡
谷
編
・
前
掲
注（
24
）一
三
四
頁
、
遠
藤
＝
堀
・
前
掲
注（
252
）一
四
頁
、
山
下
編
・
前
掲
注

（
146
）二
八
八
頁
［
前
田
雅
弘
］）。
し
か
し
、
複
数
回
の
新
株
発
行
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
新
株
主
に
議
決
権
行
使
を
認
め
る
べ
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き
新
株
発
行
と
そ
う
で
な
い
新
株
発
行
と
を
合
理
的
理
由
を
も
っ
て
区
別
で
き
る
の
か
大
い
に
疑
問
で
あ
る
（
山
下
編
・
前
掲
注（
146
）二

八
八
頁
［
前
田
］、
龍
田
＝
前
田
・
前
掲
注（
80
）二
七
八
頁
も
、「
一
部
」
と
い
う
会
社
の
恣
意
的
な
扱
い
を
許
容
す
る
か
の
よ
う
な
文
言

の
危
険
性
を
指
摘
す
る
）。

（
263
）　

江
頭
憲
治
郎
「『
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
案
』
の
解
説
〔
Ⅴ
〕」
商
事
法
務
一
七
二
五
号
（
平
成
一
七
年
）
七
頁
に
よ
れ

ば
、
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
に
お
い
て
は
、
経
営
者
が
自
己
の
会
社
支
配
権
維
持
を
主
要
目
的
と
し
て
新
株
発
行
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
会
社
が
当
該
新
株
に
議
決
権
を
認
め
る
こ
と
は
違
法
に
な
る
と
解
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
意
見
の
一
致
が
得
ら
れ
た

の
で
、
濫
用
的
な
会
社
の
判
断
を
制
約
す
る
た
め
の
文
言
の
修
正
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
264
）　

相
澤
＝
葉
玉
＝
郡
谷
編
・
前
掲
注（
24
）一
三
二
頁
。

（
265
）　

千
葉
地
松
戸
支
決
平
成
二
〇
年
六
月
二
六
日
金
判
一
二
九
八
号
六
四
頁
（
昭
和
ゴ
ム
事
件
）
は
、
新
株
発
行
の
不
公
正
性
を
否
定
し

て
い
る
。

（
266
）　

相
澤
＝
岩
崎
・
前
掲
注（
25
）三
一
頁
。

（
267
）　

原
田
＝
郡
谷
・
前
掲
注（
253
）四
六
頁
。

（
268
）　

龍
田
＝
前
田
・
前
掲
注（
80
）二
七
八
頁
は
、「
そ
の
場
面
で
人
ご
と
に
標
準
時
を
ズ
ラ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
な
定
め
は
、
基
準

日
制
度
の
自
己
否
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。」
と
批
判
す
る
。
そ
の
他
、
会
社
法
一
二
四
条
四
項
に
否
定
的
な
見
解
と
し
て
、
鳥
山
・
前
掲

注（
183
）七
〇
頁
。

（
269
）　

浜
田
・
前
掲
注（
19
）一
三
頁
。

（
270
）　

実
務
上
の
具
体
的
な
提
案
に
つ
い
て
は
、
全
国
株
懇
連
合
会
「
企
業
と
投
資
家
の
建
設
的
な
対
話
に
向
け
て
」（
平
成
二
八
年
一
〇

月
二
一
日
）
四
四
頁
以
下
参
照
。

（
271
）　

始
関
正
光
「
平
成
一
四
年
改
正
商
法
の
解
説
〔
Ⅱ
〕」
商
事
法
務
一
六
三
八
号
（
平
成
一
四
年
）
二
四
頁
。

（
272
）　

始
関
・
前
掲
注（
271
）二
八
頁
。

（
273
）　

始
関
・
前
掲
注（
271
）二
九
頁
。
前
田
雅
弘
「
株
券
失
効
制
度
」
民
商
法
雑
誌
一
二
六
巻
六
号
（
平
成
一
四
年
）
二
三
頁
は
、
議
決
権

行
使
制
限
の
趣
旨
に
つ
い
て
、「
株
券
喪
失
登
録
中
は
、
も
し
株
券
を
所
持
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
登
録
異
議
の
申
請
を
し
て
実
質
的

権
利
の
帰
属
に
つ
い
て
株
券
喪
失
者
と
争
う
べ
き
立
場
に
あ
り
、
登
録
異
議
の
申
請
を
せ
ず
に
株
主
名
簿
に
も
と
づ
い
て
議
決
権
行
使
が
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で
き
る
こ
と
と
す
る
の
は
適
当
で
は
な
い
し
、
も
し
株
券
を
所
持
し
て
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
権
利
行
使
を
認
め
る
必
要
は
な
い
と
言
え

る
か
ら
で
あ
る
。」
と
説
明
す
る
が
、
登
録
異
議
の
申
請
を
し
な
い
こ
と
や
株
券
を
所
持
し
て
い
な
い
こ
と
が
な
ぜ
株
主
名
簿
に
基
づ
く

権
利
行
使
を
否
定
す
る
理
由
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
274
）　

相
澤
＝
葉
玉
＝
郡
谷
編
・
前
掲
注（
24
）二
二
一
頁
。
譲
渡
制
限
株
式
に
つ
い
て
会
社
の
承
認
が
な
く
て
も
名
義
書
換
が
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
も
理
由
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
（
相
澤
哲
＝
豊
田
祐
子
「
株
式
等
（
株
式
の
併
合
等
・
単
元
株
式
数
・
募
集
株
式
の
発
行

等
・
株
券
・
雑
則
）」
相
澤
編
・
前
掲
注（
25
）六
二
頁
）、
譲
渡
制
限
株
式
は
無
記
名
証
券
た
る
株
券
に
は
親
し
ま
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

株
券
に
固
執
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
る
。

（
275
）　

相
澤
＝
豊
田
・
前
掲
注（
274
）六
二
頁
。

（
276
）　

相
澤
＝
葉
玉
＝
郡
谷
編
・
前
掲
注（
24
）二
二
一
頁
。

（
277
）　

神
田
秀
樹
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
5
』（
平
成
一
五
年
・
商
事
法
務
）
三
二
七
頁
［
大
塚
龍
児
］。

（
278
）　

上
柳
＝
鴻
＝
竹
内
編
・
前
掲
注（
18
）一
六
五
頁
以
下
［
河
本
一
郎
］
参
照
。

（
279
）　

神
田
編
・
前
掲
注（
277
）三
二
六
頁
［
大
塚
］。

（
280
）　

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
に
お
い
て
は
、
株
券
喪
失
登
録
者
が
名
義
人
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
会
社
か
ら
株
主
に
利
益
配
当
等

が
な
さ
れ
る
場
合
、
基
準
日
前
に
登
録
異
議
を
申
請
す
る
と
同
時
に
抹
消
日
に
お
け
る
名
義
書
換
を
請
求
し
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
基

準
日
後
に
喪
失
登
録
が
抹
消
さ
れ
た
と
き
は
、
異
議
申
請
者
を
基
準
日
株
主
と
み
な
す
こ
と
と
し
て
い
た
た
め
（
二
三
〇
条
ノ
八
第
二

項
）、
そ
の
限
り
に
お
い
て
抹
消
申
請
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
っ
た
。

（
281
）　

上
柳
＝
鴻
＝
竹
内
編
・
前
掲
注（
106
）二
〇
〇
頁
［
山
口
幸
五
郎
］、
山
下
編
・
前
掲
注（
146
）二
八
九
頁
［
前
田
雅
弘
］。

（
282
）　

新
会
社
法
の
下
で
は
、
株
券
不
発
行
会
社
に
お
い
て
株
式
譲
渡
の
第
三
者
に
対
す
る
対
抗
要
件
で
も
あ
る
名
義
書
換
が
正
し
く
な
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
株
主
は
重
大
な
関
心
を
有
す
る
た
め
、
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
は
書
換
懈
怠
の
監
視
と
し
て
の
意
義
を
有
す

る
が
、
そ
の
機
能
は
株
主
名
簿
記
載
事
項
証
明
書
交
付
請
求
権
（
会
一
二
二
条
一
項
）
に
よ
っ
て
も
代
替
し
う
る
。

（
283
）　

大
判
昭
和
八
年
五
月
一
八
日
法
学
二
巻
一
四
九
〇
頁
。

（
284
）　

大
判
昭
和
一
〇
年
五
月
三
一
日
法
学
五
巻
一
一
一
頁
。

（
285
）　

倉
澤
康
一
郎
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
請
求
と
正
当
目
的
」『
会
社
法
改
正
の
論
理
』（
平
成
六
年
・
成
文
堂
）
二
〇
八
～
二
〇
九
頁
、
奥
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島
孝
康
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
〇
〇
号
（
昭
和
六
三
年
）
一
〇
四
頁
、
黄
清
渓
「
株
主
名
簿
の
開
示
制
度
」
経
営
経
理
研
究
（
拓
殖

大
学
）
四
一
号
（
昭
和
六
三
年
）
八
九
頁
以
下
。

（
286
）　

こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
三
枝
一
雄
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
・
謄
写
請
求
権
の
行
使
と
正
当
目
的
」
法
律
論
叢
六
七
巻
四
＝
五
＝
六
号

（
平
成
七
年
）
二
五
三
～
二
五
五
頁
参
照
。

（
287
）　

自
益
権
か
共
益
権
か
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
消
極
的
な
見
解
と
し
て
、
西
尾
幸
夫
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
・
謄
写
請
求
を
め
ぐ
る
最
近

の
判
例
に
つ
い
て
」
上
田
勝
美
ほ
か
『
効
果
的
な
権
利
保
護
と
憲
法
秩
序
』（
平
成
二
年
・
法
律
文
化
社
）
一
五
九
頁
・
一
六
二
頁
、
𠮷

本
健
一
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
四
二
号
（
平
成
三
年
）
一
二
四
頁
、
平
出
慶
道
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
九
二
号
（
平
成
三
年
）
一

四
二
頁
、
阪
埜
光
男
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
・
謄
写
請
求
権
の
問
題
点
」
酒
巻
俊
雄
先
生
還
暦
記
念
『
公
開
会
社
と
閉
鎖
会
社
の
法
理
』

（
平
成
四
年
・
商
事
法
務
研
究
会
）
五
九
八
頁
、
中
島
史
雄
「
判
批
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
五
巻
一
号
（
平
成
四
年
）
六
八
頁
、
松
嶋
隆
弘

「
株
主
名
簿
の
閲
覧
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
一
二
号
（
平
成
一
一
年
）
一
九
頁
・
二
〇
頁
。

（
288
）　

米
山
毅
一
郎
「
株
主
の
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
に
関
す
る
一
考
察
」
小
室
金
之
助
教
授
還
暦
記
念
『
現
代
企
業
法
の
諸
問
題
』

（
平
成
八
年
・
成
文
堂
）
一
四
六
頁
・
一
五
七
～
一
五
八
頁
は
、「
正
当
目
的
」
と
は
「
知
得
情
報
の
用
途
」
が
請
求
株
主
の
株
主
権
の
範

囲
内
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、「
正
当
目
的
」
の
不
存
在
は
権
利
濫
用
の
一
類
型
に
す
ぎ
ず
、「
正
当
目
的
」
が
存
在
し
て

い
て
も
、
請
求
が
会
社
・
株
主
の
利
益
に
反
す
る
場
合
に
は
請
求
は
拒
絶
さ
れ
る
と
解
す
る
。

（
289
）　

藤
原
俊
雄
「
株
主
に
よ
る
株
主
名
簿
の
閲
覧
・
謄
写
請
求
権
」
静
岡
大
学
法
経
研
究
四
〇
巻
三
＝
四
合
併
号
（
平
成
四
年
）
一
七
四

頁
・
一
七
八
頁
・
一
八
〇
頁
。

（
290
）　

全
国
株
懇
連
合
会
「
株
主
名
簿
を
中
心
と
し
た
株
主
等
個
人
情
報
に
関
す
る
個
人
情
報
保
護
法
対
応
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
一

七
年
二
月
四
日
決
定
、
平
成
二
九
年
四
月
一
四
日
最
終
改
正
）
参
照
。

（
291
）　

法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
試
案
」
第
四
部
第
三
10
⑸
。

（
292
）　

相
澤
＝
岩
崎
・
前
掲
注（
25
）三
一
頁
。

（
293
）　

相
澤
哲
編
『
一
問
一
答
新
・
会
社
法
〔
改
訂
版
〕』（
平
成
二
一
年
・
商
事
法
務
）
六
四
頁
。

（
294
）　

改
正
前
商
法
の
下
で
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
に
つ
い
て
会
計
帳
簿
閲
覧
謄
写
請
求
の
拒
絶
事
由
の
類
推
適
用
を
認
め
る
見
解
で

あ
っ
て
も
、
請
求
者
が
競
業
者
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
拒
絶
事
由
（
旧
商
二
九
三
条
ノ
七
第
二
号
）
は
明
確
に
除
外
し
て
い
た
（
平
出
・



106

法学研究 94 巻 9 号（2021：9）

前
掲
注（
287
）一
四
二
頁
。
前
掲
東
京
高
判
昭
和
六
二
年
一
一
月
三
〇
日
（
古
河
電
工
事
件
）
は
、
類
推
適
用
と
い
う
語
は
用
い
て
い
な
い

が
、
二
号
を
除
外
し
た
上
で
二
九
三
条
ノ
七
の
趣
旨
を
援
用
し
て
い
る
。
立
法
論
と
し
て
、
久
留
島
隆
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
・
謄
写
請
求

権
の
要
件
と
制
限
」
代
行
リ
ポ
ー
ト
七
六
号
（
昭
和
六
二
年
）
一
八
頁
）。

（
295
）　

後
掲
東
京
地
決
平
成
二
二
年
七
月
二
〇
日
（
大
盛
工
業
事
件
）
は
、
二
号
の
趣
旨
に
つ
き
、「
一
号
と
共
に
、
株
主
等
の
権
利
行
使

が
権
利
の
濫
用
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
基
本
原
理
を
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
に
つ
い
て
宣
明
す
る
趣
旨
に
出

た
も
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
著
し
く
多
数
の
株
主
等
が
あ
え
て
同
時
に
閲
覧
謄
写
を
求
め
た
り
、
こ
と
さ
ら
に
株
式
会
社
に
不
利
な
情

報
を
流
布
し
て
株
式
会
社
の
信
用
を
失
墜
さ
せ
、
又
は
株
価
を
下
落
さ
せ
る
な
ど
の
目
的
で
閲
覧
謄
写
を
求
め
る
よ
う
な
場
合
が
こ
れ
に

該
当
す
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
こ
と
さ
ら
に
」
以
下
は
、
会
計
帳
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
の
拒
絶
事
由
に
つ
い
て
用
い
ら
れ

て
い
た
説
明
で
あ
る
た
め
（
上
柳
＝
鴻
＝
竹
内
編
・
前
掲
注（
250
）二
二
二
頁
［
和
座
一
清
］）、
こ
れ
が
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
に
も
妥

当
す
る
か
疑
問
が
あ
る
（
中
村
康
江
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
と
拒
絶
事
由
（
二
・
完
）」
立
命
館
法
学
三
五
五
号
（
平
成
二
六
年
）

二
五
三
頁
）。

（
296
）　

菊
田
秀
雄
「
判
批
」
金
融
・
商
事
判
例
一
三
六
五
号
（
平
成
二
三
年
）
七
頁
、
島
田
志
帆
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
請
求
と
拒
絶
事
由
」

立
命
館
法
学
三
五
三
号
（
平
成
二
六
年
）
一
三
〇
頁
。

（
297
）　

新
谷
勝
「
判
批
」
金
融
・
商
事
判
例
一
二
九
七
号
（
平
成
二
〇
年
）
九
頁
。

（
298
）　

新
谷
・
前
掲
注（
297
）九
頁
、
若
松
亮
「
判
批
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二
七
九
号
（
平
成
二
〇
年
）
六
五
頁
、
清
水
円
香
「
判
批
」
私
法

判
例
リ
マ
ー
ク
ス
三
九
号
（
平
成
二
一
年
）
八
九
頁
、
吉
川
信
將
「
判
批
」
法
学
研
究
（
慶
應
義
塾
大
学
）
八
二
巻
四
号
（
平
成
二
一

年
）
一
六
五
～
一
六
六
頁
、
荒
谷
裕
子
「
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
の
拒
絶
事
由
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
の
考
察
」
柴
田
和
史
＝
野
田
博

編
『
会
社
法
の
実
践
的
課
題
』（
平
成
二
三
年
・
法
政
大
学
出
版
局
）
三
七
頁
、
企
業
価
値
研
究
会
「
近
時
の
諸
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え

た
買
収
防
衛
策
の
在
り
方
」（
平
成
二
〇
年
六
月
三
〇
日
）
一
一
頁
。

（
299
）　

同
旨
、
東
京
地
判
平
成
二
二
年
一
二
月
三
日
判
タ
一
三
七
三
号
二
三
一
頁
、
後
掲
東
京
地
決
平
成
二
四
年
一
二
月
二
一
日
（
ア
コ
ー

デ
ィ
ア
・
ゴ
ル
フ
事
件
）。

（
300
）　

新
谷
・
前
掲
注（
297
）九
一
〇
～
一
一
頁
、
潘
阿
憲
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
七
八
号
（
平
成
二
一
年
）
一
八
九
頁
、
伊
藤
吉
洋

「
判
批
」
法
学
七
三
巻
一
号
（
平
成
二
一
年
）
一
八
四
～
一
八
五
頁
、
大
隅
＝
今
井
＝
小
林
・
前
掲
注（
82
）一
〇
八
～
一
〇
九
頁
、
奥
島
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孝
康
＝
落
合
誠
一
＝
浜
田
道
代
編
『
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
会
社
法
1
』（
平
成
二
二
年
・
日
本
評
論
社
）
二
三
六
頁
［
𠮷
本
健
一
］、

新
津
和
典
「
判
批
」
商
事
法
務
一
九
四
七
号
（
平
成
二
三
年
）
四
八
頁
、
青
竹
正
一
「
株
主
の
会
計
帳
簿
・
株
主
名
簿
の
閲
覧
請
求
と
仮

処
分
」
前
田
重
行
先
生
古
稀
記
念
『
企
業
法
・
金
融
法
の
新
潮
流
』（
平
成
二
五
年
・
商
事
法
務
）
二
〇
〇
頁
。

（
301
）　

弥
永
真
生
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
六
一
号
（
平
成
二
〇
年
）
一
四
七
頁
、
若
松
・
前
掲
注（
298
）六
五
～
六
六
頁
、
清
水
・
前
掲

注（
298
）八
九
頁
、
島
田
志
帆
「
競
業
者
に
対
す
る
株
主
名
簿
の
閲
覧
制
限
」
立
命
館
法
学
三
三
二
号
（
平
成
二
二
年
）
一
六
六
頁
。

（
302
）　

鳥
山
恭
一
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
四
一
号
（
平
成
二
〇
年
）
一
二
一
頁
、
正
井
章
筰
「
判
批
」
金
融
・
商
事
判
例
一
二
九
四
号

（
平
成
二
〇
年
）
六
頁
、
菅
原
貴
与
志
「
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
の
一
考
察
」
法
学
研
究
（
慶
應
義
塾
大
学
）
八
二
巻
一
二
号
（
平

成
二
一
年
）
三
〇
七
頁
、
荒
谷
・
前
掲
注（
298
）三
八
頁
、
千
手
崇
史
「
株
主
の
会
社
に
対
す
る
株
主
名
簿
閲
覧
・
謄
写
請
求
権
」
九
大
法

学
一
〇
四
号
（
平
成
二
四
年
）
五
五
頁
。

（
303
）　

そ
の
他
、
競
業
者
た
る
株
主
の
閲
覧
謄
写
請
求
が
正
当
な
目
的
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
会
社
が
三
号
を
理
由
と
し
て
こ
れ

を
拒
絶
す
る
こ
と
は
権
利
の
濫
用
に
あ
た
り
許
さ
れ
な
い
と
い
う
構
成
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
若
松
・
前
掲
注（
298
）六
六
頁
、

吉
川
・
前
掲
注（
298
）一
六
七
頁
、
島
田
・
前
掲
注（
301
）一
六
七
頁
）。

（
304
）　

鳥
山
・
前
掲
注（
302
）一
二
一
頁
、
正
井
・
前
掲
注（
302
）六
頁
、
中
村
信
男
「
判
批
」
商
事
法
研
究
六
二
号
（
平
成
二
〇
年
）
二
七
頁
、

若
松
・
前
掲
注（
298
）六
六
頁
、
久
保
大
作
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
七
六
号
〔
平
成
二
〇
年
度
重
要
判
例
解
説
〕（
平
成
二
一
年
）
一

二
四
頁
、
吉
川
・
前
掲
注（
298
）一
七
一
頁
、
潘
・
前
掲
注（
300
）一
八
八
頁
、
清
水
・
前
掲
注（
298
）八
九
頁
、
池
野
千
白
「
株
主
名
簿
閲
覧

請
求
権
の
拒
否
事
由
」CH

U
K
Y
O
 LA
W
Y
ER

一
〇
号
（
平
成
二
一
年
）
六
一
頁
、
島
田
・
前
掲
注（
301
）一
六
八
頁
、
菊
田
・
前
掲
注

（
296
）七
頁
、
荒
谷
・
前
掲
注（
298
）二
七
頁
・
三
九
頁
、
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
〔
第
四
版
〕』（
平
成
二
三
年
・
有
斐
閣
）
一
九
六
頁
、

千
手
・
前
掲
注（
302
）一
五
七
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
、
経
済
界
は
三
号
の
削
除
に
反
対
し
て
い
た
（
法
制
審
議
会
会
社
法
制
部
会
第
八
回
会

議
（
平
成
二
二
年
一
二
月
二
二
日
）
議
事
録
三
一
頁
、
第
一
三
回
会
議
（
平
成
二
三
年
九
月
二
八
日
）
議
事
録
二
頁
）。

（
305
）　

特
別
抗
告
・
許
可
抗
告
審
で
あ
る
最
決
平
成
二
二
年
九
月
一
四
日
資
料
版
商
事
法
務
三
二
一
号
五
八
頁
は
、
原
審
の
判
断
は
正
当
と

し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
抗
告
を
棄
却
し
た
。

（
306
）　

松
井
智
予
「
フ
タ
バ
産
業
株
主
名
簿
謄
写
仮
処
分
命
令
申
立
事
件
と
会
社
法
・
金
商
法
の
課
題
」
商
事
法
務
一
九
二
五
号
（
平
成
二

三
年
）
一
〇
頁
、
荒
谷
・
前
掲
注（
298
）四
四
頁
、
伊
藤
雄
司
「
判
批
」
神
田
秀
樹
＝
神
作
裕
之
編
『
金
融
商
品
取
引
法
判
例
百
選
』（
平
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成
二
五
年
・
有
斐
閣
）
二
三
頁
、
舩
津
浩
司
「
判
批
」
商
事
法
務
二
〇
四
三
号
（
平
成
二
六
年
）
四
七
頁
。
稲
葉
・
前
掲
注（
123
）三
二
七

頁
も
、
会
社
法
上
の
株
主
の
利
益
と
金
商
法
上
の
投
資
者
の
利
益
を
峻
別
す
る
余
地
が
あ
る
た
め
、
公
開
買
付
へ
の
利
用
が
直
ち
に
株
主

権
の
行
使
と
い
え
る
か
に
は
議
論
が
あ
り
う
る
と
し
て
い
た
。

（
307
）　

こ
の
判
例
で
は
、
正
当
な
目
的
の
代
表
例
と
解
さ
れ
て
き
た
委
任
状
勧
誘
目
的
が
拒
絶
事
由
に
あ
た
る
か
も
争
わ
れ
た
が
、「
株
主

が
株
主
総
会
に
お
い
て
議
案
を
提
出
し
た
り
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
株
主
権
の
行
使
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
議
決
権
の
代
理

行
使
を
勧
誘
す
る
な
ど
、
自
己
に
賛
同
す
る
同
志
を
募
る
目
的
で
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
の
請
求
を
す
る
こ
と
は
、
株
主
の
権
利
の
確
保

又
は
行
使
に
関
す
る
調
査
の
目
的
で
行
う
も
の
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

（
308
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
荻
野
敦
史
「
株
主
の
情
報
請
求
権
」
神
田
秀
樹
＝
武
井
一
浩
編
『
実
務
に
効
く
Ｍ
＆
Ａ
・
組
織
再
編
判
例
精
選
』

（
平
成
二
五
年
・
有
斐
閣
）
一
九
八
～
一
九
九
頁
は
、「
株
主
が
そ
の
権
利
（
必
ず
し
も
会
社
法
上
の
株
主
権
に
限
ら
な
い
が
、
法
的
な
権

利
で
あ
る
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
）
の
実
現
の
た
め
に
他
の
株
主
に
ア
ク
セ
ス
す
る
必
要
性
が
類
型
的
に
高
い
と
い
え
る
か
否
か
に
よ
っ

て
決
せ
ら
れ
る
」
と
解
し
た
上
で
、
金
商
法
上
の
損
害
賠
償
請
求
権
や
会
社
法
上
の
株
式
買
取
価
格
決
定
申
立
を
共
同
で
行
う
こ
と
を
呼

び
か
け
る
目
的
は
、
権
利
の
実
現
の
た
め
に
他
の
株
主
に
ア
ク
セ
ス
す
る
必
要
性
が
類
型
的
に
高
い
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。
松
元
暢
子

「
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
の
拒
絶
事
由
・
理
論
的
検
討
」
田
中
亘
ほ
か
編
『
論
究
会
社
法
』（
令
和
二
年
・
有
斐
閣
）
七
九
頁
は
、
会
社

法
上
の
権
利
の
行
使
を
間
接
的
に
も
予
定
し
て
い
な
い
場
合
に
ま
で
株
主
名
簿
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
株
主
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
犠
牲
に
し

て
閲
覧
を
認
め
る
べ
き
と
は
い
い
が
た
い
と
し
て
、
そ
れ
に
続
い
て
議
決
権
等
の
会
社
法
上
の
権
利
の
確
保
・
行
使
が
予
定
さ
れ
て
い
る

否
か
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
公
開
買
付
を
行
っ
た
後
に
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
を
行
う

こ
と
を
予
定
し
て
い
れ
ば
、
閲
覧
謄
写
請
求
は
認
め
ら
れ
る
が
、
フ
タ
バ
産
業
事
件
で
は
拒
絶
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
309
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
木
村
真
生
子
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
六
二
号
（
平
成
二
七
年
）
一
一
一
頁
は
、
略
奪
的
買
収
に
あ
た
る
公
開

買
付
を
行
う
場
合
の
調
査
は
権
利
の
濫
用
に
あ
た
る
と
の
評
価
も
で
き
る
し
、
公
開
買
付
は
現
在
の
株
主
で
な
く
と
も
行
え
る
こ
と
に
鑑

み
る
と
、
公
開
買
付
勧
誘
目
的
の
株
主
調
査
は
株
主
資
格
と
は
無
関
係
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
中
核
的
な
株
主
の
権
利
の
確
保
ま
た
は

行
使
に
関
す
る
調
査
の
た
め
で
あ
る
と
は
評
価
し
が
た
い
と
す
る
。
し
か
し
、
個
々
の
公
開
買
付
の
実
質
的
評
価
に
よ
っ
て
会
社
法
の
解

釈
が
左
右
さ
れ
る
の
は
問
題
で
あ
る
（
志
谷
匡
史
「
判
批
」
商
事
法
務
二
一
一
六
号
（
平
成
二
八
年
）
五
五
頁
）。
木
村
真
生
子
「
公
開

買
付
け
に
お
け
る
敵
対
的
買
収
者
に
よ
る
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
の
行
使
」
筑
波
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
七
号
（
平
成
二
六
年
）
七
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〇
頁
以
下
で
も
、
買
付
者
の
直
接
の
公
開
買
付
勧
誘
に
よ
っ
て
株
主
が
得
る
便
益
と
不
利
益
を
比
較
衡
量
す
れ
ば
、
公
開
買
付
勧
誘
目
的

に
基
づ
き
買
収
者
に
株
主
名
簿
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
株
主
が
間
接
的
に
被
る
不
利
益
は
そ
の
便
益
よ
り
も
大
き
い
と
し
て
、
買

収
者
に
よ
る
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
は
原
則
と
し
て
容
認
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
株
主
名
簿
閲
覧

謄
写
の
可
否
以
前
に
、
買
収
者
に
よ
る
株
主
に
対
す
る
直
接
勧
誘
の
是
非
の
問
題
で
は
な
い
か
。

（
310
）　
「
株
主
の
権
利
」
に
つ
き
、
荒
谷
裕
子
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
四
〇
号
〔
平
成
二
三
年
度
重
要
判
例
解
説
〕（
平
成
二
四
年
）
九

九
頁
は
、
会
社
法
と
金
商
法
の
相
互
補
完
性
や
投
資
家
と
し
て
の
側
面
も
有
す
る
株
主
た
る
地
位
の
特
殊
性
に
鑑
み
、
少
な
く
と
も
金
商

法
上
の
権
利
は
含
ま
れ
る
と
し
、
伊
藤
・
前
掲
注（
306
）二
三
頁
は
、
会
社
の
利
益
の
た
め
の
「
会
社
経
営
に
対
す
る
監
視
、
批
判
の
権

限
」
と
い
っ
た
、
会
社
経
営
に
関
わ
る
抽
象
的
な
権
利
を
含
む
と
し
、
小
柿
徳
武
「
判
批
」
法
学
教
室
四
〇
二
号
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
一

三
［
Ⅱ
］（
平
成
二
六
年
）
一
六
頁
は
、
株
主
で
あ
る
こ
と
（
及
び
将
来
的
に
株
主
に
な
る
こ
と
）
と
密
接
に
関
連
す
る
権
利
を
含
む
と

す
る
。
中
村
・
前
掲
注（
295
）二
四
二
頁
は
、
株
主
の
権
利
の
確
保
ま
た
は
行
使
と
「
密
接
な
関
連
」
を
有
す
る
調
査
の
意
味
で
あ
る
と
解

す
る
。

（
311
）　

会
社
法
の
下
で
も
従
来
の
解
釈
を
維
持
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、
上
田
純
子
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
と
『
正

当
な
目
的
』」
法
律
時
報
八
四
巻
四
号
（
平
成
二
四
年
）
五
六
頁
、
山
下
徹
哉
「
発
行
可
能
株
式
総
数
に
係
る
規
律
・
株
主
名
簿
の
閲
覧

謄
写
請
求
の
拒
絶
事
由
」
神
田
秀
樹
編
『
論
点
詳
解
平
成
二
六
年
改
正
会
社
法
』（
平
成
二
七
年
・
商
事
法
務
）
三
一
二
頁
。

（
312
）　

稲
葉
・
前
掲
注（
123
）三
二
七
頁
。

（
313
）　

山
下
・
前
掲
注（
311
）三
一
二
頁
。

（
314
）　

法
制
審
議
会
会
社
法
制
部
会
「
会
社
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
中
間
試
案
」（
平
成
二
三
年
一
二
月
七
日
）
第
三
部
第
二
。

（
315
）　

法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
「
会
社
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
中
間
試
案
の
補
足
説
明
」
六
一
頁
（
坂
本
編
・
前
掲
注（
28
）二
七
六

頁
）。

（
316
）　

法
制
審
議
会
会
社
法
制
部
会
第
一
三
回
会
議
（
平
成
二
三
年
九
月
二
八
日
）
議
事
録
二
～
三
頁
［
藤
田
友
敬
幹
事
発
言
］。

（
317
）　

か
か
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
岩
原
紳
作
「『
会
社
法
制
の
見
直
し
に
関
す
る
要
綱
案
』
の
解
説
〔
Ⅵ
・
完
〕」
商
事
法
務
一
九
八
〇
号

（
平
成
二
四
年
）
八
～
九
頁
参
照
。

（
318
）　

舩
津
・
前
掲
注（
306
）四
七
頁
。
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（
319
）　

フ
タ
バ
産
業
事
件
高
裁
決
定
で
は
、
金
商
法
上
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
行
使
す
る
た
め
の
調
査
が
株
主
の
権
利
の
確
保
・
行
使
に
関

す
る
調
査
に
該
当
し
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
が
権
利
の
濫
用
に
該
当
し
な
い
場
合
に
は
請
求
を
拒
絶
で
き
な
い
と
の
請
求
株
主
の
主
張
に

対
し
て
、「
株
主
名
簿
に
は
株
主
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
会
社
の
取
締
役
は
、
株
主
の
個

人
情
報
を
法
令
の
範
囲
を
超
え
て
外
部
に
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
べ
き
善
管
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
会

社
法
一
二
五
条
三
項
一
号
の
規
定
は
、
請
求
者
で
あ
る
株
主
の
権
利
の
保
護
と
、
そ
の
他
の
株
主
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
と
の
調
和
を

そ
の
目
的
に
よ
っ
て
図
っ
た
も
の
で
あ
り
、
同
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
の
み
で
…
…
株
主
名
簿
の
閲
覧
等
を
拒
否
し
得
る
も
の

と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。
拒
絶
事
由
は
権
利
濫
用
に
あ
た
る
場
合
を
類
型
化
し
た
も
の
と
解
す
る
限
り
、
拒
絶
事

由
に
あ
た
る
か
を
審
査
す
れ
ば
足
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
権
利
濫
用
と
い
え
る
か
ど
う
か
の
審
査
な
ど
要
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ

り
会
社
は
株
主
の
個
人
情
報
の
管
理
者
と
し
て
の
善
管
注
意
義
務
を
尽
く
し
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
で
は
、
妥
当
な
判
示
で
あ
る
と
い

え
る
。
た
だ
し
、
会
社
法
一
二
五
条
三
項
一
号
は
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
、
株
主
の
権
利
の
保
護
と
他
の
株
主
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
と
の
調
和
を
図
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
320
）　

荒
谷
・
前
掲
注（
310
）九
九
頁
。

（
321
）　

舩
津
・
前
掲
注（
306
）四
九
頁
。

（
322
）　

石
井
裕
介
「
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
の
拒
絶
事
由
・
実
務
か
ら
の
検
討
」
田
中
ほ
か
編
・
前
掲
注（
308
）八
五
頁
。

（
323
）　

荒
谷
・
前
掲
注（
310
）九
九
頁
。
か
か
る
実
務
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
、
四
号
の
拒
絶
事
由
に
準
じ
て
、
過
去
二
年
以
内
に
株
主

情
報
の
目
的
外
使
用
を
し
た
こ
と
を
、
明
文
を
も
っ
て
拒
絶
事
由
に
加
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
324
）　

米
山
毅
一
郎
「
判
批
」
金
融
・
商
事
判
例
一
三
八
二
号
（
平
成
二
四
年
）
五
頁
。

（
325
）　

平
出
・
前
掲
注（
287
）一
四
一
頁
、
松
嶋
・
前
掲
注（
287
）二
〇
頁
、
荒
谷
・
前
掲
注（
298
）二
五
頁
。
吉
川
・
前
掲
注（
298
）一
六
六
頁
は
、

債
権
者
に
は
、
取
引
先
の
状
況
を
見
極
め
る
た
め
、
株
主
名
簿
を
随
時
閲
覧
謄
写
し
て
そ
の
株
主
構
成
に
変
化
が
な
い
か
確
認
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
が
、
疑
問
で
あ
る
。

（
326
）　

会
社
債
権
者
に
も
株
主
名
簿
閲
覧
謄
写
請
求
権
を
認
め
る
合
理
性
に
疑
問
を
提
起
す
る
も
の
と
し
て
、
久
留
島
・
前
掲
注（
294
）一
九

頁
、
稲
葉
・
前
掲
注（
123
）三
二
八
頁
、
荒
谷
・
前
掲
注（
298
）四
九
～
五
〇
頁
、
中
村
・
前
掲
注（
295
）二
五
四
頁
。

（
327
）　

山
下
編
・
前
掲
注（
146
）二
九
一
頁
［
前
田
］。
相
澤
＝
葉
玉
＝
郡
谷
編
・
前
掲
注（
24
）二
四
七
頁
は
、
新
株
予
約
権
は
債
権
の
一
種
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で
あ
る
か
ら
、
新
株
予
約
権
者
は
債
権
者
と
し
て
新
株
予
約
権
原
簿
の
閲
覧
等
を
請
求
で
き
る
（
会
二
五
二
条
二
項
）
と
説
明
し
て
い
る
。

（
328
）　

荒
谷
・
前
掲
注（
310
）九
九
頁
、
山
下
・
前
掲
注（
311
）三
一
三
～
三
一
四
頁
。

（
329
）　

法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」（
昭
和
六
一
年
五
月
一
五
日
）
三
11
。
そ
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
盛

岡
一
夫
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
請
求
権
等
」
田
中
誠
二
監
修
『
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
の
研
究
』（
金
融
・
商
事
判
例
七
五
五
号
・

昭
和
五
六
年
）
一
一
九
頁
以
下
、
前
田
重
行
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
謄
写
請
求
権
の
改
正
に
つ
い
て
」
代
行
リ
ポ
ー
ト
九
〇
号
（
平
成
二

年
）
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
330
）　

木
俣
由
美
「
株
主
名
簿
の
閲
覧
と
株
主
情
報
の
保
護
」
商
事
法
務
一
七
一
〇
号
（
平
成
一
六
年
）
八
〇
頁
、
千
手
・
前
掲
注（
302
）一

二
五
頁
、
上
田
・
前
掲
注（
311
）五
六
頁
。

（
331
）　

正
井
・
前
掲
注（
302
）七
頁
は
、
ド
イ
ツ
の
株
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
よ
う
な
株
主
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
方
法
の
導
入
を
提

案
す
る
。
株
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
久
保
寛
展
「
株
主
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
確
立
」
福
岡
大
学
法
学
論
叢
五
一
巻

一
＝
二
号
（
平
成
一
八
年
）
一
頁
以
下
参
照
。

（
332
）　

会
社
法
に
は
、
要
綱
中
に
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
法
制
審
議
会
会
社
法
（
現
代
化
関
係
）
部
会
で
も
全
く
議
論
さ
れ
た
こ
と
の
な

い
実
質
改
正
事
項
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
（
江
頭
憲
治
郎
「
新
会
社
法
制
定
の
意
義
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
九
五
号
（
平
成
一
七

年
）
三
～
四
頁
）。

（
333
）　

そ
の
特
色
に
つ
い
て
は
、
岩
原
紳
作
「
新
会
社
法
の
意
義
と
問
題
点
・
総
論
」
商
事
法
務
一
七
七
五
号
（
平
成
一
八
年
）
八
～
九
頁

参
照
。

（
334
）　

上
村
達
男
「
新
会
社
法
の
性
格
と
法
務
省
令
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
一
五
号
（
平
成
一
八
年
）
二
～
三
頁
、
日
本
私
法
学
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
新
会
社
法
の
意
義
と
問
題
点
」
私
法
六
九
号
（
平
成
一
九
年
）
九
九
～
一
〇
一
頁
［
青
竹
正
一
・
岩
原
紳
作
発
言
］。


